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　　　　皇こう賀が凱よし一かつ　６







『いやです、皇賀機長！』

　桂けい人との悲痛な声が、耳に蘇よみがえる。

　私の指の中で燃え上がる、あの男の名めい刺し。

　そして、灰になった名刺を見つめて、その美しい目から涙なみだを零こぼした彼。

　私の心に、二人の間を遮さえぎるオレンジ色の炎ほのおよりももっと熱の高い、青白い炎が燃え上がった。

　……そんなに、あの男を愛してるのか……？

　無理やり奪うばったキスに桂人は本気で抵てい抗こうした。

　私の唇くちびるを嚙かみ、一いつ瞬しゆんたじろいだ瞬間に、平手で私の頰ほおを強く打った。

『私はもう二度と誰かを愛することはありません。もし誰かを愛することができたとしても……あなただけは、愛さない』

　私の心臓に刻み込まれた、彼の言葉。

　彼の所有物である名刺を焼いてしまったことに関しては、私には弁解の余地はない。

　しかし、私は後こう悔かいはまったくしていない。

　仕事中の彼は、優ゆう秀しゆうで、慎しん重ちようで、冷静で。

　私は、桂人の操縦技術を高く評価している……というより、飛行経験の少なさを補って余りあるその判断力と技術を、私はほとんど崇すう拝はいしていると言っていい。

　私は、彼がいつか自分の隣となりのシートに座らなくなることが寂さびしい。

　しかし、それと同時に、彼がどんな素す晴ばらしいパイロットになるかを見極めたいとも思う。

　世界でも指折りのパイロットであると自負していた私を、彼は簡単に屈くつ服ぷくさせた。

　その美しさと、その外見に見合った真しん摯しで透すき通った内面で、私を虜とりこにした。

　……どんなにすげなくされても、耐たえなくてはいけない。

　……彼が振ふり向いてくれるまで、いくらでも待たなくてはいけない。

　自分にそう言い聞かせ、頭をもたげる獰どう猛もうな欲望を必死で抑おさえ込んできた。なのに……。

『あなただけは、愛さない』という、桂人の声が、頭の中に響ひびく。

　私は眉まゆを寄せ、何かが突つき刺ささるような心臓の痛みに耐える。

　……つらい……。

　……ああ、どうしてこんなに愛してしまったのだろう……？







　　　　有あり川かわ桂けい人と　６







『君は、これをどうすればいいか、本当はわかっているはずだ』

　皇賀機長の声が、耳にこびりついて離はなれない。

　彼の指の中で燃え上がった、あの男の名刺。

　見る勇気がないまま灰になってしまった、彼の電話番号。

　……加か藤とう範のり之ゆき……。

　その名前は、あの炎のように私の心を痛く焦こがす。

　彼に二度と会わないように住所を変え、彼が好きそうな店には足を踏ふみ入れず……そうやって六年間を過ごしてきた。

　私は念願だったアメリカーナ・エアラインのコックピット・クルーになれ、副コー操・パ縦イロ士ツトとしての日々を送っている。

　加藤のことを完全に忘れていたといえば噓になる。しかし。

　皇賀機長といる時間、私は心にあたたかなものを感じることができる。

　彼の囁ささやく、『愛している』という言葉を本気にしていたわけではない。

　しかし、フライトのたびに触ふれる彼の優やさしさのおかげで、暗い過去をやっと忘れかけていた。

　……なのに……。

　スノッブな場所が好きだった昔の加藤が選ぶとは思えない、ハワイ、マウイ島。

　常に彼と会ってしまうことに怯おびえていた私は、ハワイの暖かな空気と、そして皇賀機長のおかげで、一瞬、彼のことを忘れた。

　その瞬間を狙ねらいすましたように、加藤は私の前に姿を現した。

　美しい奥さんと、可愛かわいい子供を、まるで見せつけるように。

　……彼が私に名刺を渡わたしたのは、昔の知り合いに対するほんの儀ぎ礼れいだ。

　……彼が私に、「電話をしてくれ」と言ったのは単なる社交辞令だ。

　私は、自分に言い聞かせる。

　……奥さんも子供もいる幸せな男が、昔の恋こい人びとに本気で電話をして欲しいと思うわけがない。

　なのに、空港での別れ際に加藤が囁いた、「私は待っている。いつまでもだ」という言葉が、どうしても忘れられない。

　……範之さん……。

　例えば、今の私が彼になんの未練もなかったとしたら、電話をしても、どこかで会っても、まったく問題はないと思う。

　ニューヨークでの日々も、ただの若かりし日の思い出として笑い合うこともできるだろう。

　……しかし……。

　私はずっと彼に会うことを恐おそれ、同時にもう一度会えることを切望していた気がする。

　だから、彼の家族のためにも、自分自身のためにも、彼に電話をすることは許されない。

　それは解っている。

　なのに……もしあの名刺が手元にあったら、私はいつかは彼に電話をしてしまっただろう。

　……私は……なんて弱くて醜みにくい人間なんだ……。

　皇賀機長は、私の心の迷いを一瞬で見み抜ぬき、そして名刺を燃やした。

　強くて、真っ直すぐな皇賀機長といる時、私は自分の未熟さや弱さを思い知る。

　そのために私は、彼の前ではさらに自分を覆おおう殻からを固くし、必死で弱さを隠かくしてきた。

　なのに、名刺を目の前で燃やされた私は、思わず涙を零してしまった。

　自分がまだ加藤という男にそれほどの未練があることを思い知り、私は愕がく然ぜんとした。

　それと同時に、皇賀機長に自分の一番弱い部分を見られたことに……私は打ちのめされた。

　暴力的なやり方で私の弱さを暴いた皇賀機長に、私は憎にくしみすら憶おぼえた。

　皇賀機長が、私の弱さを見たにもかかわらず、「愛している」と囁き、キスを求めてきた時、私は哀あわれまれたのだと思った。

　それは、最後に残った私のわずかなプライドすらも粉々にうち砕くだいた。

　私は、キスをしてきた彼の唇に歯を立て、彼の頰を本気で叩たたいた。

　唇についた彼の血の味、そして、彼の悲痛な表情が……今も忘れられない。

　あれから二週間、私と皇賀機長は、仕事に関すること以外、一言も口をきいていない。

　上司である彼に手を上げてしまったことは後悔している。

　だが、あんな方法で私に自分の弱さを思い知らせ、私を哀れんだ彼を、私は許せない。




　　　　◆◇◆




「……モバイル・コンピュータの電源を、まだ切っていない人間がいる」

　皇賀機長が、ふいに言う。

「はい？」

　物思いから引き戻された私を、皇賀機長は厳しい顔で見て、

「ぼんやりしていないで、きちんと計器を見なさい。まだ気づいていなかったのか？」

　彼が指さした計器の数値は、わずかに正しい値からずれている。

　それは離り陸りくにはまったく問題ない程度だったが、何か普ふ段だんとは違ちがうことを示していて……。

「何か異常でしょうか？　すぐに……」

「もう点検した。客室で、モバイル・コンピュータの電源を切っていない人間がいるんだろう。客室チーフ責任・パー者サーにもう一度アナウンスするように言ってくれ」

　私は慌ててインターフォンで客室に連絡をし、チーフ・パーサーの篠しの原はらさんにそれを伝える。

　すぐに彼の声で機内にアナウンスが入り、しばらくして計器がほぼ完全な値に戻った。

「……おっしゃるとおりでした」

　私が言うと、皇賀機長は厳しい声で、

「ぼんやりしないで、集中するように」

　オブザーバー席に座っている、皇賀機長と同期の高たか崎さき機長が、

「まあまあ。美しきコー・パイロットが怯おびえているよ。もう少し優やさしい声で言ったらどうだ？」

　皇賀機長は、放っておいてくれ、というように肩かたをすくめ、それからふと目を上げて、

「せっかく、藤ふじ崎さきくんの復帰フライトだというのに……嫌いやな天気だな」

　コックピットの気密窓の向こうを見つめて、小さく呟つぶやいた。

　思えば、彼のこの一言は、私が一生忘れられなくなるこのフライトを暗示していた。　>>>♥







　　　　藤ふじ崎さき空くう　７







　成田空港を出発したアメリカーナ・エアライン００８便は、ニューヨーク・ケネディ空港に向かっていた。

　下界では雨が降っているのか、気密窓の外、眼下に見える夜の雲は重く暗い。

　雲の中には、不気味な稲いな妻ずまが走っているのが見える。

　気流が荒あれて飛行機は激しく揺ゆれ、飛行機酔よいになるお客様が続出した。

　オレたち客キヤ室ビン乗・ア務テン員ダントは、その対応に追われていた。

　……オレのアメリカ便への復帰フライトだっていうのに、こんな天気だなんて……。

　一年前、オレは機内のラバトトリイーレで、ある男に強ごう姦かんされそうになった。

　今はキャビン・アテンダントの後輩、当時は学生だった九く條じよう高たか章あきが助けてくれなかったら、オレはあのまま乱気流の中でその男に強姦されていただろう。

　その犯人の沼ぬま田たという男が、最近オレの前にまた現れた。

　一年間、あの時の恐きよう怖ふが忘れられなかったオレは、沼田の再びの出現に、心から怯えた。

　それを救ってくれたのが九條の存在、そしてアメリカ便のメンバーの励はげまし。

　皇賀機長とコー・パイロットの有川さんもすごく心配してくれて、本社とスケジュール・マネージャーにわざわざかけ合って、しばらくほかのチームに加われるようにしてくれた。

　オレは沼田を避さけるため、北ほく欧おう便で三週間を過ごした。

　最初は沼田はアメリカ便に何度も乗ってきてオレを捜さがしたらしくて、オレはその影かげに怯えていたけど……すぐに彼は現れなくなって。

　オレはやっと、彼はあきらめてくれたんだ、と思えるようになった。

　そして、もともと大好きだった九條の、優やさしい面をあらためて知った。

　彼は自分も忙いそがしいだろうに、しょっちゅう電話をしてくれて、オレの心を癒いやしてくれた。

　オレは、九條の存在が自分の中でどんなに大きいかに気づき……。

　そして、自分がどんなに九條を愛してるかを確認した。

　今までも、オレは九條にしょっちゅう『愛してる』って言ってたけど、九條はずっと信じてくれなかった。

　……また、信じてくれないのかな？

　思ったら、なんだか切ない。

　だって、オレの九條への想いは、会えなかった三週間の間にさらに膨ふくれ上がっていて。

　今朝、わざわざ家まで迎むかえに来てくれた九條の、うっとりするようなハンサムな顔を見た瞬しゆん間かん、オレは、『彼を愛してる、彼になら抱だかれたい』って本気で思ったんだ。

　北欧便もみんな気のいいメンバーで、『来月のヨーロッパフライトのオフには中間地点で遊ぼう』なんて約束をしたりして、すごく楽しかった。

　……だけど、やっぱり、アメリカ便のチームには……。

　オレはチラリと目を上げて、向こう側の通路を歩いている九條の姿を目で追う。

　……九條がいるんだもん！

　成田空港のオフィスで、アメリカ便チームのメンバーの歓かん迎げいを受け、オレは幸せな気分でこの００８便に搭とう乗じようした。

　……これで、気流が荒れなければ、言うことナシだったんだけど……！




　　　　◆




　五十歳くらいの欧おう米べい人の男のお客様が声をかけてきたのは、後約一時間で、ニューヨーク・ケネディ空港に到とう着ちやくする、という頃ころだった。

「母がトイレから出て来ないんです！　返事もないし、中で倒たおれているかもしれません！」

　そう言われて、オレは青ざめた。

『何か変わったことがあったらすぐに知らせてください』って九條に言われてたのを思いだすけど、九條はだいぶ離はなれたところで、パニック状態のお母さんを叱しかりながら、子供に薬を飲ませているところだった。

　……あそこまで行くのに時間がかかる！

　なかなかないような飛行機の揺れと、この緊きん急きゆう事態。オレは怯えていて、本当は九條に助けを求めたかった。けど、あえて彼に背を向けて、

　……九條に甘えちゃいけない！　この人のお母様を一刻も早く助けなきゃ……！

「心臓が弱くて、いつも薬を飲んでいるんです！　もしかしたら発作が起きたのかも……」

「その薬はお母様が持っていらっしゃるのですか？」

「薬はここにあります。もし発作だとしたら、一刻も早く、母に飲ませないと……」

　彼のその言葉にオレはさらに青ざめ、彼について飛行機の一番後ろのラバトリーまで行った。

「お客様、大だい丈じよう夫ぶですか？……すみません！　外からドアの鍵かぎを開けます！　いいですね？」

　耳をつけると、中から承しよう諾だくを意味するような呻うめき。

　オレは外から操作してドアの鍵を開け、失礼します！　と言ってドアを開いて……後ろからいきなり乱暴に背中を押され、個室の中に倒れ込む。

「うわっ！」

　病気のお客様の上に倒れちゃう！と、どこかに摑つかまろうとしたオレの身体からだは、そのまま何か大きなモノに抱き込まれる。

　視界が真っ暗になり、身体を拘こう束そくされて、オレには何が起きたのか理解できない。

　ドアが外から閉まり、頭の上で、カシャ、と鍵のかけられる音。

「……やっと戻もどってきたね、藤崎くん……」

　聞き憶おぼえのある声に、オレはそのままの格好で硬こう直ちよくする。

「……私から逃にげるなんて、不可能なんだよ」

　オレは怯えながら、恐おそる恐る顔を上げる。

　狭せまい個室の中、オレを抱きしめていたのは……沼田だった。

　……噓うそだ……どうして……？

「……愛しているんだ。どうしてわかってくれないんだ、藤崎くん」

　見下ろしてきた沼田の、狂きよう気きをはらんだ目に、オレは本気で怯えた。

　沼田は、自分はこの一年間で変わったって言ったけど、それは噓だ。

　彼の目は、オレを襲おそったあの時とまったく変わっていなくて。

　オレの腕うでを摑むその暴力的な力も、あの時と同じ……。

「……あ……！」

　心の底から、あの時の記き憶おくと、少しだけ薄うすれていたあの怯えが、嵐あらしの雲のように湧わき上がる。

「……私に抱かれるんだ、藤崎くん」

　彼が、オレの耳元で囁ささやく。オレはあまりの怖こわさに座り込みそうになるけど……。

　……オレは、一年前とは違ちがう。優しいメンバーや、九條に囲まれて強くなったんだ……。

　オレは勇気を振ふり絞しぼって、強く彼を睨にらみ上げ、

「キャビン・アテンダントのコールボタンを押します。誰かが助けに来てくれるはずです。そのあとで、飛行機の保安要員にあなたの身み柄がらを引き渡わたします」

　彼は一瞬驚おどろいたように黙だまり……それからフッと笑って、

「強くなったね、藤崎くん。そしてますます綺き麗れいになった。うんと楽しめそうだよ」

　オレは答えず、コールボタンに手を伸のばす。彼はオレの手首をがっしりと握にぎって、

「それはやめておいた方がいい。……この飛行機を、無事に目的地に着かせたいのならね」

　彼の言葉に、オレは耳を疑った。

「……え？」

　彼はにやりと笑い、洗面台に置いてある小型のモバイル・コンピュータを示す。オレは、そのコンピュータから、赤や青をした細いリード線が何本も出ていることに気づく。

　まるで、映画とかで見る、時限爆ばく弾だんみたいな……？

　……時限……爆弾……？

　オレは、脳のう裏りをよぎったその言葉に、一気に青ざめる。

「爆弾マニアというのは、世界中、どこにでもいるものでね。彼らの永遠の課題は、飛行機に持ち込め、しかも破は壊かい力のある爆弾だ。いろいろな試作品が作られているんだよ」

　彼は楽しそうに笑い、

「見慣れない機械を持ち込もうとしたら、荷物検査で捕つかまる。だが、精密機械のわりにはチェックの甘いものがある。それがコレだ」

　彼は得意げにコンピュータを持ち上げ、

「荷物検査で捕まらず、精密な時限装置を使用でき、しかも破壊力の大きな新型プラスティック爆弾を爆破に十分な量だけ詰つめることができる」

「……うそだ……」

　オレの声は、あまりのショックにかすれてしまっていた。彼はにっこりと笑い、

「まあ、信じなくてもオッケーだけれどね。もしこれが本物だとしたら、この飛行機は、無事にケネディ空港には到着できないよ」

　彼の目は、尋じん常じようじゃない。そしてその自信たっぷりな態度。

　……もしかして……。

　膝ひざが、知らない間に震ふるえだす。

　……本物、かも……？

「君は、沼田という名前が乗客名めい簿ぼに載のったら自分はその機には乗務しない、そうやって、私を避さけていたんだろう？」

　彼はオレを睨み付けながら言う。オレは青ざめながら、

「……なんで……それを……？」

「やはりそうか。だからこの間会ったきり、君に一度も会えなかったんだな」

「……あ……」

「しばらく姿を見せなかった私が、どうしてこの便に君が乗るとわかったのか、知りたい？」

　彼は、硬直するオレの顔を覗のぞき込んで、

「私が知り合ったコンピュータ・マニア仲間には、当然ハッカーもいる。外にいた彼もそうだ。セキュリティの厳しいエアラインのコンピュータに侵しん入にゆうして乗客名簿を改かい竄ざんするほどの頭はないが、オフィスのコンピュータに細工をして、キャビン・アテンダントのスケジュールを覗き見するくらいのことはできる。最初は君が私を避けているのが信じられなくて、君を捜さがして何度も飛行機に乗ってしまった。だが、彼にハッキングを頼たのんだら、すべてがわかったよ」

　沼田はその顔に楽しそうな、でもすごく凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべて、

「君はこの三週間、私から逃げるために北ほく欧おうにいた。ヘルシンキ、ストックホルム、オスロ」

　ステイ先の都市まで言い当てられて、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「そんなにまでして私を避けるなんて。私は君を心から愛しているが、それ以上にとても憎にくくなったよ。一いつ緒しよに心中してしまいたいほど、ね」

　沼田は、オレの手首を折れそうなほどの力で摑み上げる。オレはあまりの痛みに悲鳴を上げそうになり、慌あわてて唇くちびるを嚙かむ。

　……爆弾らしきものが持ち込まれてるなんて知ったら、乗客はパニックになってしまう。

　……大おお騒さわぎにならないように、なんとかしないと……！

「ところで……今回の乗客名簿には、『沼田』の名前はなかったはずだ。なのになぜ私がここにいるか、わかるかな？」

「……どうして……？」

「これを見たことがあるかな？　とても珍めずらしいモノだ。恥はずかしがり屋の君のことだから、こんなことになるんじゃないかと思って頼んでおいてよかった」

　彼はスーツの胸ポケットから、日本のパスポートを出す。写真の貼はられたページを開き、こっちに向ける。写真は沼田本人のものだ。

　オレは一いつ瞬しゆん、どこが珍しいんだろう？と思い、それから……、

「……あ……！」

『沼田康やす志し』になっているべき彼の氏名の欄らんには……、

「……『藤崎康志』……？」

「無断で君の名字を拝はい借しやくしてしまってすまない。いろいろ考えたんだが、やはりこの名字が私には一番魅み力りよく的でね。まあ、正式に結けつ婚こん……この場合は養よう子し縁えん組ぐみか……する時には君の方が沼田姓せいになることになるのかな？」

　彼の楽しげな声に、オレは本気で怯おびえた。

　……なんてことを……。

　……それに……。

「それって……偽ぎ造ぞうパスポート……」

「ご名答。日本にいたのでは、なかなか見ることはできないだろう？」

　彼はパスポートをぱらぱらとめくり、

「本当に出来がいい。そのかわり、なかなか高い買い物だったんだよ。日本国のパスポートは利用価値も高いから、値段もふっかけられる。まあ、私は金だけはいくらでもあるし、君の乗務する飛行機に乗るためだと思えば、ちっとも高くはないけれどね」

「オレがいる飛行機に乗るため……だけに……？」

「そう。私にとっては、君がすべてだからね」

　彼の言葉に、オレは自分の考えの甘さを今さらながら思い知る。

　彼はただオレにしつこくしているだけのストーカーじゃなくて、もっと危険な……？

「私はこの一年間、アメリカのド田舎にある父の別べつ荘そうにほとんど幽ゆう閉へい状態だった。かかりつけの精神科医に『療りよう養ようが必要』と言われてね。そこで私は、ずっとずっと、自分をこんなふうにした君に思い知らせる方法を考えていた。君が私の前にひざまずき、私を拒こばんだことに対する赦ゆるしを乞こい、本当は愛していると言ってくれる日をずっとずっと夢見ていたんだよ」

「……そんな……」

　オレが彼を必死で忘れようとしていた間、彼がオレのことを考えていたと思うだけで、身体からだに寒気が走る。

「私はあの陰いん鬱うつな屋や敷しきの中からコンピュータを使って世界中を旅し、パスポートと爆弾を作ってくれる職人をずっと探していた。そして最高の品を手に入れた」

　彼は、洗面台に置かれたモバイル・コンピュータを軽く叩たたいてみせて、

「最高の偽造パスポートを見せてあげたんだ。これが本物だということも信じてくれるかな？」

　……本物だ……きっと……。

　……妄もう執しゆうにとりつかれたこの男は、きっと、そのくらいのことはする……。

　オレの心の中に、不ふ吉きつな確信が黒く広がっていく。

「……藤崎くん……」

　彼は囁ささやくように言いながら、オレの顔を覗き込んで、

「……ジラしにジラして、私に、こんなことまでさせるなんて。本当にひどい子だ……」

　……そんな……。

　……この一年間、何回お前の夢を見て、怯えながら飛び起きたことか……。

　彼はその生あたたかい手でオレの顎あごを摑つかんで顔を上げさせ、

「私たちが出会ったのは運命だ。君は、私のものになるために生まれてきたんだよ」

　……違ちがう……オレは、九條と……！

　オレは心の中で叫さけぶけど、もう身体は動かなくて。

　……オレが抵てい抗こうしたら、彼は本当に爆弾を爆発させてしまうかもしれない……。

「……ぬ、沼田……さん……」

　オレは、かすれる声で、

「……その爆弾って、別に起爆装置があるんですよね？　それはどこに……？」

「起爆装置はない。もう爆破時間はセットしてあるからね」

「……うそ……」

「本当だよ。私が停止パスワードを打ち込んで止めない限り、この飛行機はケネディ空港の上空で爆発することになる」

　燃え上がり、墜つい落らくする飛行機の映像が脳裏をよぎり、オレの身体に激しい怯えが走った。

「それを止める方法は、ただ一つ。とても簡単なことだよ」

　沼田はオレの身体を乱暴に引き寄せ、息が止まりそうになるほど強く抱だきしめた。

「私に抱かれるんだ、藤崎くん」

「……そ……それなら、この飛行機がニューヨークに到とう着ちやくした後でも……」

　オレの首筋に、彼がキスをする。嫌けん悪おに呻うめいたオレに、

「だめだ。飛行機の中で、この制服のままの君を抱くことを、一年間、ずっと夢見てきた」

　背筋が寒くなるようなうっとりした声で、

「あの男に中断されなければ、私たちは一年前にそうなっているはずだったんだ」

　彼の手が、オレの背中をゆっくりと撫なでている。

「一年前のあの時からやりなおしだ。そうすれば虐しいたげられた私の一年間はなかったことになる。そのためには、ここで、君を抱かせてもらわなくては」

　彼の手がゆっくりと動き、オレの身体の前にまわってくる。

　制服のベストのボタンを開けられ、彼の手がワイシャツの上からオレの肌はだの上に当てられる。

「……心臓が、壊こわれそうなほどドキドキしている。怖こわいから？　それとも発情しているから？」

　彼は狂きよう気きを含ふくんだ声でクスクス笑い、

「……君も、本当は、こうなることを望んでいたんじゃないのかな？」

　スラックスのベルトに触ふれられて、オレは怯えに喘あえいだ。

　……イヤだ……この男に抱かれるなんて、どうしてもイヤだ……。

　それに、オレを抱いたからといって、この男が時限装置を止めてくれるとは限らない。

　むしろ、狂気に満ちたこの男は、望みを叶かなえたら、オレと心中しようとするような気がする。

　皇賀機長、有川さん、篠原さん、ラウさん、ほかのクルーの人たち、そしてお客様の命が。

　そして……大好きな九條の命までが……。

　飛行機は、絶望するオレの気持ちを表すように、乱気流の中を激しく揺ゆれ続ける。

　……神様、オレはどうなってもいい……。

　オレは目を閉じ、神に祈いのった。

　頰ほおを、とめどなく涙なみだが流れ落ちる。

　……みんなの命を、助けてください……。
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「怖いわあ！　こんなに揺れるなんて！　飛行機に故こ障しようがあったんじゃないの？」

　飛行機嫌ぎらいのお客様は、ヒステリックになりやすい。

　私を呼びつけた小さな子供を連れた若い母親もそういうタイプで、私を見上げて訴うつたえている。窓際に座った旦だん那なさんは、

「おまえ、ハンサムなスチュワードさんを見るといつもそうじゃないか。本当に怖いのか？」

「どういうことよっ？　あなたが頼たよりにならないから……」

「スチュワードさん、あんまり構わなくていいからね」

　私を見上げて言ってから、向こうを向いて寝ねてしまう。私は、

「この季節、この近辺はたいてい気流が荒あれるのです。空を飛んでいるのですから、気流が荒れれば揺れるのが当たり前です。飛行機にはまったく異常ありません」

　言いながら、我ながら冷たい言い方だな、と思う。母親はますます不安げに、

「だから！　揺れたら飛行機が壊れるんじゃないの？　コワぁい」

「砂じや利り道みちを走ったくらいで車が壊れないように、少しくらい揺れても、飛行機は壊れません」

　ますます冷れい淡たんな言い方に、母親は、さらにエスカレートして言葉を重ねてくる。

　……ダメだなあ……。

　私は仕事をこなすことには自信があるが、人あしらいには自信がない。

　チラリと目を上げると、藤崎さんが毛布を抱かかえて、向こう側の通路をパタパタと小走りに横切っていくのが見えた。

　……例えば藤崎さんなら、にっこり笑ってすぐにパニックのお客様をなだめてしまうだろう。

　彼の、精せい緻ちに作られた人形のように整った顔立ち。

　煌きらめく光を浮うかべた紅茶色の瞳ひとみ。反り返った長い睫まつ毛げ。

　薄うす暗ぐらい機内の間接照明に照らされて、うす茶色の髪かみが艶つや々つやと光る。

　キャビン・アテンダントの制服に包まれた、しなやかな身体。

　私と同じものなのに、華きや奢しやで腰こしの細い彼が着ると、まるで高校生の制服のようだ。

　美人が多い女性キャビン・アテンダントの中にいても、彼は際立って美しく見える。

　彼は、呼び止めてきたらしき子供を見下ろしてにっこり笑ってみせ、こんな揺れはたいしたことはない、というような仕草をしながら話している。

　ジェットコースターに乗る格好をしてみせているところを見ると、遊園地にいるつもりで楽しめと言っているのかもしれない。

　子供はこちらにまで聞こえるような大きな声で、キャーキャー笑う。

　藤崎さんの、その子供にも負けないくらいの無む邪じや気きな笑顔。

　彼は、ストーカーまがいにつきまとっていた沼田という男を避さけるため、念のため三週間ほどこのチームを抜ぬけ、北ほく欧おう便のフライト・チームに加わっていた。

　沼田は、藤崎さんを捜さがすようにして何度かアメリカ便に乗って来たが、藤崎さんが手紙で迷めい惑わくであることをしっかり伝えたのと、しばらく彼がこの路線に乗務していなかったせいで、すぐに姿を見せなくなった。

　沼田が北欧路線に乗り、私のいない場所で彼に襲おそいかかっていたら、という心配で、この三週間、私は生きた心ここ地ちがしなかった。

　もちろん、沼田に藤崎さんの居場所をつきとめられるわけがなく、それは杞き憂ゆうだったのだが。

　……ああ……藤崎さんが同じ飛行機にいて、笑ってくれているのを見るだけで……。

　私は、心から思う。

　……本当に、ホッとする……。

　子供をなだめ終わった藤崎さんが、再び毛布を抱えて小走りに尾び翼よく方向に姿を消す。

　……しまった、彼に見とれていないで、自分の仕事をしなければ……。

　私は思いながら、自分の前のお客様に目を戻もどす。

　さらにパワーアップしてしゃべっている母親のこちら側、通路際の子供の様子に気がつく。

　通路にしゃがんで、子供の顔を覗のぞき込む。

　綺き麗れいな顔をした華きや奢しやな男の子で、藤崎さんの子供の頃ころはこんなふうだったかな、と思いながら、さっきチラリと見た憶おぼえがある。

「……どうしたの？　気持ちが悪い？」

　言うと、子供は、少しだけ、と言ってうなずく。

　母親のパニックがうつった子供は、怖さのために大した揺れでなくても酔よってしまう。

　……この子も、さっきまで楽しそうにはしゃいでいたのに。

　藤崎さんに似たイメージの小さな子が青ざめているところを見ると、いつにも増して心が痛む気がする。

　私の脳裏を、あのストーカー・沼田のことで悩なやんでいた、三週間前の藤崎さんのつらそうな顔がよぎる。

　心臓が、ズキリと痛む。

　この三週間、私をずっと苦しめ続けた、藤崎さんを失うかもしれないというあの怯おびえが蘇よみがえる。

　……大だい丈じよう夫ぶだ……。

　私は自分に言い聞かせる。

　……藤崎さんは無事で帰ってきた。沼田は二度と彼の前に現れることはない……。

　……私は、この路線に復帰したばかりの藤崎さんのためにも、自分の仕事をこなさなくては。

　私は深呼吸をしてから、母親を見上げ、

「お客様……いつもお子さんに飲ませている、酔い止めの薬はお持ちですか？」

　母親に言うと、彼女は子供の顔を覗き込んで、

「ええっ？　また酔っちゃったの？　もう薬ないわよ！」

「彼には、何か薬に関するアレルギーなどはありますか？」

「ないわ。いつも持ってるのも市し販はんの薬だし」

　私は子供の顔を覗き込み、

「薬を飲めるかな？」

　子供は、うん、と力なくうなずく。

　私はうなずいてみせて調理室ギヤレーに戻り、薬箱から酔い止めの薬を出す。

　子供が服用する量は、一回に半はん錠じようだ。タブレットを半分に割り、水を用意しながら、ふと藤崎さんがいつもしていることを思いだす。

　……たしか、この薬はよく効くがとても苦い、と言っていたな……。

　さっきの子供のところに戻って通路にしゃがむと、母親が私の方に身を乗り出して、

「ねえ、飛行機が落ちる確率ってどうなの？　こういう嵐あらしの時だと……」

　怖こわがっているというよりは、自分も構われたいというような口調。

　だが、彼女のその言葉に、子供はビクンと身体からだを震ふるわせ、目に見えて怯えている。

　彼の目にじわりと涙なみだが盛り上がるのを見て、私はたまらなくなって、

「お客様」

　思わず母親を睨にらみ上げて、

「フライトにはまったく支障はありません。お子さんを不安にさせるようなことは言わないようにお願いします。彼は不安になってますます酔ってしまいますよ」

　言うと、彼女は、うっと息をのんでおとなしくなる。私は子供の顔を覗き込んで、

「薬を持ってきた。飲んで」

　シートにぐったりとよりかかっていた彼は、身を起こし、私の手から半分に割られたタブレットと水を取る。　>>>♥

　苦いだろうな、と思っているようにそれを見つめ、それから覚かく悟ごを決めたように口に入れる。

　慌あわてて水を口に含ふくみ、彼は苦そうに顔をしかめながら薬を飲み下す。

　飲んだ後も苦さが残ったらしく、コップを私に返す彼は涙目になっている。

「よくできました。……手を出して」

　言うと、彼は不思議そうな顔をして私に手を差しだす。

「これは魔ま法ほうの薬だ。甘くて美味おいしいし、さっきの薬の後にこれを舐なめれば、もう絶対に酔わないんだよ」

　藤崎さんの真似をして、彼の手にキャンディーを握らせる。

「ホント？」

　彼は苦いのも忘れたように目を輝かせ、キャンディーのビニールを破って口に入れる。

「美味おいしい。それに、気持ち悪いのが、もう治ってきたみたい」

「よかった」

　私は彼の髪を撫なでてやって立ち上がる。

　ギャレーに帰りながらも、藤崎さんの姿を捜して機内を見回してしまう。

　そして、さっきまで足早に行き来していた彼の姿がないことに気づき、少し青ざめる。

　さも仕事の用事があるフリをして通路を尾翼方向に行き、一番後ろのギャレーを覗く。

　そのまま最後尾まで行き、ラバトリーの扉とびらが向かい合っている通路を通る。

　そこには中年の欧おう米べい人男性が立ち、ラバトリーの順番を待っていた。

　彼の様子に特に変わったところはなかったが、私は、ふと何かの違い和わ感かんを感じた。

　いったん通り過ぎてから思わず振ふり向くと、彼は私に向かってニヤリと笑い、

「用が済んだら、席に着くよ」

　私はうなずいて、そのまま通路を足早にコックピット方向に戻った。

　……通路にも、後部のギャレーにも、藤崎さんの姿はない……。

　私は、自分の担当する前方のギャレーに戻りながら、思う。

　……いったい、どこに行ったんだろう……？

　なぜか、心臓の鼓こ動どうが速くなってくる。

　……何も起こるわけがない……。

　……彼は、ファーストかビジネス・クラスのギャレーを臨時で手伝っているだけだろう。

　私は、動どう揺ようを鎮しずめるために、心の中で自分に言い聞かせる。

　……乗客名めい簿ぼに『沼田』という名前はないと、搭とう乗じよう前に皇賀機長も言っていたじゃないか。

　私は、自分の心配性ぶりに少し笑ってしまう。

　……だから、心配することはないんだ……。

　一年前、すんでのところであの男の手から助けた彼が、再びあの男につきまとわれている。そのことで、自分の神経がどんなに尖とがっていたかが、とてもよく解る。

　……藤崎さんは、無事に帰ってきた……。

　そのことが、私をとても安心させる。

　……帰ってきて早々、何かポカをしていないかな？

　……あなたのキャンディーのおかげで助かった、とお礼を言わなければ。

　私は思いながら担当しているギャレーのカーテンを開く。期待していた藤崎さんの姿はなく、代わりに川かわ田たさんが、

「もうすぐ到とう着ちやくなのに！　クーちゃん、どこ行っちゃったのかしら？」

「……え？」

「ニューヨークに到着したら、クーちゃん路線復帰パーティーをしようと思って。私が幹事になったから、どの日がいいか今のうちに聞いておこうと思ったのに」

「後ろのギャレーには、見当たりませんでしたが……」

「え？　今、篠原さんとラウさんの都合を聞くためにファースト・クラスに行ってきたけど、いなかったわよ？　まさか、乗り物酔よいでラバトリーで倒たおれてるんじゃないでしょうね」

　少し心配そうに言う。

　……ラバトリー……？

　私の脳裏に、一年前のあの光景がよぎる。

　一年前のあの日、藤崎さんは沼田にむりやり制服をはだけられ、強ごう姦かんされかかっていた。

　ドアを開いた私を見上げた、必死で助けを求めるようなあの目が忘れられない。

「……藤崎さん……どうしたんでしょうか？」

　呟つぶやいた私の脳裏に、ふと飛行機最後尾のラバトリーの前にいた男性の姿が蘇よみがえる。

　……そういえば……。

　後方に向かう時、なんとなく禁きん煙えんとシートベルトのサインを確認して……そのついでに……。

　客席から見える壁かべには、ラバトリーの個室が空いているかどうか解るランプがある。

　空いている個室があれば、緑の『ＶＡＣＡ空ＮＣＹ室』のランプ、なければ『ＯＣＣ使ＵＰＩ用ＥＤ中』の赤いランプが灯っているはず。それを確認してからシートベルトを外して席を立てるように。

　ラバトリーの個室の扉に出ている表示を、いちいちすべて見たわけではない。

　だが、通路から見えたランプは、たしか緑。『ＶＡＣＡＮＣＹ』だった。

　……あの時、ラバトリーの個室には、空きがあったんだ。

　あの時感じた、妙みような違和感の理由が、やっと解った。

　……それならあの男は、あんなところに立って、何をしていたんだろう……？

　思った時、恐おそろしい予感が、私の脳裏をよぎった。

　……まさか……！

「すみません、藤崎さんの様子を見てきますので、ここをお願いします！」

　川田さんに言い残し、私はギャレーを飛び出した。

　通路をほとんど走るようにして最後尾に向かった。

　さっきの男は、勢いよくラバトリー前の通路に駆かけ込んだ私を見て、不自然なほど慌てる。

「わ、私は何もしていないぞ！」

　私は、踵きびすを返していきなり逃にげようとする彼の腕うでを摑つかんで、

「中にいるのは、日本人の沼田という男ですね？　彼はこの機のキャビン・アテンダントを個室に監かん禁きんしている。あなたは彼の仲間ですか？」

　聞くと、男は怯おびえたような顔で、

「ち、違ちがう、私はただ……」

「……九條……？」

　飛行機のエンジン音にかき消されそうだったが、個室の中から、藤崎さんの声がたしかに聞こえた。私は思わず樹じゆ脂しでできたラバトリーのドアを叩たたいて、

「藤崎さん！　中にいるんですね？」

「九條！」

　ドアの向こうから、藤崎さんの押し殺したような声がする。

「そいつは沼田の仲間で、こいつらは……うぅっ……」

　藤崎さんの声がとぎれたことに、私は青ざめる。ドアを叩いて、

「藤崎さん！　何か乱暴なことをされているんじゃ……」

「君は黙だまっていなさい、藤崎くん」

　聞えてきた声は、あの男、沼田のものだった。私は、

「外から解錠し、このドアを開けます。どちらにしろ、もうすぐ着陸です。シートに着いていただかないと、着陸ができません」

「この飛行機は、もう無事に着陸はできないよ」

「それはどういうことですか？」

　私が言うと、沼田は嬉うれしそうに笑い、

「道連れにして悪いが、この飛行機の全員の命は、藤崎くんの返事次第だ。……藤崎くん」

　藤崎さんが、怯えたように息をのむのが聞こえる。

「私のものになるね？」

　私は、怒いかりのあまりに青ざめる。

　……この男は、いったい何を……？

「……オレ、沼田さんのものになるよ。約束する。だから……」

　怯えきったようにかすれた、藤崎さんの声が聞こえた。

「……みんなを助けて……」

「……藤崎さん！　どうしてそんなことを……」

　私が言った時、ガシャ、と音がして、中からドアが開いた。

　沼田の腕の中、ラバトリーの壁に背中を押しつけられた藤崎さんがいた。

　彼は上着とベスト、それにワイシャツのボタンのほとんどを外はずされていた。

　朝、彼が「キャビン・アテンダントの印」と言いながらいつもきっちりと締しめるネクタイが解ほどかれ、首の両りよう脇わきにダラリとぶら下がっている。

　はだけられたワイシャツの間から覗のぞく、滑なめらかな白い肌はだ。

　その美しい鎖さ骨こつの周りには、沼田のものと思われるキスマークが、点々と……。

　私を見上げた藤崎さんの瞳ひとみには、助かったという安あん堵どではなく、絶望の光があった。

「……く……九條……」　>>>♥

　彼の目に、煌きらめく涙なみだが盛り上がり、すでに涙でグショグショになっている頰ほおを伝った。

「無ぶ粋すいな同どう僚りようだな、藤崎くん。せっかくこれからというところだったのに……」

　沼田が私に視線を合わせたまま、藤崎さんの首筋をねろりと舐なめ上げる。

「……う……っ」

　藤崎さんは嫌けん悪お感に眉まゆを寄せ、強く目を閉じて、また涙を溢あふれさせる。

　私の身体からだに、激しい怒りが沸わき上がる。

　……一年間も彼を苦しめ、しかもまた……！

　……絶対に許さない、この男……！

　私が拳こぶしを握にぎり、一歩踏ふみだした時、藤崎さんが必死の顔で、

「逆らったらダメだ、九條！　これ……！」

　藤崎さんの視線を追うと、沼田は空あいている方の手に電源が入ったままの小型のモバイル・コンピュータを摑んでいた。

　藤崎さんの尋じん常じようではない顔色に、私は、これはただごとではない、と思う。

「機長と話をさせてくれ」

　沼田の声は、楽しげに弾はずんでいた。

「でないと、この飛行機は、無事にニューヨークに到着することはできないよ」

「どういうことですか？　それは……？」

　私は、彼の持っているモバイル・コンピュータを見ながら言う。

　そこから何本も出ている、不自然なリード線が、何かとても嫌いやな感じを私に与あたえる。

　沼田にうながされて、藤崎さんはかすれた声で、

「……これ……爆ばく弾だん……らしい」

「……爆弾……」

　私が呆ぼう然ぜんと言うと、沼田はわざとらしく指を立て、シー、と言って、

「……客席がパニックになると、君も困るだろう？　小さい声で、ね」

　楽しそうに言う声に、吐はき気けがする。

　藤崎さんは眉を顰ひそめ、まるで病人のように青ざめている。

　その怯えきった顔に、私の胸が痛む。

　……あんなに怖こわがっていた沼田に再び捕つかまり、脅おどされているなんて……。

　いつも可愛かわいらしい笑みを浮うかべている唇くちびるが、今はきつく嚙かみ締められている。

　その紅茶色の瞳からは輝かがやきが失われ、すべてをあきらめたように悲しげな色を浮かべている。

　彼の手が白くなるほど握りしめられ、微かすかに震ふるえているのに、私は気づいていた。

　……藤崎さんをこんなに怯えさせるなんて……。

　私の中に、激しい怒りの炎ほのおが燃え上がる。

　……この男を、私は絶対に許さない……！

「……油断しない方がいい。あれは本物だよ？」

　さっきの欧おう米べい人の中年の男が、身を乗り出して、私に楽しそうに囁ささやく。

「……ねえ。コックピットに入れてもらえる？　飛行機の無線で、ＣＮＮのインタビューに答えられるよね？　着陸前に爆ばく発はつ時間をセットしたから、地上ではもうインタビューに答えられないんだよ」

「え？」

「……あの爆弾を作ったのは、私なんだ。ニュースで、私のインタビューを流して欲しい」

　男のその言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

　一見普ふ通つうそうに見えるその男の目には、何か得体の知れない危険な光があった。

　それを見た私の背筋に、冷たいものが走る。

　……このままでは、この飛行機に乗っている全員が、助からないかもしれない……。

「……セットした時間は、今から四十分後。ちょうどケネディ空港の上空かな？」

　沼田の言葉に、中年の男はうんうんとうなずいて、

「……どうせなら、できるだけ派手にやりたいからねえ」

　二人のふざけた口調に、激しい怒りが沸き上がる。

　キャビン・アテンダントというのは、ただ笑顔を浮かべて食事を運ぶだけの職業ではない。乗客の安全を守るための厳しい訓練を積んだ、保安要員でもあるのだ。

　そのために、あんなに厳しい訓練と、数えきれないほどのテストを繰くり返し……。

　私たちには、すべてのお客様を、安全に目的地に送り届けるという絶対の使命がある。

　もちろん自分の命は守らなくてはいけないが、いざという時には自分よりもお客様の命を優先させなければという覚かく悟ごも決めている。

　私たちがそこまでして守ろうとしているものを、彼らは笑いながら踏みにじろうとしている。

　……許せない……。

　……彼らの好きなようには、絶対にさせない……。

　私は、拳を固く握りしめる。沼田は、私の怒りになど気づかない様子で、

「というわけで……機長を呼んでくれ。爆発前に話がしたいんだ」

　私は、作戦を考えるために、できるだけ時間を稼かせぐ方がいい、と思いながら、

「コックピットに入って機長と話をするには、チーフ・パーサーの許可をいただかなくてはなりません」

　沼田は鷹おう揚ようにうなずいて、

「じゃあ、チーフ・パーサーを呼んで、さっさと許可をもらったらどうだ？」

　インターフォンで、非常事態なのですぐに後部座席に来て欲しい旨むねを伝えると、篠原さんは、手短に、すぐに行きます、と言ってインターフォンを切った。




　　　　◆




　まだ揺ゆれは続いていたし、一番後部のキャビンジヤ・アテンンプダント用・シのシートートは客席とパーティションを挟はさんで後ろ向きに設置してあるために、客席のお客様は、まったく異常に気づいていない。

　素早く身支度を整えた藤崎さんのスラックスのベルトがまだきちんと締められていたことに、私は少なからず安堵していた。

　……少なくとも、最後まで奪うばわれてはいなかった……。

　藤崎さんのショックと、それに今の状じよう況きようを考えると、とても「よかった」とは言えないが。

　藤崎さんは憔しよう悴すいしきった顔で、沼田の隣となりのジャンプ・シートに座らされている。

　沼田の膝ひざの上にはこれ見よがしにモバイル・コンピュータが置いてある。

　中年の男はジャンプ・シートが見えるすぐそばの席に座り、楽しそうに笑っている。

　私は通路に立ったまま、篠原さんが来るのを待っていた。

　通路を颯さつ爽そうと歩いてくる、すらりとした彼の姿を見て、私は少しだけ安心する。

　藤崎さんは身体をよじるようにして通路を覗き、篠原さんの姿を見て微かすかに涙を浮かべる。

　篠原さんは私と藤崎さんの顔を見比べ、何かに気づいたように眉を寄せる。歩調を変えないままで、沼田の前に回り込んで、

「チーフ・パーサーの篠原です。なんのご用でしょうか？　着陸が近いので手短にお願いいたします」

　沼田を見下ろすようにして、冷静な声で言う。

　とても端たん整せいな顔をしているだけに、真っ直すぐに睨にらみ下ろされるととても迫はく力りよくがあるだろう。

　沼田は一いつ瞬しゆん気け圧おされたようだが、すぐにその顔に薄うす笑わらいを浮かべて、

「あなたのハンサムな顔はよく憶おぼえているよ。私が藤崎くんに会えずにいた時、『藤崎くんが今どの路線を飛んでいるのか教えてくれ』と聞いたら、あなたはすげなく断ったよね」

　篠原さんは、クールな顔のまま沼田を見返すだけで、その言葉に応えない。

　沼田はあまり相手にしてもらえないことに焦あせったような顔をするが、気を取り直したように、

「ま、あんた方の妨ぼう害がいにもかかわらず、私はこうして彼を手に入れたけれど、ね」

　楽しそうに言いながら、隣に座っている藤崎さんの手を持ち上げて、そこに唇をつける。

　藤崎さんが顔を背け、身体からだを震わせて呻うめく。篠原さんが一歩踏ふみ出して、厳しい声で、

「うちの乗務員クルーに、気安く手を触れないでいただきたい」

　沼田は可笑おかしそうに笑って、藤崎さんから手を離し、

「怖いなあ。ほかのお客に聞こえてパニックになったら悪いから、小声で言うけど……」

　わざとらしく声をひそめて、モバイル・コンピュータを持ち上げてみせて、

「……これ、爆弾」

　楽しそうにクスクス笑って、

「私に逆らうと、この飛行機を爆ばく破はしてしまうよ？」







　　　　有川桂人　７







「ニューヨーク、雪が降っていないといいなあ！」

　オブザーバー席の高崎機長が、妙みように明るい声で言う。

「スキーをやっていた学生時代には雪が友達と思っていたけれど、パイロットになったら、雪が最高に嫌なやつだとわかったよ！　あっはっは！」

　石いし嶋じま機長が今日はほかの路線を飛んでいるため、彼が交代機長として久しぶりに乗務してくれたのだが……私と皇賀機長がピリピリしてまったく私語を交かわさないために、彼はずっと気を使って雰ふん囲い気きを盛り上げようとしてくれている。

「今日のニューヨークは雪だ」

　低い声で言った皇賀機長のすげない返事に、高崎機長の笑い声も尻しりすぼみになる。私が振ふり向いて目で謝ると、彼はあきれた顔で、

「せっかく、久々に、おしどり夫婦のラヴラヴぶりを見るのを楽しみにしてきたのに……」

　彼は、あーあ、と言って身体を伸のばし、

「……まさかちょうど痴ち話わ喧げん嘩か中だったとはね。ついてないなあ」

　言った時、コックピットのインターフォンが鳴った。

「はい。こちらコックピット。有川です」

　私が言うと、インターフォンから、チーフ・パーサーの篠原くんの声が、

『着陸前のお忙いそがしい時間にすみません。少々報告したいことがあります。今から、九條をそちらにうかがわせてもよろしいでしょうか？』

　時計を見ると、そろそろ着陸準備が始まる頃ころだ。

　普通の報告ならば、インターフォンで手短にすませるべき時間で。しかもなぜ九條くんを？

　心に、何か嫌いやな予感が走る。

　彼の声は、普通の人が聞けばまったくの平静だった。

　だが、彼のいつもの微笑ほほえみを含ふくんだような声を聞き慣れている私には、どこか感情を押し殺しているように不自然に聞こえた。

　思わず隣を見ると、皇賀機長も何かがとても気になるように私を見つめていた。彼は、

「もう目的地に着いてしまう。早めにどうぞ」

　ヘッドフォンマイクに向かって、いつもと変わらぬ軽い口調で言う。

　しかしその顔は、怖こわいほどに引き締しまっていた。

『それでは、九條をそちらに向かわせますので』

　篠原くんは無感情な声で言って、インターフォンを切る。

　私の身体に緊きん張ちようが走る。

　……何かが、客室で起こっている……。




　　　　◆




「……爆ばく弾だん犯が、最後部のジャンプ・シートに……？」

　私は、信じられない気持ちで言う。高崎機長がかすれた声で、ジーザス、と呟つぶやく。

「詳くわしく報告してくれ。爆弾の種類は？　犯人は何名？　人質は？」

　皇賀機長が平静な声で聞く。九條くんは、彼の声に励はげまされたように、

「モバイル・コンピュータに爆薬と時限装置を仕し掛かけたものを機内に持ち込んでいます。犯人は二名。キャビン・アテンダントの藤崎さんが……」

　そこでたまらなげに言葉を切り、自分を落ち着かせるように深呼吸をしてから、

「……拉ら致ちされています」

「藤崎くんにケガは？」

　私が思わず聞くと、彼はかぶりを振って、

「彼はラバトリーに連れ込まれ、乱暴されかけました。精神的なショックを受けています。しかし身体にケガはありません。今は篠原さんが付き添そってくれています」

　……なんてことだ……。

　打ちひしがれた藤崎くんの顔が脳裏をよぎり、私の心が強く痛んだ。

「まさか、その犯人は……」

　皇賀機長が、呆ぼう然ぜんとした声で言うのに応えて、九條くんは、

「犯人の一人は、藤崎さんにつきまとっていた……あの沼田という男です」

　九條くんの声は、怒いかりを押し殺すように低かった。皇賀機長が、

「なぜだ？　乗客名めい簿ぼには、その名前はなかった」

　呟いてから、ふと何かに思い当たったように眉まゆを寄せ、

「まさか、出国審しん査さを通過できるような偽ぎ造ぞうパスポートまで作ったのか？　だとしたら、爆弾も本物の可能性が高いな」

　うなずいた九條くんの顔には、深い苦く悩のうの色がにじんでいる。

「沼田は、藤崎さんと心中するために飛行機を爆破すると言っています。もう一人の男は、自分の作った爆弾とその作動プログラムがいかに優ゆう秀しゆうかを世に知らしめるのだと言ってニュースのインタビューを受けると言っています。そのために、コックピットの無線を使用したいと」

　テロリストなどの場合、政治犯の釈しやく放ほうなどを要求して爆弾を持ち込むケースは多い。

　そういうケースでは、たいがい要求がのまれるかどうかが解るまでは、犯人は起爆装置を作動させることはない。……が、この場合は……？

「起爆装置は……すでに作動しているようです」

　私は思わず息をのむが、皇賀機長は、まったく表情を変えず、

「爆破の予定は、何時だと言っていた？」

「犯人は、ケネディ空港に到とう着ちやくする寸前に飛行機を爆破すると言っています。セットされた時間は……二十時三十分だそうです」

「……二十時三十分……」

　私は呆然と呟きながら皇賀機長の顔を見る。皇賀機長も私を見返して、

「最短コースを辿たどって代だい替たい空港に着陸したとしても間に合わない。爆発物を積んだままで不時着はあまりにも危険すぎる」

　垂すい直ちよく尾び翼よくを含む機体後部を丸ごと吹ふき飛ばされたら……飛行機は飛行不可能となる。

　それでなくとも機体の後部には、すべての操縦をつかさどっている油ゆ圧あつ系けい統とうが集中している。

　爆発の規模は今のところ解らないが、機体のすべて、もしくは垂直尾翼が吹き飛ばないにしても、油圧系統をすべてやられたら、飛行機はあっさりと操縦不能に陥おちいる。

　舵かじがきかず、上じよう昇しよう下降もできないままバランスを崩くずして失速すれば……飛行機は墜つい落らくする。

「着陸ができないのなら、空の上で爆発をくい止めるしかない」

　皇賀機長が独り言のように呟いた。それから、

「沼田のほかに、もう一人爆弾犯がいると言ったね？　コックピットの無線を使いたいという」

「はい」

「どういう男だか、説明してくれ。態度はどんなふうだった？」

　皇賀機長の言葉に、九條くんは怒りが蘇よみがえったかのように眉を寄せて、

「彼はとても楽しそうにしています。自分の命を失うこと、そして他人の命を奪うばうことについて現実感がないようです。ともかく目立ちたい、売ばい名めい行こう為いがしたい、という……常じよう軌きを逸いつしたマニアという印象です」

「命を失うことに現実感がない？」

　皇賀機長は何かに気づいたように呟つぶやく。九條くんはうなずいて、

「もしかしたら、あの男だけなら説得できるかもしれません。あの爆弾を作ったのはその男のようですので、彼をこちら側につけられれば……」

「望みはある」

　皇賀機長の言葉に、九條くんは深くうなずいて、

「私に説得させてください。私は、私たちが命がけで守っているお客様の命を軽く見る彼らを……絶対に許せません」

　それから、彼は初めて見るような獰どう猛もうな顔で、眼鏡めがねの奥のその瞳ひとみを光らせて、

「それに、私の藤崎さんを……」

　彼の言葉の語ご尾びが、激しい怒りに震ふるえている。

「わかっている。だが、感情的になったらおしまいだ。できるか？」

「はい」

「私も機長として説得を手伝うことにする。……有川くん、管制官に、爆弾を持ち込んだ犯人がいること、そしてすでに起爆装置が作動していて、ケネディ空港上空で爆発する危険性があることを緊きん急きゆう連れん絡らくしてくれ」

「はい」

「それから、高崎、操そう縦じゆう桿かんを頼たのむ。自動操縦のままだが、万が一の時はおまえに操縦を任せる」

　皇賀機長は、計器をチェックして自動操縦に異常がないことを確かめると、シートベルトとショルダー・ハーネスを外して機長席から立ち上がる。

　高崎機長は緊張した面おも持もちで、皇賀機長の代わりに機長席に座り、

「私が芸術的な操縦を披ひ露ろうする前に、さっさとアホな爆弾犯を説得してくれ」

　言葉は乱暴だったが、シートベルトを締める彼の声は少し震えていた。

　皇賀機長は、頼んだというように彼の肩かたを叩たたき、それから九條くんに、

「機長が機内をウロウロしていたらお客様に変に思われる。ファースト・クラスの二階席は？」

「ほとんど空席です。ビジネスマンが数名乗っているだけのはずなので、適当な理由とシャンパンをつけて一階席に移動してもらいます」

　私は、皇賀機長に、

「パーカーさんに、二階席で待機していてもらえるように要よう請せいしますか？」

　飛行機には、たいていの場合、警備の役割を担ったプロが乗っている。普ふ段だんは彼らは私服で乗客に混ざっているので、まったく解らないのだが。

　皇賀機長はうなずいて、それからなんとなく寂さびしげに笑って、

「君はいつでもとても気が利きく。君は本当に最高の女によう房ぼう役だ」

　その言葉が、何かを覚かく悟ごしたように聞こえて、私はたまらなくなって、

「……あの」

　言うと、皇賀機長は真っ直すぐに私を見下ろしてくる。私は深呼吸をして、

「万が一の時のために、一番長い０５Ｒ滑かつ走そう路ろを空けて待っていてくれるように要よう請せいします。あなたと九條くんを、そしてこの機が無事に着陸できることを、信じています」

「信じていい。自分の飛行機に乗っている人間全員を守ることは、私の絶対の使命なんだよ」

　私を見つめる漆しつ黒こくの瞳に、胸が痛くなる。

　自ら爆ばく弾だん犯に立ち向かえば、別の武器で傷つけられるかもしれない。だいいち、爆発物のそばに行けば行くほど、その命を失う可能性が高くなる。

　皇賀機長は、手て袋ぶくろをはめたままの手を伸のばし、私の頰ほおにそっと触ふれて、

「……それに、私が、君を死なせるわけがないだろう？」

　皇賀機長は自信に満ちた笑みを浮うかべ、それから高崎機長に、

「私がいないスキに、桂人に手を出したら承知しないぞ」

　高崎機長は、自らの緊きん張ちようを解ほぐすように笑って、

「痴ち話わ喧げん嘩かはもう終わりか？　せっかく、美人の奥さんを横からいただこうと思ったのに」

「そんなことをしたら、爆弾犯人二人と一いつ緒しよに、おまえも機外に放り出してやる」

　皇賀機長は言って踵きびすを返し、九條くんと一緒にコックピットを出ていく。

　彼の凜り々りしい後ろ姿を見送りながら、私は恐おそろしさに震えそうな自分に言い聞かせる。

　……私は、二人を信じている。

　……私たちは……大だい丈じよう夫ぶだ。

　そして、管制官に緊急連絡を入れるために、ヘッドセットをかけ直す。







　　　　皇賀凱一　７







　私は、ファースト・クラスの二階席で、九條くんが犯人の一人を連れてくるのを待っていた。

　ボトルのシャンパンをもらったビジネスマンたちは、ご機き嫌げんで一階席に移動したらしい。

　シートに誰もいない二階席は、妙みようにガランとして、私の緊張を高めさせる。

「どうぞ。……この上で、機長がお待ちです」

　螺ら旋せん階段の下から、九條くんの声が聞こえる。知らない男の声が、南部訛なまりのある英語で、

「コックピットに入れてもらえるんだよね？　インタビューに答えなきゃならないから……」

　アメリカ人らしき中年の男が、階段を上ってきて私の姿に気づく。

「ああ、あなたが機長さん？　さすがに格好いいなあ。……私はジョセフ・ウィリス。この飛行機を占せん領りようしている革命家です」

　私は右手を差し出しながら、

「この飛行機の機長、皇賀です」

「え？　機長さんと握あく手しゆができるなんて、初めてだ」

　ウィリスと名乗った彼は、嬉うれしそうな顔をして、自分の両手をクシャクシャの上着の裾すそで拭ぬぐった。

　……両手には、起き爆ばく装置らしきものは何も持っていない……。

　私は確認し、差し出された彼の右手首をしっかりと拘こう束そくした。彼が驚おどろいた顔をする間もなく、左手首も摑つかんで動きを封ふうじる。階段脇わきのクローゼットから飛び出してきた保安要員のパーカー氏が、ウィリスの身体からだを後ろから羽は交がい締じめにする。

「ななな、何をするんですかっ？」

　後ろから拘束されたウィリスは、悲鳴のような声を上げてバタバタともがく。

　階段を素早く上ってきた九條くんと、彼の手首から手を離はなした私は、二人がかりでその身体を隅すみ々ずみまで調べ、起爆スイッチらしきものを持っていないことを確かめる。

「靴くつを脱ぬがせて調べてください。ベルトのバックルと、それから口の中も」

　パーカー氏の言うとおりに調べるが、男の靴やベルトには特に異常はない。

　彼の奥歯には、虫歯の古い治ち療りよう跡あとしかなかった。

　彼のポケットには潰つぶれたタバコの箱とマッチ、汚よごれたハンカチ、それしか入っていなかった。

　中東で、テロリストにハイジャックされた飛行機に突とつ入にゆうしたこともあるというパーカー氏は、その所持品を見下ろして、相手がアマチュアでよかった、という顔で小さくため息をつく。

　それから、後ろ手に彼の手首に手て錠じようをはめる。

「……な、なんだよ！　手首が痛い！　離せよおっ……」

　泣きそうな声で言う男の顔を覗のぞき込んで、九條くんは、

「……痛いですか？」

　囁ささやくような静かな声だったが、激しい怒いかりを含ふくんだその口調には不思議な迫はく力りよくがあった。

「……でも、爆ばく発はつが起きたら、あなたも死ぬんです。もちろんこんな痛みではすみません」

　知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡の向こうの切れ長の目が、ギラリと獰どう猛もうに光る。

　ウィリスは怯おびえたように一いつ瞬しゆん言葉につまるが、ムキになったように、

「べ、別に怖こわくはない！　俺は天才で、革命家で……」

　私は、ウィリスの言葉を遮さえぎるようにして、

「そういえば、先ほど、無線でテレビ局のニュース担当者と話ができましたよ」

　彼は、嬉しそうに目を輝かがやかせて、

「えっ？　じゃあテレビのインタビューを……」

「あなたへのインタビューのことを聞いてみましたが……テレビ局側から断られました」

　私は、九條くんと先ほど打ち合わせたとおりのことを言う。

「えっ？」

「インタビューをするなら、首しゆ謀ぼう者しやの沼田にでないと、意味がないと言われました。あなたへのインタビューでは、ニュースにならないと」

　私の言葉に、ウィリスは目に見えて動どう揺ようする。そのスキを逃のがさず、九條くんが、

「……悔くやしいと思いませんか？」

「えっ？」

　九條くんはウィリスの目を見つめ、催さい眠みん術じゆつをかけるかのような静かな声で、

「沼田は、この飛行機が爆発する前に、ラバトリーかどこかであの可愛かわいいキャビン・アテンダントとセックスできます。その後はＣＮＮをはじめとするアメリカ中のテレビ局からのインタビューを受けられます。彼はきっとマスコミに言うでしょう。『厳しい荷物検査にもひっかからなかった爆弾、それにその起爆プログラムは自分が作った』と」

　ウィリスは、とても慌あわてたように、

「あの爆弾も、プログラムも、私が作ったんだ！」

　九條くんは肩かたをすくめて、

「それは世間に知られることはないでしょうね。……沼田は、あの爆弾を作ったことでマニアの間で有名になります。そして最後はあの可愛いキャビン・アテンダントと一緒に、その爆弾を使っての派手な無理心中。沼田の名前は、ずっと後まで人々の心に残るでしょう」

「待ってくれ！　そんな……」

「それに比べて、あなたはどうなりますか？」

　九條くんは、少し同情するような声で、

「せっかく苦労してあんな優ゆう秀しゆうな爆弾を作ったのにもかかわらず、それは誰にも知られることはない。インタビューを受けることができないので、あなたの名前が、有名になることはないでしょう。しかも……」

　九條くんは、人差し指をウィリスのダラリとゆるんだネクタイに突つきつけるようにして、

「……あなたは、このまま爆発に巻き込まれて死ぬんです。私たちと一緒に、ね。きっと、痛くて、とても恐ろしいですよ」

「……うっ……」

　怯えたように息をのんだウィリスに、九條くんは、

「あなたは、あの沼田という男に利用されています。その証しよう拠こに、あなたの死にはなんの意味もありません。なのに沼田はたくさんのものを得て死ぬ。……あなたが作った爆ばく弾だんを使って」

　ウィリスは呆ぼう然ぜんと視線をさまよわせ、それから私の顔を見て、

「……このままだと、俺は意味もなく死ぬ……んですか……？」

「そう。君は意味もなく死ぬ。ええと……」

　私は、腕うで時ど計けいを覗き込んで、

「……あと、二十三分後にね」

「……二十三分後……」

　呆然と宙を見つめてしまったウィリスに、九條くんは、

「そう。このままだと、あなたの命は、意味もなく、あと二十三分で終わってしまうんです」

　ウィリスの身体が小さく震ふるえだしたのを、私は見み逃のがさなかった。

　九條くんもそれに気づいたらしく、私に、あともう少しです、という目をしてみせる。

「……二十三分なんて、本当にすぐですよ。早くしないと間に合わなくなる」

「……間に合わなくなる……？」

　かすれた声で言ったウィリスに、九條くんは、

「沼田が持っているあの爆弾を、あなたの力で停止させてください。今すぐにです」

「……え……」

「そうすれば、あなたは私たちの命の恩人になる。私たちクルーは、一いつ生しよう涯がい、あなたの名前を忘れないでしょう」

「……本当に……？」

　ウィリスが言い、同意を求めるように九條くんを見つめる。彼はうなずいて、

「あなたは、沼田に騙だまされて爆弾を作りました。それを知らしめたいがために、沼田の犯行に手を貸してしまった。だが、飛行機が爆発する前にその間ま違ちがいに気づき、爆発を阻そ止しする」

　九條くんは、彼の顔を覗き込みながら囁く。

「あなたは……私たちの英えい雄ゆうです」

　その声に、ウィリスは顔を輝かせた。

「英雄？　俺が？」

　同意を求めるように見つめられ、私はうなずいてみせる。

　彼は、まるですでにテレビのヒーローにでもなったかのようにすっくと立ち、

「手錠を外してくれ。爆破装置を止める」

　その言葉に、私は座り込みそうになる。

　……いや、ホッとしている場合ではない……。

　私は時計を覗き込み、あと二十二分しかないことに青ざめる。

　……間に合わせなくては……！







　　　　九條高章　７







　ウィリスによると、二人が持ち込んだ爆弾はあのコンピュータだけで、しかもコンピュータに別の起き爆ばく装置はついていなかった。

　小さな起爆装置でも持っていて、セットした時間よりも前にいきなりスイッチを入れられたらどうしようか、とそれが一番心配だったのだが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

「そのコンピュータをこっちに貸してくれ。爆発の時間を変へん更こうしたいんだ」

　ウィリスの言葉に、藤崎さんを片かた腕うでに抱だいて悦えつに入っていた沼田が、不ふ審しんげな顔で、

「どういうことだ？」

　ウィリスは、さっき何度も練習したとおりに、

「機長に聞いた。この乱気流で進路に変更があったらしい。今のままだと、ケネディ空港の上空ではなくて誰も観衆のいない山の上で爆発してしまう」

　ウィリスは、沼田に手を差し出して、

「そういうのは、私の主義とは合わないんだ。爆発時間を変更させてくれ」

　一瞬、そこで目の前の風景が静止したような気がした。

　……残り時間は後二十分足らず。ウィリスが起爆装置を停止させるのにも時間がかかる。

　……もしも、沼田に断られたら、このまま時間切れになる……？

　私は祈いのるような気持ちで、その光景を見守る。

　……お願いだ、騙されてくれ……！

「ああ……わかった。ただし、地上に到とう着ちやくする前にしてくれよ。いったん地上に着いてしまったら、このつれない子はまた私の手から逃にげてしまうかもしれない」

　沼田は言って、コンピュータを無造作にウィリスに渡わたす。

　ウィリスはそれを取り上げて、走るようにして空あいている席に座り、キーを叩たたき始める。

　沼田は、今にも泣き出しそうな顔の藤崎さんをジックリと眺ながめ回し、

「もうあまり時間がない。結局、君の身体からだは最後まで手に入らなかったが、一いつ緒しよに死ねば、君の心は私だけのものだし、ね」

　藤崎さんは嫌けん悪おに身を震わせ、それからとても悲しげな、すがるような目で私を見上げた。

　たとえ死んでもオレの心はおまえだけのものだよ、と言われた気がして、私の心臓が痛む。

　……こんなところで死ぬわけにはいかないんだ……！







　　　　藤崎空　８







「……止まった！」

　ウィリスと呼ばれた男が、嬉うれしそうに言った。

「……助かったぞ！」

　……助かった……？

　オレは呆然とその言葉を聞き、九條の顔がホッとしたようにゆるむのを見て、すべてを悟さとる。

　ニュースのインタビューを受けると言いながらコックピットに向かったウィリスは、長いこと帰ってこなかった。

　オレは不安になり、このまま爆ばく発はつに巻き込まれて死ぬのか、と絶望し……。

　だけどその間、九條たちはあきらめずにウィリスを説得し、味方につけていたんだ。

　九條が、オレのことを見下ろしてくる。もう大だい丈じよう夫ぶだ、と言ってくれているような優やさしい目。オレは九條を見つめ返しながら、シートベルトを外して立ち上がろうとし……。

「藤崎くん！　どういうことだ？　君は私だけのもののはずで……」

　いきなり横から抱きすくめられ、オレは驚おどろいて立ち上がれなくなる。九條が厳しい声で、

「藤崎さんから、手を離はなしなさい。あなたはもう負けたんですよ」

「なんだと？　おまえはいったい何様の……」

　沼田は言い、それからハッと息をのんで、

「……どこかで見た顔だと思ったんだが……思いだした！　おまえは……！」

　沼田は、九條を指さしながら、驚いた声で叫さけぶ。

「一年前、私と藤崎くんの逢おう瀬せを邪じや魔まし、私と彼の仲を裂さいた……あの男だろう？」

　九條は凜り々りしく立ったまま、眼鏡めがねの向こうの怜れい悧りな目で沼田を見下ろし、

「そうだ。私はいつでも藤崎空を守る。おまえなどには絶対に渡さない」

　唸うなるような低い声で言って、獰どう猛もうにその瞳ひとみを光らせる。

　……いつも丁てい寧ねい語で、しかもクールな彼がこんなこと言うと……すごい迫はく力りよくだ……。

　警備のパーカーさんが近づいてきて、沼田に手て錠じようをかけようとしている。

　沼田は、燃え上がるような目で九條を睨にらんでいたけど、いきなりパーカーさんの手をすり抜ぬけ、オレに襲おそいかかってくる。

「藤崎くん、君は私だけのものだっ！　こんな男に渡すくらいなら……っ！」

　叫びながら、彼の手が、オレの首に回る。本当に殺そうとしていることが解るすごい力で、オレの首が絞しめられる。

「……うぐっ……！」

　息が詰つまりそうになった瞬しゆん間かん、沼田の手がオレの首を離れた。

　バキイッ！

　九條が、その知的な容姿からは想像もつかないような、ものすごく強力なパンチを沼田の顎あごにヒットさせた。　>>>♥

　沼田は向こう側の壁かべまで吹ふっ飛び、そのまま気を失ってずるずる滑すべり落ちた。

「……私の藤崎さんに手を触ふれるんじゃない……」

　床ゆかに伸のびてしまった沼田に、吐はき捨すてるように言う。それからオレを振ふり返って、

「大丈夫ですか？」

「だ……大丈夫だけど……おまえ、そんな上品な顔して、そんなに強いなんて……」

「あなたが北ほく欧おう便を飛んでいる間に、ボクシングのプロライセンスを持っている篠原さんに急所を習ったんですよ」

　彼はオレを真っ直すぐに見つめて、

「愛している人を、きちんと自分の手で守れるように、ね」




　　　　◆




　ケネディ空港では、用心のために、乗員、乗客全員がエアシューターで緊きん急きゆう脱だつ出しゆつした。

　空気を膨ふくらませてできた滑り台だい状のそれを滑り降おりる時、訓練用モツ実物大クア模型ツプでいつもやっていた、緊急訓練を思いだした。

　飛行機のドアから地上のコンクリートまでの高さは、十メートルもある。しかも、『もしかしたら後ろが爆発するかも？』と思いながらそれを滑り降りるのは、訓練の時に想像したよりもちょっと……いや、正直言えばずっと……怖こわかった。

　オレと九條は、人々から少し離れた場所で、向かい合って立っている。

　約束どおりオレを守ってくれた彼は、オレの目にはやっぱり白馬の王子様に見えた。

「あなたを失うかもしれないと思った時、はっきりとわかりました」

　九條が、オレの顔を真っ直ぐに見つめて、

「私は、あなたを愛しています」

　夢かもしれない、という気持ちと、夢じゃなかったらものすごく幸せ、という気持ちがごちゃまぜになって、オレの声をかすれさせる。

「……ホ、ホント……？」

「噓うそでこんなことを言うわけがありません。私の言葉を疑うのですか？」

　イジワルな白馬の王子様はクールに言い捨てる。オレは、

「そ……そうじゃなくて……あんまり幸せすぎて、信じられないんだ……」

「信じてください。本当です」

　眼鏡の奥の目に優しく笑いかけられて、オレの心に幸せな気持ちが広がる。

　沼田の夢に怯おびえて飛び起きるたび、オレは名前も知らなかった九條の顔を思い浮うかべた。

　彼にもう一度会いたい、ずっとそう願っていた。

　九條と再会できて、一緒の仕事場で働けるようになってからは、彼に愛して欲しい、彼の恋こい人びとになりたい、それがずっとオレの望みで。

　憧あこがれ続けた美しい男は、今、すぐそばで、優しい目をしてオレを見下ろしてくれている。

「愛しています。あなたの気持ちを聞かせてください」

　囁ささやかれて、オレは泣いてしまいそうになりながら、

「愛してる。めちゃくちゃ好き。ずっとそう言ってるじゃないか」

　九條は、オレの言葉にふと苦笑いをする。何笑ってるんだよ、と怒おこると、

「いえ、あまり可愛かわいかったので、いきなり抱だきしめてキスをしそうになったんです」

　彼は、真っ赤になってしまったオレを見て、またイジワルに笑って、

「こんなところに立っていないで、ホテルに帰りましょう。そうしたら二人きりだ」







　　　　有川桂人　８







　ニューヨーク、ケネディ空港。

　あの後、皇賀機長は何事もなかったようにコックピットに戻もどってきて、高崎機長から操そう縦じゆう桿かんを奪うばった。

　管かん制せい塔とうに爆ばく弾だんの起爆装置が止まったこと、そして犯人を拘こう束そくしたことを報告し、飛行機を無事にケネディ空港に着陸させた。

　空港の駐ちゆう機き場には、爆発物処理班の車や、救急車、爆発に備えた消防車が溢あふれていた。

　いちおう起爆装置は止まったとはいえ、万が一、まだ何か爆発物があった時のために、乗客と乗員はエアシューターで滑かつ走そう路ろに緊急脱出をした。

　犯人の沼田という男（なぜか失神していた）は、警察に引き渡わたされた。もう一人の犯人（が起爆装置を止めたらしい）は、連行されながら得意げにニュースのインタビューを受けていた。

　お客様が全員ターミナルバスに乗った後。

　駐機場で見つめ合う藤崎くんと九條くんを見つけ、私は微笑ほほえましい気持ちになった。

　……本当に、無事でよかった……。

　警察や会社に報告書を出さなければならないようだったが、皇賀機長も九條くんも乗務の後ということで、それは明日以降になったらしい。

　……そういえば、見つめ合う二人は、まるで恋こい人びと同士のようだった。

　藤崎くんが九條くんに迫せまっているのは知っていたが……あれは本気だったのかな？




　　　　◆




　アメリカーナ・エアラインの空港オフィス。ブリーフィング・ルームに、私たちは集合していた。

　皇賀機長がすべての経けい緯いを説明し（沼田がなぜ失神したかの説明はなかった）、事情を詳くわしく知らずに慌あわてて緊急脱出をしたキャビン・アテンダントたちは説明を聞いて今さらながら悲鳴を上げていた。




　　　　◆




　ニューヨークでのステイ先のホテル。私の部屋。

　皇賀機長が、私の部屋を訪ねてくるのは、久しぶりだった。

　私は、向かい側のソファに座った皇賀機長を見ながら、

「……無事でよかったです。お客様も、乗務員も、藤崎くんも」

　心から言う。

「ああ。私たちの全員が、幸いにして無事だった」

　彼は肩かたをすくめて、

「……沼田は無事じゃなかったけどね」

　言って、いたずらっぽく笑って、

「九條くんが殴なぐってしまったんだ。お姫ひめ様に触ふれられてキレたんだよ。もちろん気持ちはわかる。……会社には内ない緒しよだぞ」

「それはもちろんです」

　沼田が機内に現れて、藤崎くんを拘束したと聞いた時には愕がく然ぜんとした。

　また、彼の心の傷が深くなっていたらどうしよう、そう思った。

　しかし、駐機場で見た藤崎くんは、とても幸せそうに頰ほおを染めていて。

　……あれは、九條くんの愛の力、というやつかな？

「私の飛行機を落とそうなどと、いい根性だ。しかも私の機の乗務員に……殴られて当然だ」

　彼は、とても怒った顔で言い捨てる。

「そのためにご自身で説得にあたったのですか？」

「そうだよ」

　私は深いため息をついて、

「あなたもご無事で、本当によかったです」

　思わず言ってしまうと、皇賀機長は、少し驚おどろいたように目を見開き、

「君にそんな優やさしい言葉をかけてもらえるなんて」

「本当のことですから」

　皇賀機長は、なんとなく眩まぶしそうな顔で私を見上げ、

「怖こわいのに、ヒーローぶって飛行機を守った甲斐かいがあったよ」

「怖い？」

　私が少し驚いて言うと、彼は、

「まあね。いいかげん図太いこの私にも、怖いことくらいあるさ」

「どんなフライトからでも必ず帰き還かんするという伝説を持つあなたの口から、『怖い』という言葉を聞くなんて」

「私は今まで、どんなアクシデントでも、『怖い』と感じたことはなかった。ただ……」

　彼は、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を真っ直すぐに見つめ、

「……今回は、君がいた」

「……え？」

「君の命を危険にさらすことが恐おそろしかった。そんな事態に追い込んだあの二人を、私は絶対に許せなかった」

　彼の顔はとても真しん剣けんで、私はなんだか胸が痛くなる。

「……皇賀機長……」

「君を守るためなら、私はどんなことでもする」

　私を見つめてくる、真しん摯しな瞳。私は、彼の目から視線を外せなくなる。

「……愛しているんだ」

　彼は、私を真っ直ぐに見つめたままで囁ささやいた。

　私は、身体からだを走った甘い電流に思わず震ふるえ、そして自分の反応に驚いてしまう。

　……なんなんだ、これは……？

　私は混乱し、何を言っていいのか解らずに彼から目をそらす。

　彼はそれを拒きよ否ひと取ったのか、少し寂さびしげに笑う。それから覚かく悟ごを決めたように、

「この機会に、君ときちんと話したいんだ」

　私は、苦い気持ちで、ハワイでの出来事を思いだす。

「それは……私がもらった名めい刺しを、あなたが燃やしてしまったことに関してですか？」

　彼がうなずき、何かを言おうと口を開いた時……部屋の電話が鳴った。

　私は彼に断って、受話器を上げる。ホテルのフロントマンが、『日本のアリカワ様からです』と言って、電話を繫つないでくれる。いきなり、電話の向こうから、

『桂人！　乗っていた飛行機がハイジャックされたんでしょう？　けがは？　無事なの？』

「……お母さん……」

　聞こえてきたのは、日本にいる私の母親の声だった。

　心配させないように手紙や宅配便はたまに送っているが、電話で話すのは久しぶりだ。

　それに私は、いちいち自分の乗務する飛行機の便名を親に教えたりはしていない。

　親は私がアメリカ便に乗務していることは知っているが、アメリカと日本を行き来するチームはほかにいくらでもいる。長時間にわたった場合なら解るが、今回のように短時間で解決し、しかも被ひ害がい者しやがゼロだった場合、乗務していた人間の名めい簿ぼまでテレビで流れるわけがないし……。

「ぼくは無事です。それより、どうしてあれがぼくの乗務している便だと……」

『アメリカーナ・エアがハイジャックされたってニュースが流れて、会社に桂人の便を問い合わせようとしたら……その前に、桂人の顔がアップになってたのよ！　ＣＮＮのニュースで！』

　……なんてことだ……。

　彼女は、私が無事であることに安あん堵どしたのか、弾はずんだ口調になって、

『機長さんと一いつ緒しよのところが映っていたわよ！　すごいハンサムな方ねえ！』

　……まさか、その本人が今も目の前にいて、「愛している」などと息子むすこに言っているとは……彼女は夢にも思わないだろうな……。

　自分がゲイだったことをひた隠かくしにしていることで、私の良心が、ズキリと痛んだ。

「すみません。今、事件の影えい響きようでバタバタしていますので。日を改めてこちらからまた電話をします。お父さんにも、ぼくは無事ですとお伝えください」

　私は言って、半ば強ごう引いんに電話を切った。……と同時にまた電話のベルが鳴なり響ひびく。

　フロントの、『サカイ様よりお電話です』という声に、誰だと思いながら繫ぐように頼たのむ。

『堺さかいだ！　ＣＮＮのニュース、見たよ！　皇賀機長と並んで映っていたねえ！』

　彼は、訓練所時代の悪友だ。コー・パイロットとして、オセアニア便に乗務している。

「ニュース？　ええと、堺、今、どこにいるんだ？」

『え？　おれ、今、メルボルン。ロンドンの津つ川がわと、モロッコの横よこ田たも心配してたぞ！』

　その言葉に、私はため息をついた。

　……どうやら、あの事件の映像は、世界中で流されてしまったらしい。

　私が電話を切ると、皇賀機長が、

「もしかして、ＣＮＮのニュースのことで？　私の部屋の電話も鳴りっぱなしだった」

　その後も、訓練所の同期たちや、ほかのチームのキャビン・アテンダントの女性たちからの電話がひっきりなしに入り……私はついに我が慢まんできなくなって席を立った。

「あの。落ち着いて話せるところに移動しませんか？」







　　　　皇賀凱一　８







　学生時代の桂人が、よく来ていたという店。

　そこは一階が高い書しよ架かでいっぱいの書店、二階が洒落しやれたカフェになっている。

　マンハッタンの真ん中にしては珍しい、静かな店だった。

「……へえ。マンハッタンにも、こんな店があったんだな」

　二階のカフェの高い天てん井じようを見上げながら、私は思わず呟いた。

　漆しつ喰くいで塗ぬられた白い壁かべ。天井には鉄骨の梁はりが見えている。

　一九六〇年代風のデザイナーもののソファ、丸いテーブル。

　天井から下がっている洒落た照明器具は、あたたかな光を放っている。

　読書の邪じや魔まをしないようにと気き遣づかっているのか、低く流れているのはサティのピアノ曲だ。

　ミステリーを読みふける初老の女性、分厚い専門書を前に低い声で論じ合う大学生、デザイン書を広げているデザイナーらしきスーツ姿の男。

　コートや靴くつに雪をつけたままの、凍こごえきった私の身体が、この店のあたたかな雰ふん囲い気きにふわりとリラックスする気がする。

　若い従業員が、お好きな席にどうぞ、と人なつこい顔で笑って、厨ちゆう房ぼうに消える。

「夜なのに、けっこう混んでいるんだな。君の昔の指定席はどこ？」

「夜よ更ふかしと本の両方が好きな人間のために、夜明けまで開いているんです。……私の指定席はここでした」

　桂人は、奥まった場所にある、一人用のソファが向かい合った落ち着いた席を示す。

「大学時代の私は、図書館が閉館した後はよくここに来て勉強をしていました」

　私たちが席に着くと、さっきより少し年上の大おお柄がらな従業員が厨房から出てきて、メニューをテーブルに置く。それから、

「あれ？」

　桂人を見て、驚おどろいた顔をする。そして、とても嬉うれしそうな顔で、

「お客さん、何年か前に、よくこの店に来てくれてた、ケイトさんでしょう？」

「え？　ああ……」

　桂人は、やっと思いだしたように相手の顔を見返して、

「もしかして、あなたは昔もここでウエイターをしていた？」

　言うと、彼は大きくうなずいて、

「いやあ、憶おぼえていてくれるなんて！　光栄だなあ！」　>>>♥

　桂人は、私の方を向いて、

「大学時代の私が勉強をしていると、彼がよく席に来ては、あの本は面白い、この本はダメ、と教えてくれたんですよ。日本から来たばかりで知り合いの少なかった私には、なかなか心強い本好き仲間でした」

「毎月末に、ここでやっているミステリーの集つどいにも、よく来てくれてましたよね。明るくて、頭がよくて、美人で……彼は、常連たちの憧あこがれの的だったんですよ」

　ウエイターが、楽しそうに言う。

　……今はどこか殻からに閉じこもったところのある桂人だが、その頃ころはまだ違ちがっていたようだ。

　二人の楽しそうな口調に、私の心がチクリと痛んだ。

　……明るかった桂人を変えてしまったのは……あの男なのか……？

「まだ、ヴァンが好きでスタウトが嫌きらい？」

　桂人が言い、ウエイターは本当に嬉しそうにうなずいて、

「あなたは、まだ反対？」

「今はどちらも好きだよ。オトナになったしね」

　ウエイターは生意気に頰ほおを赤らめて桂人を見つめ、ホント綺き麗れいになったよね、と言う。

　私は、思わずムッとしてしまいながら、

「ただで見つめないように。私はアイリッシュ・コーヒー！」

　ウエイターの彼は、はいはい、と適当な返事をして、また桂人を見つめ、

「何がいい？　コーヒー？　それともおれ？」

「アールグレイのホットを」

「冷たいなあ。しかも男連れているし。……ごゆっくり」

　彼はわざとらしく私を睨にらんでみせてから、桂人に微笑ほほえんで踵きびすを返す。

「……世界中のいろいろな場所に、君に恋こい焦こがれる男がいるようだ。ウエイターくんだの、ヴァンだの、スタウトだの」

　私が思わず嫉しつ妬とのため息をつくと、彼は、

「ヴァン・ダインとレックス・スタウトですよ」

「え？　ミステリーの話？」

　桂人は、いきなり楽しそうに笑いだして、

「そうです。まるで嫉妬しているみたいに聞こえて、可笑おかしいですよ」

「正直言えば、私は今、猛もう烈れつに嫉妬している」

「え？」

「私が知らない君を知っている男、すべてにね」

　言うと、桂人は驚いたように目を見開き、それから微かすかに頰を染める。

「別に、私の過去など……」

　言いかけて、ふと、なんの話をしに来たのかを思いだしたように、顔を曇くもらせる。

「桂人」

　呼ぶと、私の言葉を少し恐おそれるように身を硬くする。

「君の所有物を、君の許可なしに灰にしてしまったことに対して、謝るよ。すまなかった」

　彼はなんとなくつらそうに眉まゆを寄せ、

「私も、あなたに手を上げたことに対して、謝らなくてはなりません。……申し訳ありませんでした」

「しかし、君が昔の男に連れん絡らくできないようにしたことに関しては、まったく後こう悔かいしていない」

　彼は、驚いたように私を見つめる。

「君に必要なのは、過去にとらわれず、前を見ることだ」

「ありがとうございます。私もそう思います。……努力してみます」

　彼は、どこかとても苦しげな顔で言う。

　迷いを含ふくんだ口調が、まだ残るあの男への気持ちを表しているようで……とてもつらい。







　　　　藤崎空　９







「あ、このニュースでも、また流れてるっ！　さっさと風呂ふろから出てきなよーっ！」

　オレは目をテレビ画面に釘くぎ付づけにしたまま、バスルームの九條に聞こえるように叫さけぶ。

　機長と乗務員がハイジャック犯を説得、という意味の英文タイトルが出て、次に画面に映ったのは、凜り々りしい紺こん色いろの制服に身を包んだ、有川さんと皇賀機長。

　テレビを通してもやっぱりうっとりするような美形の二人は、難しい顔をして話をしているけど……ふと言葉を切って、一いつ瞬しゆんだけ視線を絡からませる。

「どう見てもラヴラヴだよねー。あの二人、早くくっついちゃえばいいのにねー」

　思わず叫んだオレの頭を、バスルームから出てきた九條がコツンと優やさしく小こ突づいた。

　皇賀機長の視線は、いつでも愛いとおしそうに有川さんのことを追っている。有川さんは、皇賀機長といる時にはこんな色っぽい顔をする。

　……この二人も、早く心が通じ合うといいのになあ……。







　　　　九條高章　８







「どう見てもラヴラヴだよねー。あの二人、早くくっついちゃえばいいのにねー」

　叫んだ彼の頭を、バスルームから出た私は、指先でコツンと軽く小突く。

「なんだよおっ！　痛いだろおっ！」

　頭を押さえて振ふり向き、ムキになって怒おこってくるところが、本当に可愛かわいい。

「私の前ではいいですが……ほかの人間の前で、そんなことを言わないように」

「言わないよっ。子供じゃないんだから、それくらいわかってるってっ！……あ、出た出たっ！」

　叫んで、テレビを指さす。そこには、テレビ画面で見ても愛らしい藤崎さんと、仏ぶつ頂ちよう面づらをした私の姿が、ロングで映し出されていた。

　この映像は日本のニュースでも流れたらしく、さっき、慌あわてふためいた彼のお兄さんたちからの心配そうな電話、そして私の母からの『そんな会社はすぐに辞やめなさい』と言いたげな電話が入った。

「九條、背が高くてハンサムで、テレビで見てもめちゃくちゃ格好いいよ。それに比べてオレって、チビだし、細っこいし、童顔だし……。なんか女の子たちに埋うもれてる感じ～」

　これは……見つめ合ってるところに、まだ残っていた乗客の女性たちに話しかけられ、取り囲まれて……私はそのやかましさに閉口してムッとしているところだろう。

　……まったく、許可なしにこんなところを撮とるなんて……。

　アメリカーナ・エアライン本社の社長室にいる父親からも、ニュースを見たと言って電話が入った。彼は私の無事を喜ぶためだけに電話をしてきたのではなく（別に悲しんではいないだろうが）、反対を押し切ってキャビン・アテンダントを続けているせいで、命が危険にさらされたことを、とても怒っているようだった。どうしても会って話がしたいと言われ、明日のオフにでも、と会う約束をさせられそうになった。今回はなんとかしてごまかすつもりだが、ずっと逃にげられはしないだろう。

　……まったく。あんなニュースに映ってしまったせいで、またお説教だ……。

　私は思うが、社長である父の耳には、いつかは届いてしまっただろう。

　……藤崎さんと見つめ合っているところを映されていなかったのが、せめてもの救いか。

　ニュースが終わってＣＭが流れだし、藤崎さんはリモコンを操作してテレビを消す。

「さてと！　お風呂も入ったし、寝ねるか！　電気消してね！……おやすみっ！」

「今夜は、私をベッドに誘さそわないのですか？」

　言うと、彼の身体がビクンと小さく跳はね上がる。私は、彼のベッドの端はしに腰こし掛かけて、

「一人で怖こわくないですか？　怖かったら一いつ緒しよに寝てあげます」

「お前がやっつけてくれたから、もう怖くない。ホントは今夜も誘ってみたいんだけど……」

　彼が自分のＴシャツの襟えり元もとを気にしているのを見て、私は、

「もしかして、沼田にキスマークをつけられたことで、傷ついているのでは？」

　彼は少しだけ考えるが、すぐにかぶりを振り、

「もうあいつのことは大だい丈じよう夫ぶみたいだ。そうじゃなくて、もしもおまえと初体験するなら、このキスマークが消えてからだな、とか勝手に思っちゃって……だからなんとなく……」

　恥はずかしそうに言う彼があまりに可愛らしくて、私は身を屈かがめ、その額にキスをしてしまう。

「あなたのキスマークが消えるまで待ちます。……が」

　彼は、目をこぼれそうなほどに見開いて、頰を真っ赤に染めている。

「……本当は今すぐ抱だきたいです」　>>>♥

　囁ささやいただけで、彼は、いきなり布団ふとんを頭から被かぶってしまう。

「ば、ばかっ！　イジワル！　先せん輩ぱいの言うこと聞いて早く寝ろっ！」

　照れたように叫ぶ声まで、色っぽいと思ってしまう。私は苦笑して、

　……どうやら、今度は私が、おあずけをされる番みたいだな……。







　　　　有川桂人　９







　……楽しかった……。

　私は久しぶりに心からそう思いながら、部屋に戻もどった。

　皇賀機長とあの店でたっぷりとあたたまった後。二人でロックフェラーセンターのクリスマスツリーを見に行った。

　つらい思い出ばかりだったニューヨークが、なんだかとても楽しい場所に思えてくる。

　それに。彼とまた普ふ通つうに話せたことで、私の心はとても軽くなっていた。

　……どうしてこんなに心が明るくなるんだろう……？

　……彼といる時間が、どうしてあんなに楽しかったんだろう……？

　考えてみれば、仕事ではしょっちゅう一緒のくせに、プライベートではほとんど一緒に行動したことがない。彼はよく誘ってくれるが、私はいつもそれを一いつ蹴しゆうしていたし。

　……これからは、もう少し、彼のお誘いに付き合ってあげてもいいかもしれないな……。

　思った時、ベッドサイドの電話が鳴った。

　名な残ごり惜おしげにしていた皇賀機長の顔が浮うかんだ私は、微笑ほほえましい気分で受話器を取る。フロントからの早口の問いに、彼ではない、と少し落らく胆たんし、適当に、繫つないでください、と応え……、

「はい、有川です」

『……やあ、やはりここに泊とまっていた』

　受話器から聞こえてきた、予想もしなかった男の声に、私は硬こう直ちよくした。

『ＣＮＮのニュースに、君が映っていた。テレビで見ても、君は本当に綺き麗れいだったよ』

「……加藤……さん……？」

　その低い声は、間ま違ちがいようがない。私に電話をしてきた相手は、あの加藤範之だった。

『エアラインの紺こんの制服。袖そでに金色の三本線。コー・パイロットになったんだね』

「……どうして、このホテルにいると……」

『アメリカーナ・エアラインの制服を着た乗務員を、そのホテルのロビーでよく見る。だから君が泊まっていないかどうか、試しに電話をしてみたんだ』

「……あ……」

　あまりのことに言葉が出てこない私に、彼は、独特のその囁くような声で、

『……会いたい』

　私の身体からだが、ギクリと震ふるえる。怯おびえに近いような強い感情が、私の心を凍こおらせる。

『……今から部屋に行く。部屋番号を教えてくれないか？』

「それはできません」

　自分でも驚おどろくような苛いら立だった声が、私の口から飛び出した。

「私は遊びでここにいるわけではありません。ここは会社が用意してくれた部屋で……」

　彼はたいして聞いている様子もなく、私の言葉を遮さえぎるようにして、

『わかったよ。それじゃ、外で会おう。初めてデートをしたバー、憶おぼえている？』

「憶えています。……が、私はあなたに会うつもりはありません」

　言うと、彼は低く笑って、

『それはそうと、マウイで一緒にいたあの皇賀という男は、君と同じ会社の機長なんだね。金線四本の制服姿も、なかなか凜り々りしかったよ』

　その言葉に含ふくまれた毒に、私は思わず青ざめる。

『あの時はデートだったの？　君たちは恋こい人びと同士？　マスコミが喜びそうなカップルだな』

「……ち、違ちがいます！　なぜ、そんなことを……」

『私に会って、きちんと否定した方がいいよ。でないと、嫉しつ妬とのあまり、テレビ局にいる友達についつい話してしまうかもしれないし。……では、あの店で、二十分後に』

　昔と変わらない、強引な言葉。私は目の前が暗くなるような気分で、

「待ってください！　行けるとは一言も……！」

『私は待っている。いつまでもだ』

「範之さん、待ってください！　私は……！」

　叫さけんだ私は、すでに電話が切れていたことに気づいて呆ぼう然ぜんとする。




　　　　◆




　私は、慌あわてて部屋の鍵かぎと財布を持ち、コートを羽は織おって部屋を飛び出した。

　薄うすいシャツの上にコートだけの格好は、真冬のニューヨークにはあまりに寒すぎた。

　ホテルのエントランスから出ただけで歯が鳴ってしまったが、部屋に戻る時間がなかった。

　私はボタン雪が降る中に飛び出し、どのキャブタクシーも客を乗せていることに苛立ち、ほんの五ブロックじゃないか、とそのままバーのある場所に向かって走りだした。

　バーの入り口に着いた時には、私のコートは雪まみれで、襟元から入った雪が、凍りそうな冷たさでシャツを濡らしていた。

　息が切れ、心臓が壊こわれそうなほどに鼓こ動どうが速かった。

　バーのドアは磨みがき抜ぬかれた樫材オークで、洒落た間接照明で照らされている。

　私は、加藤によく連れてこられたこの店の内部の様子を思いだす。

　……私のような若造が気楽に飲みに入れるような場所ではない。

　気取りまくったこの店に来るたび、とても居い心ごこ地ちが悪かったことを思いだす。

　……どうして来てしまったんだろう？

　……あんな男の電話、そのまま放っておけばよかったのに。

　だが、きちんと否定しないで皇賀機長の名声に傷でも付いたら、と心配だった。それに、ニューヨークでの連れん絡らく先が知られてしまった今、きちんと断らないと、きっと彼は私がニューヨークに来ていそうなタイミングを見計らっては、連絡をつけようとしてくるだろう。

　……私は、皇賀機長が名めい刺しを燃やしてくれたおかげで、少し変われたのかもしれない。

　コートの雪をはたき落とし、重々しい樫材のドアを開けながら思う。

　……今は、彼ともう会わないほうが、自分にとっていいことなのだと思える。

　バーの中を見み渡わたすが……加藤の姿はなかった。

　磨き抜かれたバーカウンターと、スツールに座る、常連らしい通ぶった男たち。

　彼らはとても身なりがよく、例外なく白人で、年ねん齢れいは私より二十は上だ。

　私を見るバーテンダーの視線に、なんだこの貧びん乏ぼうそうな雪まみれのアジア系の若造は、という侮ぶ蔑べつを感じる。彼は、私のためのコースターを、厨房に一番近い末席にセットする。

　……変わっていないな、この店も。

　こういう店で丁寧に扱ってもらえる白人以外の人種は、加藤のように、見るからに金を持っていそうな特権階級だけだ。

　彼と一緒に来た時にだけ、私のような若造はきちんとした席に座ることができる。どちらにしろ、秘書かお付きの部下ぐらいにしか扱あつかってはもらえないが。

　私は、侮蔑が混ざったように感じる男たちの視線の中をうんざりする気分で歩き、そのスツールに腰こしを下ろす。

　店の中は完かん璧ぺきに暖だん房ぼうが利きいていたが、身体はすでに冷えきっていて、震えが止まらなかった。

　私は、あの男と会う前に酒に酔よいたくないと思い、数少ないソフトドリンクメニューの中からカプチーノを注文する。

　バーテンダーが、そんな安いモノを？　とでも言いたげにわざとらしく聞き返すのにうなずいて、私はまたため息をついた。

　それから一時間しても、彼は店に現れなかった。

　私は、とても高いが驚くほど不味まずい何なん杯ばい目かのカプチーノを舐なめながら、苛立ちに包まれる。

　……あの男も、昔と変わっていない……。

　この店で、いつも何時間も待たされたことを思いだす。

　彼は、忙いそがしくて遅おくれるわけでも、急用が入って時間に間に合わなくなるのでもなかった。

　彼は、私を苛さいなむことを目的にして、時間に遅れた。

　こんな店に一人でいるのは、アジア系の私にはとても居心地が悪い。

　しかしそれだけではなく、心配性の私が、車が故障したのでは、強ごう盗とうにでも襲おそわれたのでは、と狂くるいそうなほど心配することを、彼はよく知っていた。

　私が怒おこり、心配でおかしくなりそうになり、疲つかれ果て、彼に対する気持ちが絶望に変わるその一いつ瞬しゆん前のタイミングを見計らって……彼はいつも現れた。

　自分で自分の神経をすり減らし、ぼろきれのように力なくなった私を、彼はいとも簡単に思いどおりにした。

　……怒ってはいけない……。

　……心配などする必要もない……。

　私は自分に言い聞かせるが、不安な気持ちは、胸に黒く広がってくる。

　まるで、平和だった青い空に、ふいに雷かみなりを含んだ雲が膨ふくらむかのように。

　私は、さっきまで一いつ緒しよだった皇賀機長のことをふと思いだす。彼の言ってくれた、『あの男ともう一度会ってしまったら、また同じことの繰り返しだ』という言葉も。

　彼の声を思いだすだけで、なぜか泣いてしまいそうになる。

　とても頼たよりになる、そしてとても美しい響ひびきを持つ、男らしい低い声。

　……皇賀機長に会いたい……。

　私はふと、切実に思う。彼といたあたたかな時間を思いだすだけで、胸が痛む。

　そして、ずっと心を残していると思っていた加藤と会えるというのに、皇賀機長のことばかりを考えている自分に驚く。

　……なぜだろう？　私は……。

　私は、自分の気持ちが理解できない。

　私は、自分の地位を守るために、そして加藤に会いたいがためにここに来たはずだ。

　冗じよう談だん半分に求愛してくる皇賀機長のことなど、私は少しも……。

　そう思おうとするが、なぜだか胸が痛む。

　……どうしたというんだろう……？

　……私は、皇賀機長のことなど、少しも……？

　私が叩たたいた時の、彼の傷ついたような顔を忘れられない。

　私たち全員の命を救った彼の、あの凜りんとした立ち姿を忘れられない。

　そして……『君を守るためなら、私はどんなことでもする』と言ってくれた声も。

　時計を見ると、十二時過ぎ。フライトと事件の後で疲れ切った身体、少し頭痛もする。

　明日はオフだが、明後日にはもうロスアンゼルス便に乗務しなくてはならない。

　自己管理が完璧にできる皇賀機長は、体力を補うために、部屋で静かに眠ねむっているだろう。

　……私は何をしているんだ？　自己管理不足で風邪かぜでもひいたら、パイロット失格なのに。

　私が、立ち上がろうとした時、後ろから肩かたを摑つかまれた。

「……寂さびしかった？」

　囁ささやかれて、私は自分がどうしてここにいるかを思いだす。

　……どうしてこの男は、いつもこういう狙ねらいすましたようなタイミングで現れるんだろう？

　ゆっくりと振ふり向くと、そこには加藤が立っていた。

　久しぶりに見たスーツ姿の彼は、相変わらずハンサムだった。しかし……。

　……こんなに、下品な笑みを浮うかべる男だったろうか……？

　彼は、気き障ざな仕草で前まえ髪がみをかきあげるようにして私の隣となりのスツールに滑すべり込み、

「ああ……バランタインの三十年。ストレートでいい。すぐ出るから」

　愛想笑いを浮かべるバーテンダーに向かって、横おう柄へいに言う。

　それから、私に顔を近づけるようにして、

「相変わらずクールだな。わざと知らんぷりをして振り向かなかったんだろう？　本当はずっと待ちこがれていたくせに」

「いいえ。あなたのことなど、忘れていました」

　私が言うと、彼は可笑おかしそうに笑って、

「またそんなことを言ってジラす。本当に悪い子だ」

　私の耳に口を近づけ、妙みように自じ慢まんげな声で、

「リムジンを待たせている。あの頃ころより出世して、会社のリムジンを自由に使えるんだよ。一いつ杯ぱい飲んだら、出よう」

　一杯、と言いながら、私のカップがとっくに空であることなど、気づかない。

　もしも待ち合わせている相手が皇賀機長だったら、彼はまず謝り、それからすぐに私が何を飲みたいかを聞いてくれるだろう。

　ほかの人間とプライベートで接する機会が少ないのであまり意識しなかったが……あのフライトメンバーの中にいると、とても気を遣ってもらっているのだと、あらためて思う。

　……なかでも、皇賀機長は、とても……。

　彼のことを思いだすと、どうして自分はこんな場所にいるんだろう、という気持ちになる。

　……そうだ。ぼんやりしているヒマはない。

　……あの時のことを、きちんと説明しなければ。

「場所は変えなくて構いません。ここで話したいんです」

　私が言うと、彼は、おやおや、という顔で、

「せっかちな子だな。子、なんて言ってはいけないか」

　彼は、昔よりもさらに粘ねん度どが増したような視線で、私の頭の先から足の先までを眺ながめまわす。

「あの頃も、とんでもない美青年だと思っていたが……本当に綺き麗れいになった。うっとりするよ」

　彼は言いながら手を伸のばし、私の頰ほおを指先で撫なでた。

「ここは落ち着かない。ウォルドルフのスウィートにいる。そこのベッドに移動しないか？」

　私の首筋を滑る彼の指は、ずっと暖かい場所にいたことを示すように、生ぬるく湿しめっていた。

　……私が雪まみれになって走り、このカウンターで震ふるえている時、この人は……。

「……触さわらないでください」

　ふいに沸わき上がった怒りと嫌けん悪お感に、私は彼の指を振り払はらい、

「……私は、あなたと話をしに来たんです。ベッドには行きません。話をさせてください」

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を丸くするが、すぐに楽しそうに笑って、

「相変わらず気が強い。わかったよ。リムジンで君のホテルまで送る。途と中ちゆうで話をしよう」




　　　　◆




「ですから。私と彼は恋こい人びと同士ではありません。そんなデマを言わないで欲しいんです」

　遠回りを続け、なかなかホテルの方向に向かわないリムジン。

　その中で、私はシートの隣に座った彼に、必死で言い募つのっていた。

「それに、もう私には電話をしないで欲しいんです」

「それはどうしてかな？」

　グラスにたっぷり注がれたワインを飲み干して、彼が言う。

「私は仕事で忙しいですし、奥さんも、私があなたの昔の恋人で、しかも秘密でまた会っていることを知ったら……気分がよくないでしょう。それにお子さんのためにも……」

「せっかく二人きりになれたんだ。妻や子供の話なんかなしにしようよ」

　彼は言いながら、まだ口を付けていなかった私のグラスを手から取り上げ、グラスホルダーに戻もどす。そして私の方に身を乗り出して、

「ずっと忘れられなかった。君にまた会えたのは、私たちが運命で結ばれているからだ」

「話をきちんと聞いてください。私は……」

「難しい話は抜ぬきだ。恋人同士に戻って、また楽しくやろうじゃないか」

　囁かれて、私の心に激しい嫌悪感が沸き上がった。

「なぜそんなことを言うんですか？　奥さんと、お子さんを、愛していないのですか？」

　言うと、彼は楽しそうに笑って、

「それとこれとはまた別だろう？……それとも私を独どく占せんしたいの？　欲張りだな」

　いきなりシートの上に押し倒たおされて、私は、

「……やめてください！」

「心配しなくても、運転手との仕切りは偏へん光こうガラスだから、見えやしない。……楽しもうよ」

　その慣れた感じに、この男はこのリムジンで何度も浮うわ気きをしているんだな、と思う。

「いやです！　離はなしてください！」

　必死で抵てい抗こうするが、力の差が大きすぎて逃にげられない。

　彼の手が、私のコートのボタンを外し、シャツを強引にはだけた。

　シャツのボタンが弾はじけ飛び、リムジンの床ゆかの絨じゆう毯たんの上に散った。

　彼の舌が、私の首筋を舐なめ上げる。

　私の脳裏に、傷つけ合い、寂しさを埋うめるためだけに抱だき合った、あの日々が蘇よみがえる。

「いや！　いやです！」

　……今まで、こんなくだらない男の影かげに、縛しばられ、怯おびえ続けていたなんて……！

　皇賀機長の、愛している、と言ってくれた言葉が、耳の奥に蘇る。

　……こんな男に、こんなところで無理やりに抱かれるなんて、絶対に嫌いやだ……！

　……私が、抱かれたいのは……。

　のしかかられ、必死で抵抗する私の脳裏をよぎったのは、皇賀機長の顔だった。

　雪の夜、彼の部屋で感じた、あの気が遠くなりそうな甘い痺しびれを思いだす。

「……あ……」

　あの時の彼のセクシーな眼まな差ざしを思いだしただけで、体温が上がった。

　……なぜ、皇賀機長のことを思いだして、こんな……？

「そんな綺き麗れいな顔をして、こんなに抵抗するくせに……」

　加藤の手が、いきなり私の脚あしの間を撫で上げた。

「……本当は、されたいんだろう？　ほら、ここが、もうこんなだよ？」

　私は、その事実に愕がく然ぜんとする。

　私の中心は……芯しんを持って勃たち上がりかけていた。

　……噓うそだ。男に無理やり押し倒されているのに、どうして……？

　私が動きを止めたことを承しよう諾だくの印と取ったのか、加藤が嬉うれしそうに笑って、

「君の身体からだは昔と全然変わっていない。取り澄すましているけれど、本当はとても淫いん乱らんなんだ」

　その言葉が、私の心の古い傷の上に、新しい傷を刻む。

　……取り澄ましてはいるけれど、女性を抱けない。男に抱かれることしかできない。

　……しかも、押し倒されれば発情してしまう、淫乱で……？

　……私は、とても汚けがれた人間なのか……？

　私の心の傷が、トクンと一筋、血を流した。

　……私には、神のように強く美しい皇賀機長の隣のシートに座る資格はない……？

　……私には、彼と一いつ緒しよに飛ぶ資格はないのだろうか……？

「それなら、ご期待に応えないとね。うんと感じさせてあげるから」

　加藤が言って、私のスラックスのベルトに手をかける。

　私の心に、激しい嫌悪が沸き上がった。

　私は手を伸ばして、運転手に通じるインターフォンを取り、

「降ります！　止めてください！」

　運転手の返事が聞こえ、車が路ろ肩かたに停車する。加藤は驚おどろいたように、

「ま、待ってくれ、桂人……」

　私はドアを開け、捕つかまえようと伸ばされた彼の手を振ふり払い、外に飛び出した。

　そのまま私は、息が切れて倒れ込みそうになるほど走り……そして自分が極寒の中、しかもキャブの捕まらない場所にいることに気づく。

　降りしきる雪の中を、一人、呆ぼう然ぜんと歩きながら、私は思う。

　……私のような人間には、皇賀機長と飛ぶ権利はないのだろうか……？　>>>♥







　　　　皇賀凱一　９







　私は、あの夜から、ほとんど眠ねむれなかった。

　桂人と幸せな時間を過ごした後、おやすみを言うために彼の部屋に電話をした。

　彼は電話に出ず、私は、もう寝ねてしまったのかな、と思いながら三コールで電話を切った。

　……しかし。そのすぐ後、本社のスケジュール・マネージャーから電話があり、桂人に連れん絡らくがつかない、と文句を言われた。

　私は桂人の部屋に電話をし……そしていくら待っても彼が電話に出ないことに気づいた。

　フロントに電話をすると、桂人は二時間ほど前に鍵かぎを預け、まだ帰っていないと言う。

　とても嫌な予感がした私は顔見知りのフロントマンに、加藤という男からの電話を桂人の部屋に繫つながなかったかを聞いた。

　おでかけになる直前にありました、というフロントマンの声に、私は青ざめた。

　……桂人は、まだ、加藤に会っているんだ……。







　　　　有川桂人　10







　ロスアンゼルス国際空港。

　皇賀機長の後について入国審しん査さを受けながら、私はため息をつく。

　……具合が悪い……。

　コックピットにいる時には緊張からか気づかなかったが、身体の芯が痛むような感覚があり、目め眩まいがする。

　……やはり、加藤に呼び出され、しかも、あんな雪の中を歩いたから……。

　朝から体調が万全でなかった私は、念のために出発前にホテルの医務室に寄り、顔見知りの医師に頼たのんで栄養剤の注射を打ってもらった。

　……いつもなら、それだけで元気が湧わいてくるのに……。

　ホテルまでは、皇賀機長と一緒に、コックピット・クルー用のヴァンに乗らなければならない。

　加藤とのことがあってから、私は後ろめたさと自己嫌けん悪おで、まともに彼の顔を見られない。

　思っただけで気が重くなり、私はさりげなく歩調をゆるめ、皇賀機長から離れた。

　……何か理由をつけて、一人で地下鉄にでも乗ってホテルに行こうか……？

　私は、皇賀機長の前でみっともない姿を見せることに耐たえられなかった。

　自分の体調を完かん璧ぺきに整えられない人間は、パイロット失格だ。

　体調不良を押してこなせるほど、飛行機の操縦は易やさしいものではない。

　風邪かぜをひいただけでもほかのパイロットと交代させられ、コックピットに入ることを許されない場合もある。

　大勢の人間の命を預かるパイロットとは、そういう仕事なのだ。

　……風邪をひきかけたのかもしない。早く治さなければ……。

　……このままでは、私はパイロット失格だ……。

「有川さん」

　入国審査を抜けたところで、後ろから呼び止められる。

　振り向くとそこに立っていたのは、キャビン・アテンダントの二人、チーフ・パーサーの篠原慎しん也やくんと、アシスタント・パーサーのロバート・ラウくんだった。

「これからおれの車で食事に行くんですが、よろしければご一緒にいかがですか？」

　ラウくんが、人好きのする笑みを浮うかべながら言う。

「中国系のおれが選んだ、めちゃくちゃ美味な中国チヤイ料理ニーズの店にご案内します！」

　疲ひ弊へいしきっている私は、ここのところ、ほとんど食欲などなかった。

　しかし、ホテル行きのヴァンに乗れば、皇賀機長と顔を合わせなければならない。私は、

「もしお邪じや魔までなければ、ご一緒したいな」

「邪魔なわけがないじゃないですか！　ええと……気取った店と、気取ってない店と、どっちがいいですか？」

　ラウくんの気さくな声に、なんとなく憂ゆう鬱うつな気分が薄うすれるような気がしながら、

「気取っていない店がいいかな。お互たがいにフライトの後だし」

「ああ、よかった～。気取った店だったら、おれの兄貴の店になるところでした～」

　ラウくんが、ホッとしたように言う。

　そういえば、ラウくんの家、ラウ一族は有名な宝ほう飾しよく品ひん会社だけでなく、中国系の高級レストランも世界中に経営していると聞いたことがある。

「それなら、オフィスの更こう衣い室で着き替がえてから出ましょう。コックピット・クルー用のヴァンの運転手さんの携けい帯たいにオフィスから電話をして、有川さんのことは我々がお送りすることを伝えます」

　いつでも気が利く篠原くんが言う。ターミナル内のオフィスの方に歩きだしながら、

「有川さん、お疲つかれになっているように見えます」

　先に立ってはしゃいでいるラウくんに聞こえないような、さりげない口調で、

「美味おいしいモノを食べて、元気を出していただきたいなって」

　私を気き遣づかってくれるような優やさしい声が、胸にしみてくる。




　　　　◆




　ラウくんの車は、今にも壊こわれそうなボロボロのフォードだった。

「こんな汚きたない車に乗せてすみません」と言う篠原くんと、「ぼろくないと盗ぬすまれるんだよ～」と情けない声を出すラウくんに笑ってしまった。

　二人が連れていってくれたのは、空港からフリーウェイを通ってダウンタウンを抜ぬけ、その北側にあるチャイナタウンだった。

　車を近くに停とめ、赤い柱のある中国門を通る。

　二階建て程度の建物が多く、そこに掲かかげられた漢字の看板が中国風のムードを出している。

　道につるされている赤い提ちよう灯ちんや、いかにも中国風の反り返った屋根が、中国というより古いハリウッド映画のセットのようで微笑ほほえましい。

　二人が立ち止まったのは、細い道を入った小さな店だった。


　洒落しやれたフォントで、『Chow's Kitchen』と書かれた看板。



　……この店、どこかで見たような……？

「ここ……うちの機内誌に載のっていなかった？　ラウくんのお兄さんのお店と一緒に」

　機内のシートポケットに入っている機内誌のロスアンゼルス特集のグラビアに、この店の写真があった気がする。篠原くんが、

「そうなんです。混むのがいやなので、本当はヒミツにしておきたいような店なのですが」

　ラウくんがその言葉にうなずいて、

「ロスアンゼルス本社のメンバーを連れてきたら気に入っちゃって、機内誌に載せるとか言い出したんですよ～。本当はおれとシンヤだけのヒミツの場所だったのに！」

　篠原くんはいつものようにクールな顔でその言葉を無視して、店のドアを開く。ラウくんが、

「シンヤ～。無視しないでくれよお～」

　情けない声で言う様子に、私は沈しずんだ気持ちのまま、しかしつい笑ってしまう。

　スタッフは若く、店内は一見カフェに見えるような気楽で洒落た雰ふん囲い気きだ。

　店のカウンター脇わきにはチャイニーズのデリカテッセンのケースがあり、近くのブティックの店員らしきスタイリッシュな女性たちが、テイクアウトのメニューを選んでいる。

　それだけでなく、テーブル席はチャイナタウンの住人らしき中国系のお客さんでぎっしりだ。

　……ということは、とても美味なものを出す店なんだろうな。

「ここの店をやってるのは、おれが香港にいた頃ころ、よく通っていた店の二代目なんですよ」

　ラウくんは、ガラス張りの厨ちゆう房ぼうの中でほかのシェフに指示を出している、中国人男性の方を示して言う。

　今風の黒のシェフエプロンを着け、黒い髪かみをきちんとオールバックに撫なでつけたなかなかハンサムな彼は、ラウくんや篠原くんと同い歳くらいだろう。

「親おや父じさんはまだ香港で店をやってて、そこがすごい人気店で。うちの兄貴の店のライバルなんです。この二代目も、ロスアンゼルスでやっぱり頭角を現しちゃってて」

　厨房の中にいた彼が、視線に気づいたのかふと目を上げる。ラウくんを睨にらみ付け、篠原くんに微笑みかけ、その微笑みを頰ほおに張り付かせたままで私を見つめて一いつ瞬しゆん動きを止める。

　そして、厨房のメンバーに何かを言ってから、厨房を出てくる。

「敵情視察か？　ラウ家のお坊ぼつちゃん！」

　彼は両手を腰こしに当てて居い丈たけ高だかにラウくんを見下ろし、私と篠原くんを示して、

「しかも！　両手にこんなに美しい花、とは生意気な！」

「うっはははは！　うらやましいだろうっ！　シンヤだけでも眩まばゆいのに、今日はアメリカーナ・エアの女神も一緒だぞっ！」

　ラウくんは得意げに大笑いをし、それから私に、

「憶おぼえなくて結構ですが、紹しよう介かいを。サミュエル・チョウ。味はいいが、性格は最低のシェフ」

「余計なことは言わなくていい！」

　彼は叫さけんでから、私に恭うやうやしく頭を下げ、

「いつでも歓かん迎げいします。サムと呼んでください」

「ケイト・アリカワです。この二人と同じアメリカーナ・エアラインに勤務しています」

「キャビン・アテンダントですか？　シンヤだけでなく、あなたまで。こんな美しい人々が機内にいるなんて！　香港に里帰りの時には、必ずアメリカーナ・エアラインに……」

「乗ってくれるのは結構だが、彼はフライト中コックピットから出てこないぞ。パイロットさんなんだ」

「ええっ？」

　サムくんは心底驚おどろいたように、

「こんな若くて美人の機長さんがいるのかっ？」

「いいえ、まだコー・パイロットです」

「いやあ、コー・パイロットでも立派なもんだ。それにしてもこんな美人さんがねえ」

　彼は感心したように私を見て、それから篠原くんに微笑みかけて、

「シンヤ。もしかして美人を連れてきて私が心変わりしないかどうか試している？」

　言いながら、メニューを見ていた彼の手をいきなり握にぎる。

　キスをしそうに手の甲こうに唇くちびるを近づけている彼を一いち瞥べつもせず、

「まずは、『サム特製・フカのヒレ入り元気が出る漢方スープ』を全員分」

　篠原くんはまったく動じていない声で言って、自分の手を彼の手の中から奪うばい返す。

「オッケーをくれとは言わないが、せめて無視しないで欲しいなあ」

　情けない声で言うサムくんを見て、ラウくんが爆ばく笑しようしている。

「おまえなんかじゃムリムリ。シンヤは飛行機の上ではまだ優しいが、いったん地上に降りると氷のようにクールなんだからな。……ブラコンだから、弟以外には、だけど」

　篠原くんは、うるさいなあ、と言いたげにラウくんに一いち瞥べつをくれてから、私に笑いかけ、

「ここの漢方スープは少し薬くさいですが、とても元気が出るので試してみてください。後はお好きなものを。なんでも美味ですよ」

「うっ、有川さんにはそんな優しい声を～」

　篠原くんはラウくんをそのまま無視して、私を真っ直すぐに見つめ、

「有川さんは、どこかぼくの弟に似ています」

「え？」

「弟の方が幼いですが……抜けるように白い肌はだとか、睫まつ毛げがとても長いところとか、完かん璧ぺき主義なところとか、自分に厳しくてすぐに自分を責めて思い悩なやんでしまうところとか……」

　彼はなんだか心配そうな顔で私に笑いかけて、

「あまり一人で抱かかえ込まない方がいいです。ぼくたちでできることがあったら、なんでもご相談に乗りますから」

　篠原くんの声には、とてもあたたかな響ひびきがあって、私は妙みように安心してしまう。

　安心したらなんだか涙なみだが溢あふれそうになって、私は慌あわててうつむく。

　……私は……疲れているんだろうか……？

　私が黙だまってしまったのを、ムッとしたのと勘かん違ちがいしたのか、少し慌てたように、

「ああ、年上のあなたにこんなことを言って、失礼だったでしょうか？」

「怒おこらないでやってください！　シンヤにとって、『弟に似ている』というのは最大級の誉ほめ言葉なんですっ！」

　ラウくんが慌てて言うのに、私は笑ってしまいながら、

「怒ってなどいません。光栄です」

　篠原くんは安心したように笑って、私にメニューを差し出し、

「食べましょう。次のフライトのためにも元気をつけないと」

　洒落たデザインのメニューを見ると、漢字と英語でいろいろな料理が載っているが……。

「ええと。ここによく来ている二人のおすすめは？」

「炒チヤー飯ハンです。レタス入りの炒飯がぼくのおすすめです」

「おれはハラが減ってるからガンガン食いますよっ！　空の上で気取ってる分、地上に降りると気が抜ぬけて」

「おまえは元が下品なんだ。こんな美人を二人も連れている権利はない」

　サムくんが言って、私の方に向き直り、

「よかったら、ロスアンゼルス便の時には、店に寄ってください。あ、これは私のプライベートの名めい刺しです」

　サムくんは恭しく私に名刺を差し出す。私が受け取ると、にっこりと笑って、

「電話してくだされば、いつでも車を出して、エアポートまでお迎むかえにあがりますよ」

「ああ、このナンパ野や郎ろう！」

　ラウくんとサムくんのやりとりに思わず笑ってしまう。篠原くんがさりげなく声をひそめて、

「有川さん。ここのところ、きちんと食事をなさっていないでしょう？」

「……え？」

「顔色が悪い。これを食べたら、すぐにホテルにお送りします。ゆっくり休んでください」

　篠原くんの優しい声に、なんだかまた涙が溢れそうになる。

　……私は、疲つかれているんだろうか……？







　　　　九條高章　９







　ステイ先のホテルに荷物を置き、制服から私服に着き替がえてすぐに、私と藤崎さんはレンタカーを借りた。

　コンバーチブルの幌ほろを開け、私たちは海岸線沿いの道路を飛ばした。

　藤崎さんはコンバーチブルがとても気に入ったようで、子供のようにはしゃいでいた。

　私たちが来たのは、ロスアンゼルス市内から四十キロほど南東に来た、ロングビーチ。

　白い砂すな浜はまと、湾わんに沿ったヨットハーバーのある、美しい場所だ。

「カリフォルニア料理って日本じゃナゾだけど、こっちで食べるとなんかしっくりくるな」

　藤崎さんは、山盛りの野菜が添そえられたメカジキのグリルを頰ほお張ばりながら、嬉うれしそうに言う。

　私たちがいるのはロングビーチの中でも味がよいので評判らしいカリフォルニア料理の店。

　桟さん橋ばしの上に建てられたユニークな造りで、開放感のあるウッドデッキからは、ヨットハーバーと、その向こうに広がる太平洋を見み渡わたすことができる。

　カフェのそれのように小さなテーブルには、エビとアボカドのカクテルや、ボイルした小形のオマールエビや……藤崎さんが注文したおすすめ料理の皿が、溢れそうに並んでいる。

「あのさ、おまえにはぴんとこないかもしれないけど……」

　藤崎さんは、アサリのたっぷり入ったクラムチャウダーに、クラッカーを割り入れながら、

「オレ、今、めちゃくちゃ幸せなんだぜ？」

「え？」

「だって、ステイ先でおまえがホテルに籠こもってる間、オレはいつも、『九條とこんな所に行きたいなあ』とか、『九條にこれを食べさせてあげたいなあ』とか思ってて……」

　彼は、紅茶色の瞳ひとみで私を見つめたまま、ふと頰ほおを染めて、

「……この海岸だって、この店だって、前に川田さんたちに連れてきてもらってから、『九條と一いつ緒しよに来たいなあ』ってずっと思ってたんだ。その夢が、今、叶かなっちゃったんだもんね」

　恥はずかしそうな声に、私の心臓がトクンと跳はね上がる。

　藤崎さんは長い睫毛を照れたように瞬まばたかせ、私から目をそらして、

「あの男のことを思いだして怖こわくて眠ねむれない夜には、いつもおまえのことを思ってた。おまえと一緒にいろいろな場所に行ったり、一緒にいろいろなことをすることを考えた。そしたら、全然怖くなくなって、幸せな気分で眠れたんだ」

　彼が、あの男の一方的な執しゆう着ちやくによっていかに傷つけられていたかが伝わってきて、心が痛む。

「……藤崎さん……」

「オレは、おまえのことを初めて見た瞬しゆん間かんに、恋こいに堕おちた。おまえは、オレの心の中でずっと、お伽とぎ噺ばなしに出てくるような、ハンサムで、強くて、凜り々りしい、白馬の王子様だ」

　言葉は子供っぽいが、きっとそれだけ私を頼たよってくれていたということなのだろう。

　……その彼に、私はずっととても冷たくし、邪じや険けんな態度をとっていたんだ……。

　思うと、反省で冷ひや汗あせが出る。

「すみませんでした。今までの私のあなたに対する態度は、とても『白馬の王子様』などと言えるようなものでは……」

　藤崎さんは、楽しそうにクスクス笑うと、

「オレの中で、白馬の王子様に対する形容詞に、『ちょっとサド入ってるほどイジワル』っていうのが加わったから大だい丈じよう夫ぶ」

「どういう形容詞ですか？」

「だってホントのことだもーん！」

　楽しそうに笑う彼の瞳に、西海岸の明るい太陽がキラキラと眩まぶしく反射している。

　私の心の中に、愛いとおしさが膨ふくらんでいく。

　……ああ、私は、いつの間に、彼をこんなに愛していたんだろう……？

「何がホントのことですか」

　私はテーブル越ごしに手を伸のばし、彼の柔やわらかなほっぺたをキュッとつねってやって、

「イジワルというのは、こういうことを言うんですよ？」

「うわあん！　先せん輩ぱいに向かってなんてことするんだよおっ！」

　私はなんとなく小動物を構っているような気分になって、

「藤崎さんのほっぺた、赤ちゃんのように柔らかい。とても大人おとなの男のものとは思えません」

　そのままプニプニと押してやると、藤崎さんは子供のようにムキになって、

「やっ、やめろよおーっ！」

　私は笑いながら手を引こうとし……しかし、手のひらがその感かん触しよくを離はなしたがっていないことに気づく。

　……ずっとこのまま触ふれていたい……。

　彼は、私の気持ちが伝わったかのように、動きを止めて私を見る。

　こうして間近で見ると、彼は本当に美しい。

　ミルクで作ったデザートのように、柔らかくて白い頰。

　そこにかけるカラメルのように透すき通る、茶色の瞳。

　驚おどろいたように少し開いた唇くちびるは、熟しかけた果実のような、淡あわいピンク色。

　可愛かわいらしくふっくらとしたその唇は、よく見ると内側にいくにしたがってピンク色が濃こくなっていて……なぜか不思議と色っぽい。

「……キスしたいです。抱だきたいです」

　私の唇から、かすれた声で本心が零こぼれ落ちた。

「えっ？」

　藤崎さんはいきなりカアッと赤くなり、私の手から逃にげると、

「ばかばかっ！　おまえ、ホントにイジワルだっ！」

　私は、彼の体温を失った手のひらを寂さびしく感じながら、

「なぜですか？　正直に言っただけなのに」

「だ、だって、こんなとこで！　だいいち、おまえはオレの後こう輩はいなんだぞ！　エバりすぎ！」

　彼の照れたような顔は、本当に可愛い。

　彼のシャツの襟えりぐりから覗のぞく鎖さ骨こつには、まだあの男の残したキスマークが残っている。

　しかし、それはもう微かすかで、ほとんど見えなくなりそうだ。

　……一日でも早く、このキスマークが消える夜が来るといい……。

　私は、彼を見るだけで沸わき上がる獰どう猛もうな感情を必死で抑おさえながら、そう思う。
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　見渡す限かぎりの空が、夕暮れのオレンジ色に染まっている。

　長い時間をかけて食事を堪たん能のうしたオレたちは、夕ゆう陽ひに照らされた桟さん橋ばしを並んで歩いていた。

「そういえば！　今回はお手て柄がらだったけど、今後は危ないことはしないように！」

　オレは九條を睨にらみ上げながら言う。

「おまえがケガとかしたら、オレはどうすりゃいいんだよ！」

　九條はその顔から優しい笑みを消し、

「いいえ。あなたの身に何かが起きたら、私はどんなことをしてでもあなたを守ります」

　その真しん摯しなまなざしに、オレの心臓がドキンと跳ね上がる。

　九條はオレと向かい合い、オレを桟橋の手すりに追いつめる。

　九條の腕うでに挟はさまれて逃げ場を失ったオレは、そのままの格好で硬こう直ちよくする。

「なっ、なんだよっ？」

「こうしていると、私たちもゲイの恋こい人びと同士に見えるでしょうか？」

「え？」

　オレは、辺りを見回して、いろいろなカップルが桟橋を散歩しているのに気づく。

　仲良く肩かたを寄せ合う老夫婦。はしゃぎ合う若い男女。そしてさすがカリフォルニアという感じで、甘く見つめ合っているすごい美青年同士のカップル。

「……うっ……」

　オレは、彼らがいきなり濃のう厚こうなキスを交かわしたのを見て、一人で真っ赤になる。

「……目を閉じて」

「えっ？」

　オレは驚いて、真っ赤になりながら、

「だ、だめだよ！　こんなところでキスなんか……っ！」

　言うと、彼は可笑おかしそうに笑って、

「なるほど。それはリクエストととっていいんですか？」

「ち……違ちがうっ！」

「……違うんですか……？」

　低い声で囁ささやかれて、オレの鼓こ動どうが速くなる。

　知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こう、彼の瞳が夕陽を映し、少し獰猛に光ってる。

　オレは、魅みせられたように彼の瞳から目をそらせなくなる。

「あなたから、キスを奪うばいたい」

　九條の声は、いつものクールな彼とは別人のように、セクシーだった。

　囁かれただけで、オレの身体からだが甘く痺しびれてしまう。

「オッケーなら、目を閉じて」

　その言葉に、オレは思わずキュッと強く目を閉じてしまう。

　オレの唇に、そっと重なってくる、彼の唇。

　彼の唇は、柔らかくオレの唇を包み込み、彼の舌はオレの舌を滑なめらかにすくい上げる。　>>>♥

「……んん……っ！」

　チュ、と音を立てて舌を吸い上げられ、強い電流が身体を駆かけ抜ぬけた。

　膝ひざから、カクンと力が抜けてしまう。

　座り込みそうになったオレを、九條はしっかりと抱き留めて、

「愛しています、藤崎さん」

　……ああ、彼に、抱かれたい……。

　……一日も早く、この身体から、あの男のキスマークが消えるといいのに……。
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　二日間のロスアンゼルスでのオフを、私はずっとホテルの部屋の中で過ごした。

　篠原くんたちがすすめてくれた美味おいしい料理と漢方のスープで、いったん元気が戻もどってきた。しかしそれも、気分の落ち込みとともにあっさりと消えてなくなった。

　フライトに悪あく影えい響きようが出る、と私は必死で体力の回復につとめた。が、眠ねむれず、食べられず。

　次のホノルル便。私たちは順調なフライトを経へて、快晴のホノルル空港に到とう着ちやくした。

　操縦の緊きん張ちよう感かんだけに支えられていた私は、副操縦士席から立ち上がった途と端たんに激しい目め眩まいに襲おそわれ、慌あわてて抱き留めてくれた皇賀機長の腕の中で、そのまま気を失った……らしい。

「風邪かぜと極度の過労。こんなになるまで操縦席に座らせるなんて、どういう会社だ？」

　目を覚ました時は、ホノルル空港の医務室にいた。顔見知りの医師は、憤ふん慨がいしたように、

「よく寝ねて、きちんと食べて。しばらく休んで体力を回復しないと操縦許可は出せないよ」

　私を医務室に運んでくれた皇賀機長は、厳しい声で、

「君をしばらく地上勤務にまわすように、スケジュール・マネージャーに進言する。いいね？」

「……はい……」

　心身ともに健康で、しかもテストに合格し続けた人間でないと、飛行機を飛ばす資格はない。

　どんなベテランでも、定期的な身体測定で規定範はん囲いに達し、テストに合格しないと、容よう赦しやなく地上勤務にまわされる。それが、パイロットという仕事だ。

　皇賀機長は、私を真っ直すぐに見つめて、

「今の君に、飛行機を操縦する資格はない」

　その言葉は、私の深い深い場所に突つき刺ささる。

「君にも、わかっているはずだろう？」

　その声に含ふくまれたつらそうな響ひびきが、ますます私の心を痛ませる。




　　　　◆




　ワイキキ。ステイ先のホテル。自分の部屋に荷物を置いてきた皇賀機長は、私の部屋に来て、私をすぐさまベッドに追いやった。

　私をしっかりと布団ふとんでくるみ、ベッドサイドに持ってきた椅い子すに座って、

「本社から、君をどこの地上勤務にまわすかを一任された。……どこか希望はある？」

「……いいえ。お任せします……」

　私は、体調の悪さと、精神的なダメージで、ボロボロになっていた。

　……飛べないのなら、どこにいても同じだ……。

　皇賀機長は、深いため息をついて、

「クフレイ教官が、ホノルル訓練所で事務を手伝ってくれないかと言ってきた。退たい屈くつかもしれないが、空港オフィスだと仕事がハードで休んでいることにならないし、だいいち、しょっちゅうチームのメンバーと顔を合わせることになる」

　……空を飛べない時、同じチームのメンバーと顔を合わせるのは、きっとつらい。

「ご配はい慮りよ、ありがとうございます。ホノルル訓練所にお世話になります」

　見上げて言うと彼はうなずいて、

「あの近辺には、ホテルのルームサービスよりもずっと健康的なものを食べさせる店がたくさんある。座っていればいい仕事だし、夕方前にはホテルに帰れるようにしてくれるそうだ」

　彼は、乱れて額に落ちかかった私の髪かみを、そっと整えてくれて、

「……早く元気になってくれ。また一いつ緒しよに飛ぼう」

　胸が痛くなるほど優やさしい声に、泣いてしまいそうになる。

　……私は、ずっと、あなたに相応ふさわしいコー・パイロットになりたかった……。

　……でも、私のような人間には、あなたの隣に座る資格はないのかもしれません……。
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　……桂人は、あの夜、加藤と会っていた……。

　心が、鋭く痛む。

　桂人が倒れた日から三日後。私たちのチームは、ロスアンゼルスにいた。

　桂人がいるフライトに慣れてしまっている私には、彼の不在はとても大きかった。

　副操縦士席には、桂人の同期だという佐さ々さ木きというコー・パイロットが乗った。

　彼の粗あらい仕事ぶりを見るにつけ、桂人のことばかりを思いだした。

　何かと私語の多い佐々木に閉口しながらフライトを終え、部屋に遊びに来てくださいという彼の誘さそいを丁重に断り、私は自分に割り当てられた部屋の前にいた。

　……桂人の心は、私にはない。解っているのに……。

　鍵かぎを開け、ドアノブを回しながら、私はまたつらいため息をつく。

　……どうして、あきらめられないんだろう……？

　部屋に入り、荷物をクローゼットに入れる。

　ソファの上にルームキーとコートを投げ出し、そのまま窓に近づく。

　ロスアンゼルスの夜空を見つめながら、私はため息をつく。

　……桂人は今いま頃ごろ、何をしているだろう……？

　ホノルル訓練所は、訓練の日以外はとてものんびりした場所だ。

　木々に囲まれ、すぐそばには美しい海もある。

　……彼は、少しはゆっくりしているだろうか？

　……それとも……？

　私の心がズキリと痛む。

　……あの男に連れん絡らくを入れ、空を飛ぶことなど忘れ、逢おう瀬せを重ねてしまっているだろうか？

　……桂人は、加藤に……抱だかれているのだろうか？

　桂人は、昔、あの男に数え切れないほど抱かれたと言っていた。

　あの男と桂人が抱き合っている姿を想像するだけで、私は狂くるいそうになる。

　……こんなに愛しているのに、君の心も身体からだも、ほかの男のものなのか……？

　私は、彼の見とれるほど美しい顔や、そのしなやかな身体だけに惹ひかれたわけではない。

　背筋を伸のばした凜り々りしい姿の奥にある、その傷つきやすい魂たましい。

　冷たい表情の向こう側に隠かくされた、日ひ溜だまりのようにあたたかな、その優しさ。

　私は、彼の強さだけではなく、その繊せん細さいさや脆もろさも含めて、彼のすべてを愛している。

　腕うでの中に包み込み、彼を傷つけるすべてのものから、全身全ぜん霊れいをかけて守りたい。

　……なのに、君は、振ふり向いてもくれない……。

　……せめて……声が聞きたい……。

　思いながらライティングデスクに近寄る。私の手が、勝手に受話器を持ち上げる。

　……私は、彼の恋こい人びとでもなんでもない。

　……私に、彼の行動を探る権利はない。

　自分に言い聞かせ、ため息をつきながら、受話器を戻す。

　彼とした、二度だけのキスを思いだす。

　一度目のそれは、アルコールに助けられて。

　そして二度目は無理やりに奪うばった。

　唇くちびるを触ふれ合わせた時、彼の心は私の上にはなかった。

　だが、私は、彼とのキスを思うだけで、愛いとおしさと欲望に狂いそうになる。

　二度目のキスの時の、桂人の言葉が耳の奥にまた蘇よみがえる。

『あなただけは、愛さない』

　私は眉まゆを寄せ、胸の痛みに耐たえた。

　……私は一生、この痛みに耐えながら空を飛ぶのだろうか……？

　……いや……。

　私は夜景を見ながら、さっきまでのフライトを思いだす。

　操縦をしながら、上うわの空になる瞬しゆん間かんがあった。

　それは、佐々木とコンビを組んで飛ぶことに不慣れなだけではなく……？

　私は額をガラスに押し付け、深い深いため息をつく。

　パイロットは、何百人もの人命を預かる。

　……半はん端ぱな気持ちで続けていい仕事ではない……。

　私は空を飛ぶことが好きだ。想像しただけで身体が熱くなるほど。だが……。

　このままの状態が続くようだと、私はいつか重大な事故を引き起こしてしまうかもしれない。

　……私には、もう、飛ぶ資格がないのだろうか……？
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「藤崎さん。あの……」

「うわあっ！」

　制服はちゃんとハンガーに、と言おうとしていただけの私は、彼にいきなり叫さけばれて、驚おどろいてライティングデスクの前で固まる。

　振り向くと、彼はベッドの上に座ったまま硬こう直ちよくしていた。

「……なっ、なんだよっ！」

　頰ほおを真っ赤に染めながら、私を睨にらみ上げる。

　彼は、以前のように脚あしをさらした無防備な格好はしていない。

　ワイキキのショッピングセンターで買ってきたらしいパジャマと、その上から、部屋に備え付けのバスローブをしっかりと着込んでいる。

　ラフな格好をするのが好きな彼らしくもなく、パジャマのボタンを一番上まで留めている。

　私の視線を感じると、恥はずかしそうに自分を抱きしめる。

　……なんだか、日に日にガードが固くなっていくような気がする。

　……私のことをセックスの対象として見てくれるようになってきたということか？

　私は思いながら、彼に一歩近づく。

「……よ……用事があるならそこで言えよおっ！」

　泣きそうに潤うるんだ目があまりに可愛かわいらしくて、私の中に、『イジメてしまいたい』という欲求が頭をもたげる。

　……まったく。好きな子をイジメる小学生じゃあるまいし……。

　私は心の中で苦笑しながらも、

「どこで言おうと私の勝手でしょう？」

　言いながら、ゆっくりと彼に近づいていく。

「……やっ、来るなってばっ！　まだキスマーク、消えてないんだっ！　だからダメっ！」

　彼は私の歩みに合わせてじわじわと後ずさる。背中がベッドのヘッドボードに当たってしまうと、驚いたようにビクンと身体を震ふるわせる。

「藤崎さん」

「なっ、なんだよっ！」

　彼の頰、そして首筋までが、色っぽいバラ色に染まっている。

　そして、言葉とはうらはらな、発情したように潤んでしまっている瞳ひとみ。

　それ以上近寄らないで、と懇こん願がんするような顔が、本当に愛らしい。

「藤崎さん」

　言いながらベッドに座ると、彼はきゅっと目を閉じて身体を硬直させる。

「……う……」

　その華きや奢しやな身体を引き寄せ、そのまま抱きしめてやると、彼はまるで達してしまったかのようにため息をもらした。

「……ああ……」

　その色っぽい声が、私の理性をふっと揺ゆるがせる。

　私はイジメるのも忘れて、その柔やわらかな髪かみに顔を埋うめる。

　藤崎さんの髪からは、とても甘い香かおりがする。

　……私と同じ、ホテル備え付けのシャンプーを使っているはずなのに、どうして彼はいつでもこんなにいい香りがするんだろう？

　その身体は少し力を入れただけで壊こわれてしまいそうに華奢で、ふわりとあたたかい。

「藤崎さん」

　私は思わず彼の耳たぶに唇を押しつける。

「……やっ、やあ……！」

　彼はそれだけでフルフルと身を震わせ、小さく喘あえいだ。

　……抱きたい……。

　私の心に、怖こわいほど強い欲望が走り抜ぬけた。

　……今すぐに、彼の身体からすべてをはぎ取って、貫つらぬいて、私のものにしたい……。

　その欲求があまりに強すぎて、私は驚いてしまう。

　……いけない……。

　私は、慌あわてて理性を総動員させる。

　……今、抱だいたとしたら、きっと私は抑よく制せいが利きかず、彼の身体を傷つけてしまう……。

　……彼がきちんと許可をくれるまで、耐えるのだと決めたじゃないか……。

「……九條……いや……っ」

　彼が私の腕の中で力なく抵てい抗こうする。

　彼の怯おびえたような、しかしとても甘い声が、私の理性を吹ふき飛ばしそうになる。

　……なんて人だ、まったく……。

　私は苦笑しながら彼の耳に口を近づけて、

「……藤崎さん。本当にイケナイ人だ。いつも言っているのに……」

　囁ささやいてやると、彼はまるでとてもいやらしいことを言われたかのように身体を震わせ、

「……やっ……な、何を……っ」

「……制服は、ハンガーに……」

「……だめっ……そんなコト……っ」

　彼は一いつ瞬しゆん何を言われたのか解らなかったらしく喘いでしまい、それから我に返ったように、

「へっ？」

　いつものドングリ眼まなこで私を見上げてくる。私は、

「ですから、制服はハンガーに。また慌ててホテルにクリーニングを頼たのむことになりますよ」

「うっ！」

　彼はみるみる真っ赤になり、私を突つき飛ばすようにして立ち上がって、

「ち、畜ちく生しよう！　オレをからかってたなあっ！」

　地じ団だん駄だを踏む様子が、本当に可愛い。

　……とはいえ、彼の寝ね姿すがたはやはり色っぽい……。

　藤崎さんはいつものように毛布を抱き、身体を猫のように丸くして眠っている。

　パジャマの裾がめくれ上がり、細い腰が見えてしまっている。

「……まったく」

　私はベッドから下り、

「失礼します、藤崎さん」

　言って、彼のパジャマを引き下ろしてやる。

「……うぅん……九條……」

　彼は寝言らしい声で言い、毛布を離して上向きに寝返りを打つ。

　キスを誘さそうような唇が、小さく開いて寝息を漏もらしている。

　彼としたキス、あの時の彼の様子を思いだす。

　私は心が震えるような愛いとおしさを感じ、額に落ちかかった彼の髪をそっと梳すき上げてやる。

「……愛しています、藤崎さん……」

　囁くが、この間まであんなに誘っていた彼は、今は安らかな寝息を返してくれるばかりだ。

　……耐たえることが、こんなにつらいだなんて……。

　私は、身体からだの奥底から沸わき上がってくるような獰どう猛もうな衝しよう動どうに耐えながら思う。

「……九條、すき……」

　彼の無責任な寝言に、私はため息をつく。

　……彼が気楽に誘っていたのは、自分が何をしているのか解っていなかったからだろう。

『抱いて』というのは、きっと、優やさしく抱きしめてくれ、という意味くらいにしか思っていなかったんだろう。

　彼が想像していたのは、そこから一歩進んでもキスか、最高でも学生同士がお互たがいに指でするようなちょっとエッチなことくらいだろう。

　……しかし……。

　私は、藤崎さんの無防備な身体を見下ろし、

　……私は、あなたを狂くるうほど喘がせ、あなたの蕾つぼみを自分の欲望で貫いて……自分だけのものにしたいんですよ？

　私はため息をついて、ルームキーと財布を手に取る。

　……このまま同じ部屋にいたら、いきなり襲おそいかかってしまいそうだ。

　私は部屋を出て、ホテル最上階のバーに向かった。

　バーに入った私は、カウンターの隅すみのスツールに皇賀機長が座っていることに気づく。

　間接照明に照らされた彼の端たん整せいな横顔には、濃こい苦く悩のうの色が浮うかんでいる。

　……有川さんの体調が、心配なんだな。

「……皇賀機長」

　私は、彼のそばに立って声をかけた。

　考えに沈しずんでいたような彼は、ハッと我に返って私を振ふり向き、

「……ああ、九條くんか」

　まだ少し呆ぼう然ぜんとした顔で言い、それから私の後ろに視線を移し、

「藤崎くんは？　一いつ緒しよじゃないのか？」

「藤崎さんはお子様なので、もうグーグー寝ています。ですが、お子様にしては寝姿が色っぽすぎて。妙みような気分にならないように逃にげてきました」

　言うと、彼はクスリと笑って、

「お互いに寂さびしく一人か。よかったらここにどうぞ」

　私は、彼が指さした隣となりのスツールに腰こしをかける。　>>>♥

　彼の前には、バーに相応ふさわしくない、コーヒーの入ったカップが置かれていた。

「明日はオフなのに。アルコールは飲まれないのですか？」

「オフの前日でも、できるだけ飲まないようにしているんだ。油断して少し体調を崩くずしただけで、仕事に支障が出るし……」

　彼は言って、体調を崩した有川さんのことを思いだしたのか、また沈んだ顔になる。

「では、私も見習わせていただきます。……すみません、コーヒーをお願いします」

　近づいてきたバーテンダーに頼み、彼のカップが空に近いのを見て、

「皇賀機長は、お代わりはどうなさいますか？　別のソフトドリンクをお選びになりますか？」

　手元にあったメニューを差し出すと、彼は、

「ああ、同じでいいよ、……私もコーヒーを」

　彼はバーテンダーに注文し、それから私を振り向いて、

「君も、だんだんキャビン・アテンダントらしくなってきたね。最初はムッツリしてばかりで、『このお坊ぼつちゃんはどうなることだろう？』と思ったけれど」

　にやりと笑ってくれる。

　彼は、私がアメリカーナ・エアラインの社長の息子むすこであることを知っている。

　卓たく抜ばつしたその操縦技術で知れ渡わたった彼は、社長である私の父ともともと面識があった。しかしそれだけでなく、私がこのチームに加わることが決まった時、父から直接『息子をよろしく』という連れん絡らくが来たらしい。

　この路線の担当で、よく交代機長として一緒に乗務する石嶋機長と、コー・パイロットの有川さんのところにも、同様の連絡が来たらしい。私はそれを聞いて赤面した憶おぼえがある。

　私と皇賀機長の前に、芳かぐわしい香かおりのコーヒーが置かれる。皇賀機長はカップを持ち上げ、

「事件の後、社長からお電話があった。息子をなんとか本社に異動させたい、何かいい案はないか、とね。いいお父さんじゃないか。少々親バカだが……ああ、失礼」

　私は深いため息をついて、

「その話はやめてください。父の顔を思いだすと、せっかくのコーヒーの味が悪くなります」

　私が言うと、彼は楽しそうに笑う。……が、すぐにその笑顔は曇くもってしまう。

「あの……余計なことかもしれませんが……」

　私は、我が慢まんできなくなって、言ってしまう。

「……もしかして、有川さんと何かあったんですか？」

「え？」

「……いえ、有川さんが元気がない時は、たいてい皇賀機長と喧けん嘩かをしたとか、そんな雰ふん囲い気きの時が多いから……」

　言うと、彼は苦笑して、

「さすが、同じフライト・チームのメンバーだ。鋭するどいな」

「チームのメンバーは、皇賀機長と有川さんが、本当に好きです」

　私は、彼の顔を見つめながら、

「メンバー全員、有川さんのことを心配し、彼が一日も早く復帰なさることを願っています」

　皇賀機長は、とても優しい笑みを浮かべて、

「ありがとう。私も桂人も、いいメンバーと仕事ができて幸せだよ」
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　ホノルル訓練所は、裏オアフに近い、観光客のほとんど来ない場所にある。

　シミュレーション訓練の予約が入っている日だけ忙いそがしいが、そのほかの日は、ここは噓うそのように静かでひと気けがない。

　仕事は、朝の十時から夕方の四時まで。なのに、クフレイ教官は、私にいつもランチの時間を三時間もとらせる。

　訓練所の敷しき地ちのすぐ外にあるカフェが、彼のおすすめのランチスポットだった。

　嵐あらしが来たら吹ふき飛ばされてしまいそうな、白ペンキで塗ぬられた木造の建物。

　入り口には、椰や子しの葉で葺ふかれたハワイ風のひさし。

　ひさしの向こうには、広々とした太平洋が広がっている。

　店長はクフレイ教官の幼なじみの、無口だが気のいいハワイ人の男性で、いつでも私のためにヘルシーなランチをたっぷりと用意してくれていた。

　私が体調を崩していると聞いてからは、ディナーのためのテイクアウトまで用意してくれる。

　ここに来て美しい自然に囲まれ、ストレスを忘れ、きちんと食事をとるようになってから、私の体力はみるみる回復した。

　身体が回復してくるにつれ、飛びたい、と空ばかりを見上げるようになった。

　……クフレイ教官、ホノルル訓練所のメンバー、ここの店長、そして私がここに来られるように手配をしてくれた皇賀機長にも……もう足を向けて寝られないな……。

　土日にはサーフィンをする若者たちで混み合うこの店には、今は、私と、暇ひまそうに雑誌をめくっている店長しかいない。

　日本のカフェと少し違ちがう、濃いエスプレッソの香りとアメリカらしい甘あま味みの強い菓か子しの香り。

　その香りに、ニューヨークの本屋の二階のカフェを思いだす。

　そして、あの時向かいに座っていた、皇賀機長の顔も。

　彼の顔が浮かんだ途と端たんに、また身体からだを走る、甘く、鋭い痛み。

　……ああ、これはなんだろう……？

　……彼にひどいことを言ったことへの良心の呵か責しやく？

　……自己管理を怠おこたって体調を崩してしまったことへの自己嫌けん悪お？

　……それとも飛べないことに対する寂しさ？

　どれも違ちがう気がする。

　……ああ、どうして彼を思いだすと、こんな気持ちになるんだろう？

　エメラルドグリーンの海の上、真っ青な空に、大きくそびえ立つ積せき乱らん雲うんが見える。

　開いたままのテラスへのドアから、ふっと湿しめった風が吹き込んでくる。

　窓の外にある木々の大きな葉に大おお粒つぶの雨が当たり、ポツポツ、と音を立てる。

　そして、いきなりそれは強い天気雨に変わる。

　それは木々を濡ぬらし、花々を潤うるおす。芳しい緑の香りが、ひときわ強くなる。

　私は、知らず知らずのうちに、また空を見上げてしまう。

　……あの積乱雲は、ちょうど飛行ルートのそばにありそうだな……。

　積乱雲の中はもちろんだが、その周辺も気流が荒あれていることが多いのでとても危険だ。

　私は、皇賀機長がそれを避さけるためにとるであろうルートを頭の中でシミュレーションする。

　そしてまた、飛びたいという欲求に胸を痛める。

　軽口のせいでいい加減に見えるが、彼は、操縦に関しては、完かん璧ぺき主義で、神経質で、慎しん重ちようだ。

　乗客への負担を少しでも減らし、快適な空の旅を楽しんでもらおうとしている姿勢には、操縦の腕うでがいいだけではない、旅客機のパイロットとしての適性を感じる。

　……それに比べて私は……。

　……自分の技術を磨みがくことばかりに執しゆう着ちやくし、あげくに男との恋れん愛あい沙ざ汰たで体調を崩して……。

　青い空を、ジャンボジェットの白い機き影えいがゆっくりと横切っていく。

　慣れ親しんだコックピットを思いだし、私はため息をつく。

　……コー・パイロットの佐々木くんとは、うまくやっているだろうか……？

　彼は、訓練所時代の私の同期で、皇賀機長に前から憧あこがれていると公言してはばからなかった。

　いつも挑いどむように私を見ていた、彼の目。

　彼は訓練所にいた頃ころから、私にライバル意識を持っていたらしかった。

　そして、私が皇賀機長のコー・パイロットに任命されてからは、ますますその態度はあからさまになった。私のように戦意のない者にとっては、彼の挑ちよう戦せん的な態度は、疎うとましかった。

　……しかし……。

　……今の私には、なぜか、彼がとてもうらやましい……。

　皇賀機長と彼が、コックピットに並んでいる姿が目に浮うかぶ。

　彼の挑戦的な目は、それだけ熱意があるということ。

　彼は態度は大きいが、とても熱心で、才能に溢あふれるパイロットだ。

　彼にサポートしてもらい、同時に彼を育てることは、皇賀機長にとってはとてもやりがいのある仕事だろう。

　……きっと、私といるよりも、ずっと……。

　皇賀機長が私の代わりに佐々木をからかい、石嶋機長や、コーヒーを運んできた篠原くんが笑っている姿が目に浮かぶ。

　……皇賀機長は、ステイ先のホテルでは必ず私の部屋を訪ねた。同じように、佐々木くんの部屋を訪ねているだろうか……？

　途端に、胸の奥に何かが突つき刺ささるような、鋭い痛みが走った。

　私は思わず息をのみ、その重く暗い痛みに耐たえた。

　……これはなんだろう……？

　……なぜ、こんなに胸が痛むんだろう……？

　後ろで、店のドアに下げられているウッド・ベルが鳴る。店長の、いらっしゃいませ、というけだるげな声が聞こえる。

　……飛びたい……。

　私は、自分の中に湧わき上がってきた純じゆん粋すいな欲求に驚おどろいていた。

　……皇賀機長と一いつ緒しよに、また飛びたい……。

　私は、空を見上げながら、つらい気持ちで思う。

　……でも……彼は、私のことなど、もう必要としていないかもしれない……。

「……君らしい。やっぱり空を見上げているなんて」

　後ろから聞こえた声に、私はその格好のままで硬こう直ちよくした。

「……飛びたい？」

　聞き慣れた、その低い美声。聞き慣れた足音が、後ろから近づいてくる。

　長いストローク。私を置いていかないように、いつもゆっくりと歩いてくれるそのリズム。　>>>♥

　私は、空を見上げたままで固く目を閉じる。

「……飛びたいです」

　正直な気持ちと一緒に、私の目め尻じりから、涙なみだが一筋流れ落ちた。

「……とても、飛びたいです……」

「よかった。ここの生活が楽しくて空のことなど忘れているかも、と少し心配だった」

　彼はテーブルの角を隔はさんだ隣となりのイスを引き、ゆっくりとそこに腰こし掛かける。

　ふわりと鼻び孔こうに届いた、芳しい彼のコロンの香かおりに、胸が甘く痛む。

　彼の声を、彼の存在を、彼とまた一緒にいられる日々を、待ちこがれていたことを知る。

「四日後の、ニューヨーク発、東京行き。私と一緒に乗務して欲しい。体調は万全？」

　私は目を開けて姿勢を正し、隣に座っている彼の端たん整せいな顔を見返す。

「もちろん万全です。また一緒に飛ばせてください、皇賀機長」
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　桂人とハワイで会った日から、三日が過ぎた。

　私はあの日の夜の便でサンフランシスコに飛び、もどかしいオフを経へて、やっと桂人と合流できるニューヨークに到とう着ちやくした。

　雪のために滑かつ走そう路ろが混み合い、ケネディ空港の上空には着陸待ちで旋せん回かいする飛行機が溢あふれた。

　到着が遅おくれることを気にして、機長はたいてい気き忙ぜわしい気持ちになるが、その中でも一番、早く着陸したい、と思っていたのは、私かもしれない。

　桂人が乗ってきたのは、ホノルル発、０４５便のはず。今日の昼にはニューヨークに到着し、彼はステイ先のホテルにすでにいるだろう。

　桂人が次の東京行きから復帰することを発表した時、メンバーからは歓かん声せいが上がった。

　アメリカ便のメンバーは、東京で開く予定の桂人の復帰祝いパーティーの店のことで、フライトの間中盛り上がっていたらしい。

　今日は、佐々木ではなく石嶋機長が、私の隣となりの席に座ってくれている。

　明日のフライトは、飛行時間の関係で交代機長は乗らない。だが、次の日の便でやはり東京に行く彼は、合流して復帰祝いパーティーには参加するらしい。

　……桂人は、本当にみんなに慕したわれているな。

　ハワイで見た、すっかり元気を取り戻もどしていた彼の様子を思いだす。

　……一いつ瞬しゆんでも早く、彼に会いたい。本当は、今夜、抱だきしめて、奪うばってしまいたい……。

　私は、切実に思う。しかし。

　……強引なことをしないと、心に誓ちかったじゃないか……。

　だから、ハワイでも、少し話をしただけで、私はすぐにあの店を出た。

　繊せん細さいな彼には、私の強引な性格は、きっと苦痛だ。

　苦痛は彼の神経と身体からだを苛さいなみ、もともと頑がん強きようではない彼から、その体力を奪う。

　彼がいない日々がまた来たら、と思うだけで、心の底が冷えるような気がする。

　……彼と飛べる、それだけでも幸せだと思わなくてはいけない……。

　……彼の気持ちを尊重し、彼が心を開いてくれるまで、私はいくらでも待たなくては……。

　自分に言い聞かせるが……ついついため息が出てしまう。

　……今夜、部屋に好物を届けるくらいなら……許されるかな……？
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　私はゆっくりとホテルの廊ろう下かを歩いた。

　このホテルがアメリカーナ・エアラインのクルーのためにキープしてくれている部屋のルームナンバーは、すでに記き憶おくしてある。

　皇賀機長がいつも泊とまるスウィートルームは……二十八階、ナンバーは２８５９。

　……しかし……。

　私は、その部屋の前に立ちながら、ふと思う。

　……皇賀機長以外にも、機長は何人もステイしている。

　だから、同じランクの部屋はいくつかキープしてあるはずで。

　……もし、今日に限って、ここには別の機長が宿しゆく泊はくしていたら……？

　私はコク、とつばを飲み込んでから、手を強く握にぎりしめ、

　……そんなことで怯おびえていてどうする……？

　……皇賀機長が見つかるまで捜さがして、きちんと話をするしかない……！

　私はノックしようと、握りしめた拳こぶしを上げるが、そのままの格好で硬こう直ちよくしてしまう。

　ドアについた、小さな丸い覗ドア・きスコ穴ープ。

　外からは、内側の様子を覗くことはできないが……中に明かりが点ついているかどうかは解る。

　ドアにつけられた、『２８５９』の部屋番号。その下のドア・スコープは……少しだけオレンジ色に光って見える。

　……彼は……外出せずに、部屋にいる……。

　思ったら、心臓がズキリと跳はね上がる。

　……しかし、彼は私の部屋には来なかった……。

　同じホテルにいても私の部屋を訪ねる気がない、と言われたような気がした。

　彼と話をする、という決心がスッと萎なえてしまいそうになる。

　……来たのが私だと知っても、彼はドアを開けてくれるだろうか……？

　ハワイでの彼は、優やさしく紳しん士し的で。しかしまるで私から逃にげるように、素早く帰ってしまった。

　……あれは、私にあきれ、私との個人的な付き合いを避さけたいという意思表示なのではないだろうか……？

　思ったら、血の気が引いてしまう。

　このまま逃げてしまいたくなる。

　……だが……。

　私はきゅっと拳を握り直し、

　……彼は、いつも、こんな緊きん張ちように耐たえて、私のドアをノックしてくれていたんだ……。

　私の手が、そっと彼の部屋のドアをノックした。

　彼がいつもしてくれていたように、三回。

　ふと、部屋の中に人の気配がした。

　絨じゆう毯たんの上を、こちらに走ってくる足音。

　その長いストロークの感じは……皇賀機長だ……。

　……ああ……逃げてしまいたい……。

　私が思わず一歩後ずさった時、

「ボブ！　頼たのむよ！　いったいいつまで待たせる気だ？」

　聞き慣れた声とともに、ドアが勢いよく開いた。

「言っただろう？　冷れい凍とうライチがないと、私の女神は部屋にすら入れてくれな……」

　皇賀機長は、そこでブツリと言葉を切った。

　彼の目が私を見つめ、そのまま驚きよう愕がくしたようにゆっくりと見開かれる。

　ハワイで久しぶりに会った時。彼は少し瘦やせたな、と思った。

　もともと引き締しまっていた頰ほおがさらに削そげて、野性味を増している。

　その感じが、ますます男っぽく見えて、私の心はズキリと痛む。

　彼は、まだ制服を着たままだった。

　上着だけを脱ぬいだ、紺こん色いろのスラックスと、機長用のワイシャツ姿。

　白いワイシャツの肩かたに、紺こんに金色の四本線のある肩けん章しよう。胸に金色のウイングマーク。紺のネクタイに、アメリカーナ・エアラインの社章の彫ほり込まれた金のネクタイピン。

　久しぶりに見る、彼の凜り々りしい制服姿に、身体がカッと熱くなる。

「こ……こんばんは」

　何を言っていいのか解らず、思わず言ってしまった言葉に、彼は、

「……あ、ああ、こんばんは……」

　呆ぼう然ぜんと言い返し、その端たん麗れいな顔に似合わない慌あわてたような声で、

「天候のせいで、飛行機の到着が遅れた」

「え？」

「しかも、フライトの間に冷凍しておいてくれと頼んでおいたライチを、忙いそがしいらしくて、ルームサービス係がなかなか持ってこない」

「は？」

　彼は言葉を切り、手で顔を覆おおって、何を言っているんだ私は、と呟つぶやく。

　それから思い切ったように顔を上げ、ふと真しん剣けんな顔で私を見つめた。

「君の部屋に行くつもりだった」

「……あ……」

　彼はドアを大きく開き、身体を脇わきに寄せるようにして、

「よかったら、入らないか？　ええと……」

　言葉を切り、少し苦しげな声になって、

「……私と二人きりになるのが嫌いやでなければ」

「嫌なら来ません」

　言った私の声はいつものように冷れい淡たんで……私は自分で自分が嫌になる。

　……ああ、どうしていつも素直になれないんだろう……？

　思いながら彼の脇を抜ぬけ、部屋に入る。

　彼の部屋は、リビングとベッドルームが別々の、続き部屋だった。

　マンハッタンのスノッブが好みそうな、重厚な室内。

　深い色の木でできたライティングデスクと、それによく合う色のローテーブル。

　重そうなカーテンと同じ布で張られた、座り心地のよさそうなソファセット。

　彼の部屋に入ったことのなかった私は、部屋を見み渡わたして少し驚おどろいてしまう。

　……こんないい部屋に泊まっていながら、私の狭せまいダブルルームに入り浸びたっていたなんて。

　開け放たれたカーテン。その向こうの巨きよ大だいな窓いっぱいに広がる、マンハッタンの夜景。

　私の部屋とは比べものにならないほど窓が大きく、階が上で遮さえぎるものが少ないせいか、ここからの夜景はますます美しく見える。

　クリスマスイルミネーションに煌きらめくマンハッタンの上空には、静かな星空。

　月の光の中、ゆっくりと瞬またたきながら横切っていく飛行機の明かり。

　私はそれを目で追いながら、深呼吸をする。

　……今夜言わなければ、私は一生後こう悔かいすることになるだろう……。

　覚かく悟ごを決めて振ふり向くと、彼は部屋の入り口に立ったまま、私を見つめていた。

　私と目が合うと、彼はどこか苦しげな笑みを浮うかべて、

「ああ、失礼。見とれてしまった」

「え？　ああ、そうですね。ここからの夜景はとても……」

「夜景にではない。見とれていたのは、君にだ」

　彼は低い声で言って、ゆっくりと部屋を横切ってくる。

　彼との距きよ離りが縮まるにつれ、私の動どう悸きも速まってくるような気がする。

　彼は、私から紳士的な距離を保ったまま、立ち止まる。

「あきらめようと思った。でも、あきらめられない」

　彼の真しん摯しな声。

「私にとって、君は、運命の空の女神だ。ただ……」

　彼はふとつらそうな顔になって目をそらし、

「……君にとっては、私は運命の相手ではないのかもしれないが……」

「皇賀機長」

　私は、彼の顔を真っ直すぐに見上げ、

「あなたがいなかったら、私はずっとあのまま、悪夢から目を覚ますことができなかったかもしれません」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみを見つめると、コックピットのフロントウインドウに広がる夜空を思いだす。

「あなたは、私に、飛ぶことの本当の喜びを教えてくれました」

　彼は、驚いたように私に視線を戻もどす。

「……桂人……」

　囁ささやきに近い彼の声は、身体からだが蕩とろけてしまいそうなほどの情熱を、その奥に秘めている。

　……ああ、どうして今まで気がつかなかったんだろう……？

　彼の視線に包まれている安心感に、涙なみだが出そうになる。

　……こんなに優しい人が、そばにいたのに……。

「……桂人」

　彼は私に近づき、その大きな手で私の肩を包み込んだ。

「……あ……」

「嫌きらわれてもいい、拒こばまれてもいい。もう、私は限界だ」

　その呟くような低い声があまりにセクシーで……私の心臓はズキリと甘く痛む。

　彼の制服からは、コックピットと同じ香かおりがした。

「もう君なしでは飛べない。いや……」

　彼と一いつ緒しよに飛んだ空を思いだし……涙が溢あふれそうになる。

「……君なしでは、生きることすらできないよ……」　>>>♥

「……皇賀機長……私はきっと、あなたを……」

　私は深呼吸をして、自分の気持ちを確かめる。

　……そうだ、私は、彼のことを……、

「あなたを、愛しています」

　その言葉の余よ韻いんが唇くちびるから消えないうちに、私の身体が引き寄せられた。

「……あっ」

　彼はその逞たくましい腕うでに、私を強く抱だきしめて、

「今すぐ抱きたい」

　……ああ……。

　私は、彼の腕の中で思わず喘あえいだ。

　……今すぐに、抱いて欲しい……。

　私の中に生まれたのは、激しい欲望。

　しかしそれは、快楽への欲求ではなく、何かもっと切ないような気持ち。

　……彼を愛している……。

　……私のすべてはもう彼のものだ……。

　……私が彼のものであるというその証あかしを、ゆっくりと、深く、私の身体に刻んで欲しい……。

「抱かれたいです。でも……」

　私は彼の背中にゆっくりと手をまわして、

「……急ぎたくない。初めての夜を、おざなりに終わらせたくないんです」

　もしかして彼は怒おこるだろうか、と思いながら言う。

　しかし、彼は優やさしい声でふっと笑って、

「それは、一晩かけて、じっくり愛して欲しいということだね？」

「そ、そうではありません！　そうではなく……明日のフライトに影えい響きようが出たら……」

　言うと、彼はふっと笑って、

「初夜がすんだばかりの花はな嫁よめを、あんな狭いコックピットに押し込めるのは可哀かわい想そうだしね」

「皇賀機長！」

　真っ赤になって叫さけぶ私を見つめ、彼はふいにとても真剣な顔になる。

「……東京に着いたら、君を抱く。君のすべてを、私のものにする」

　囁くような低い美声に、私の心臓が甘く痛む。

　そのセクシーな眼差し、その真摯な口調に、身体が蕩けそうなほど熱くなる。

「……いいね？」

　その言葉に、私は彼を真っ直ぐに見つめ返して、

「……はい。東京に着いたら、私のすべてはあなたのものです」

　彼のハンサムな顔が、息が触ふれそうなほどに近づいてくる。

　私はそっと目を閉じて、彼の唇を待つ。

　二人の唇が、ゆっくりと重なり、私の身体に甘い震ふるえが走る。

「……ん……」

　……ああ……こんなに心が震えるキスは、初めてだ……。　>>>♥




　　　　◆




　飛行機の外部点検、そしてコックピット内の準備を終えた私と皇賀機長は、一番前方のボーディング・ブリッジに立ってゲートの向こうのロビーに溢れるお客様を見ていた。

　皇賀機長は、こうしてお客様の様子を遠くから見渡すのを習慣にしている。

　気持ちに余よ裕ゆうがなかった私は、いつもコックピットにすぐ入ってしまっていたのだが……。

「我々は、これから彼らの命を預かる。お客様の姿をきちんと見て、それを心に刻むんだよ」

　彼の静かな声に、私はしっかりとうなずいた。

　周りには、空港の旅客担当や整備担当者が行き来し、バタバタと飛行準備を進めている。

　何かの打ち合わせをしながらファースト・クラスのギャレーから出てきた篠原くんとラウくんが、並んで立っている私と皇賀機長を見て、とても嬉うれしそうに笑ってくれる。

「ブリーフィングの時にも思いましたが……お二人が並んでいる姿を見ると、ホッとします」

　チェックシートを持った篠原くんが、近づいてきて言う。ついてきたラウくんが、

「本当です。この間までいたコー・パイロットの佐々木さん、腕はいいけどタカビシャ……」

　言いかけたところで、篠原くんに軽く肘ひじ鉄てつを入れられて言葉を切る。ラウくんは、

「皇賀機長、おめでとうございます！　その幸せそうな顔、見るからに無事に初夜を……」

　言って、今度はけっこう強い肘鉄を入れられて、みぞおちを押さえて呻うめく。

　失礼しました、と言う篠原くんに、皇賀機長は肩かたをすくめて、

「いやあ。残念ながら、フライトに影響が出るので、初夜は東京に到とう着ちやくしてから……」

「皇賀機長！」

　私が睨にらむと、彼は楽しそうに笑う。ラウくんが皇賀機長に、

「お互たがい、奥さんの尻しりに敷しかれているみたいで……」

「誰が奥さんだっ！」

　篠原くんに怒ど鳴なられて、ラウくんがギャレーに逃にげていく。その後ろ姿を見てから、篠原くんは、コホン、と咳せき払ばらいをして、

「客室、異常ありません。私はギャレーにいますので、何かありましたら」

　言って踵きびすを返す間際、私に片目をつぶってくれる。

　恋こいの告白大会がすんだことがこの二人にはお見通し？と思って、私は思わず赤くなる。

「……桂人」

　いきなり、耳元で甘い声で名前を呼ばれて、私は思わず飛び上がる。慌あわてて彼を睨み上げて、

「仕事中です。有川とお呼びください」

　言うと、彼は声をひそめて、

「仕事以外の時間に私を名前で呼んでくれるのなら、仕事中に君を名字で呼んであげよう」

　私は、まったくこの人は、と思いながらも、声をひそめて、

「……わかりました」

「……その約束を忘れないでくれ。有川くん」

　彼は言って、優しく笑ってくれる。

　その笑顔がとても眩まばゆくて、私は頰ほおを熱くしてしまいながら思わず目をそらし……。

「……あ……」

　ブリッジの向こう、乗客用の待合ロビーに見慣れた人ひと影かげを見つけて、そのまま固まる。

　……加藤……。

　彼の舐なめ回すような視線に、偶ぐう然ぜんではなく、私が乗務していそうな便を選んで乗ってきたんだな、という気がする。

　少しだけ強くなった私の中に、彼への怒りが沸わき上がる。

　皇賀機長の手が、大だい丈じよう夫ぶ？というようにそっと私の腕を摑つかんだ。私は彼を振ふり返り、

「少しだけ、彼と話をしてきていいですか？」




　　　　◆




　私と加藤は、ひと気のない非常階段で向かい合っていた。加藤はとても嬉しそうな顔で、

「凜り々りしくて、たまらないな、その制服姿」

　私の頭の上から足の先までをじっくりと眺ながめ回す。

「こんなところに呼んだってことは、誘さそっているんだよね？」

　いやらしい声で言って、私を壁かべ際ぎわに追いつめる。

「昔はよく、いろいろな場所でセックスしたな。まだ幼さを残していた学生時代の君は、私に感じて、どこでもアンアンよがって……」

　……あの頃ころの私は、背せ伸のびをして親おや許もとを離はなれて外国に来た、ただの不安な子供だった。

　……私の寂さびしさを利用して、この男は……。

「……アンアン言ってでもいなかったら、間が保もたなかったんです。それに……」

　私は言って、彼の顔を真っ直ぐに見つめる。

「私はいつも、痛いばかりでした」

　驚きよう愕がくしたように動きを止めた彼に、

「今から思えば、あなたとのセックスは最低でした」

「……えっ？　ど、どうしたんだ、桂人？　可愛かわいかった君がそんなことを言うなんて……」

　信じられない、という顔をする彼に、

「もう浮うわ気きなんかやめたほうがいい。あなたは、セックスがとてもヘタですよ」

「……うっ！」　>>>♥

　私は彼を押しのけ、非常階段のドアノブに手をかけて、

「二度と私につきまとわないでください。私と機長の妙みような噂うわさを立てたりしたら、あなたの会社と、あなたの奥さんに、あなたが両刀バイであることを匿とく名めいでばらします」

「それだけはやめてくれ！」

　必死で叫んだ彼の、情けない顔を脳裏に焼き付ける。

　……二度と、昔の恋の幻影などに惑わされないように。

「さようなら、加藤さん。……よいご旅行を」

　私は言ってドアを開き、明るい待合ロビーに足を踏ふみ出す。

　皇賀機長の待つ、コックピットに向かうために。
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「……成なり田たに着いたら、ホテルを取ります。三日間の休きゆう暇かの前だ。家には帰しませんよ」

　囁ささやかれて、オレは真っ赤になってしまう。

「……ダッ、ダメに決まってるだろっ！　兄ちゃんに怒られるし……それに……」

「それに？」

「……昨夜、あんなにキスしたじゃないかっ！」

　オレは、ほかのお客様に聞こえないように小声で囁く。

「……だからもう、エッチはおあずけっ」

　昨夜、オレは九條に押し倒たおされ、イヤっていうほどキスをされた。

　オレは、ミーティングの間も、仕事中も、九條の顔を見るたびに真っ赤になっちゃったんだ。

　この飛行機は、あと三十分で成田空港に到着する。

　満席だったからフライト中は忙いそがしく、九條とゆっくり話す時間はなかった。

　着陸準備に入って、隣となり合わせのジャンプ・シートに座ったのをいいことに、九條はイジワルなことばかりを囁いてきて、オレをイジメている。

　……でも、イジメられても相手が九條なら嬉しい、なんて思ってるオレもちょっと問題……。

「……睡すい眠みん時間はきちんととらせてあげたじゃないですか。あの後、あなたはとてもよく眠ねむっていましたよ」

　……た、たしかにそうだけど……。

「ですから、成田に到着したら……」

　九條が言いかけた時……。

　ドカン！

「うわっ！」

　その衝しよう撃げきは、あまりにも突とつ然ぜんやってきた。

　衝撃に続いて、上下左右に激しい揺ゆれ。

　頭上の荷物入れがガタガタと音を立て、けっこう怖こわい。

　ジャンプ・シートのインターフォンが鳴る。オレが出ると、

『お疲つかれさまです、篠原です』

　篠原さんの落ち着いた声。オレは慌てて、

「こ、この揺れ、すごいですね。それに、さっきのあの音……」

『大丈夫だから、落ち着いて。……キャビンに異常は？』

　もうすぐ降下が始まるし、ずっと揺れが続いていてシートベルト着用のサインが点ついてたから、席を立っているお客様はいなかった。

「ありません。さっき九條とチェックに行きましたが、全員がシートベルトを着用しています」

『わかった。……どうもありがとう』

　手短に言って、インターフォンが切れる。

　ふとオレの心の中に一いち抹まつの不安がよぎる。

　……篠原さんの様子、何かヘンだった……？

　彼の、『大丈夫だ』って言った声は、自分に言い聞かせているみたいに聞こえた。

　篠原さんは、あの歳でチーフ・パーサーを務めているほどの優ゆう秀しゆうな人。

　オレの身体からだから、スッと血の気が引いていく。

「……九條……篠原さんの声、なんだかヘンだった」

　オレは、隣となりに座った九條に、小声で囁く。

「……何かあったのかもしれない」

　オレのその予感は、見事に的中していたんだ。
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　……ひどい天気だな……。

　私は、ため息をつきながら思う。

　こんな天気の日には、あの爆ばく弾だん騒さわぎがあった日を思いだしてしまう。

　こんな揺れの中で犯人に脅おどされていた藤崎くんは、どんなに恐おそろしかっただろう。

　あんなことに巻き込まれたら、ショックを受けて、乗務に影えい響きようが出る場合もあるだろう。

　しかし、藤崎くんは客室でまた元気に働いている。

　……きっと、九條くんのおかげだろうな……。

　藤崎くんがいない間の九條くんの落らく胆たんぶりを思いだすと、なんとなく心があたたまるようだ。

「そういえば、九條くんと藤崎くんはめでたく結ばれたようだね。よかったよかった」

　オブザーバー席に誰もいないのをいいことに、私は言う。

「しかも君は、あの加藤とかいう、バカでスケベで最悪な男をきっぱりと振ふってくれたし」

　そう。コックピットに戻もどってきた桂人は、『加藤とはきちんとさよならをしてきました』と言ってくれた。『つきまとわれるのはイヤなのでしっかりクギも刺さしました』とも。

　副操縦士席の桂人は、なんとなく照れたような声で、

「……な、なんですか、唐とう突とつに？」

「いや、昨夜の約束を忘れられては困るから」

「……え？」

「成田に着いたら、君をさらって私の部屋に連れていく。そのまま君を抱だく」

　言うと、彼はその白い首筋までを色っぽい桜色に染めて、

「そ、それは……」

「忘れないで。そして朝まで……」

　ドカン！

　私の言葉を遮さえぎるようにして、大きな音が聞こえた。続いて、激しい揺れ。

　……これは……。

　……まさか……？

　私の身体を走ったのは、今までに経験したことのない、恐ろしい戦せん慄りつ。

　……この機には、何か大変なことが起きたのかもしれない……。
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　ドカン！

　大きな音、そして激しい揺れ。

　私をからかっていた皇賀機長が、ふと言葉を切る。

「……乱気流ですか？」

　私は言いながら、もう一度、客席のシートベルト・サインが点灯していることを確認する。

「……本当にひどい嵐あらしですね」

「……ちがう……」

　皇賀機長が、どこか遠くを見つめるような顔になって、小さく呟つぶやいた。

　彼の顔は、初めて見るような、完かん璧ぺきな無表情だった。

　その様子に、ただごとではないことが起きた、という予感が身体を走る。

「ただの嵐による揺れでは……ないのですか？」

　かすれた声で言うと、皇賀機長は小さく首を振り、

「客キヤビ室ン・プ与レツ圧シヤーのチェックを」

「……異常ありません。酸素マスクも下りていません」

　私は異常のないことを確かめるが、身体から血の気が引いていくのを感じていた。

　キャビン・プレッシャーというのは、客室内の空気圧のことだ。

　皇賀機長がチェックをさせるということは……機体に何かの損傷があり、そこから空気が漏もれて気圧が下がっていないかどうか調べたということだ。

　では、さっきの衝撃は……？

　皇賀機長はキャビンにインターフォンを繫つなげる。すぐに受話器を上げる音がして、

『お疲れさまです、篠原です』

「キャビンの様子はどう？　急な揺れがあったが、異常はない？」

　皇賀機長の声に、篠原くんは、

『全員、シートベルトを着用してくださっています。全員無事です。異常はありません』

　彼のいつもと変わらない美声に、私は少し安あん堵どする。

　だが、まるでゲームセンターのそれのようにいっせいに鳴り始めた警告音に、青ざめる。

　原因を確かめようとして油圧計に目をやり……愕がく然ぜんとする。

「……機長……作業油ハイドロが急速になくなっていきます……」

　……油圧が、どんどん減っていく……。

　皇賀機長はすでに気づいていたらしく、まったく取り乱さずにうなずいて、

「原因は不明だが、尾び翼よく近くに損傷があったようだ。油圧系統をやられたらしい」

　飛行機の操縦系統は、ハイドロを使って高い油圧をかけることで動いている。

　昔の飛行機では操そう縦じゆう桿かんと舵かじ面とをケーブルが繫いでいたので、油圧がなくなったとしても、少なくとも操縦はできた。

　しかし、現在の機種では、すべての操縦は油圧系統に頼たよっている。

　油圧を失うと、主翼の補助翼、垂直尾翼の方ほう向こう舵だ、ブレーキなどがすべて操縦不能になる。

　それを動かせなければ、飛行機は、舵を取ることも、上じよう昇しよう、下降をすることもできない。

「チェックリストを実じつ施しする。バックアップの油圧が作動しているかもしれない」

　皇賀機長が、静かな声で言う。

　最さい新しん鋭えい機きには、油圧系統を損傷しても、一系統だけバックアップとして作動するシステムが備え付けられている。

　一系統でも作動していれば、普ふ通つうの着陸はムリだとしても、操縦桿はなんとか操作することができる。

「自動操縦から手動に切り替かえる。その間に、油圧系統のチェックを頼たのむ」

　私は、バックアップだけでも作動していてくれ、と祈いのりながら、チェックを進め……、

「……ダメです。四系統とも損傷したと思われます。油量と油圧が……どんどん減っています」

　本気で青ざめてしまいながら言う。

　……操縦不能……。

　その言葉は、私の身体を駆かけ抜ぬけ……指先を震ふるえさせる。

　今は皇賀機長の技術で、この嵐の中でもなんとか機体は安定している。

　だが、このまま油圧を失ったら、早くて数分、保もって後二十分以内には操縦不能になる。

　同じような状じよう況きようを、訓練生時代の最後のシミュレーター訓練で体験したことがある。

　その時には、バックアップの一系統の油圧は残っていた。

　残っている油圧分だけの舵と、ブレーキ系統はなんとか使える状況だった。

　……なのに私は、その機を無事に着陸させることはできなかった……。

　私は舵のほとんど利きかなくなった飛行機をなんとか安定させ、そのまま滑かつ走そう路ろに接地させ……だが、機体は風にあおられてバランスを崩くずし……私の飛行機は真っ二つに折れて爆ばく発はつ炎えん上じようした。

　荒あらっぽい最後の試練として、その訓練所の卒業生は全員が体験するのだと後で知った。

　教官は、これに一回で成功したらまごうことなき天才だ、と言い、私たちはホッとした。

　参加した訓練生は、その最後の科目で、全員が着陸に失敗していたらしい。

　たいていのメンバーが、操縦不能になった直後の蛇行ダツチ運動ロールを安定させられずに回復不能となって失速し、十分以内にそのまま墜落したと聞いた。

　私は、訓練所を主席で卒業し、コー・パイロットになった。

　……が、あの時に体験した操縦不能の恐怖は、今でも忘れられない……。

　……しかも、これは、シミュレーションではない……。

　目の前に炎ほのおが広がる様子が浮うかぶ。

　この飛行機が墜つい落らくしたら、藤崎くんも、九條くんも、篠原くんも、ラウくんも、そしてほかの乗務員たちも、そしてお客様も……きっと助からない。

　そして、隣となりにいる皇賀機長も……。

「……あ……」

　生まれて初めて感じるほどの恐おそれが、私の身体からだの中を駆け抜けた。

　皇賀機長のコー・パイロットになってからの日々が、頭の中を駆けめぐる。

　空の上の彼は、まるで緻ち密みつな機械のように正確無比で、何よりも頼りになり……。

　しかし、地上での彼は、気がつくといつも私を見つめてくれていた。

　彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみ、包み込むようなまなざし。

　強く、美しく、そして限りなく優しいこの人が、この世からいなくなってしまう……？

　……そんな……。

「有川くん」

　彼の声に、私はハッと我に返り、慌あわてて時計を見る。

　……まだ、ほんの五秒も経たっていない……。

「しっかりしてくれ。まだ操縦不能ではない」

「は、はい」

　私は彼の声に励はげまされながら、姿勢を正す。

「航空Ａ交通Ｔ管制Ｃに、緊急事態の連絡をしてくれ。成田か、その近辺の飛行場に緊急着陸、もしくは着水する」

「……は、はい」

　私は緊急用の周波数で、東京航空交通管制部を呼び出す。


「Mayday, Mayday, Mayday. こちらアメリカーナ・エアライン７０９便」



『ＭＡ７０９便、どうしました？』

　管制部からの切せつ羽ぱ詰つまった声を、私は呆ぼう然ぜんと聞いた。

　思考が停止したように、母国語並みに話せると思っていた英語が、急に出てこなくなる。

「……あ……」

「有川くん。大だい丈じよう夫ぶだ」

　ヘッドフォンから聞こえた皇賀機長の声に、ハッと我に返る。

　彼の声は、とてもこんな状況にあるとは思えないほど、平然としていた。

「……皇賀機長……」

　横を見ると、彼は真っ直ぐに前を見つめたまま、

「日本人同士でわざわざ英語で交信することもない。……日本語で失礼します」

　皇賀機長の声に、管制官はやはり我に返ったように、

『は、はい。日本語でけっこうです。状況を報告してください』

　私は深呼吸をして、

「全油圧系統に異常発生。一万五千フィートに下降し、成田か近辺の空港に緊きん急きゆう着陸、もしくは海上に着水します。救きゆう援えん態勢をお願いします」

『了りよう解かい。……ほかに、自衛隊機を派は遣けんし、外側から機体の損傷を調査します』

「高度一万五千フィート、左ひだり旋せん回かいで成田に向かう」

　機長の言葉を、私は管制官に復唱し、管制の許可をもらう。皇賀機長は、

「まだ昇しよう降こう舵だはわずかに利く。今のうちだな」

　飛行機がゆるやかに左旋回をしたことに、私は安あん堵どする。

　……そうだ、私は彼のコー・パイロットなんだ……。

　私は、操縦不能になりそうな飛行機の中でもこんなに落ち着いている彼に、驚おどろいていた。

　そして、こんな機長の横に座れることを、あらためて光栄に思う。

「高度計を読み上げていてくれ」

　皇賀機長の声に、私は高度計の数値を読み上げ始める。……が、声が震えてしまっている。

「今、君の頭の中には走馬灯が回ってしまっていただろう？　私も出てきた？」

　彼のことばかりが回っていたことを思いだし、私は数値を読み上げながら、一人で赤くなる。彼はクスリと笑って、

「出てきたんだね？」

「ち、違ちがいます！　一万七千フィート！」

　数値を読む合間に叫さけぶと、彼はクスリと笑って、

「その調子だよ、桂人」

　彼は、真っ直ぐに前を見つめたまま、

「いつもどおりでいい。私たちはいつもよりほんの少し面めん倒どうな状況に陥おちいっているだけだ。慎しん重ちように対応すればするだけ、危険は遠ざかる。……絶対にあきらめるな」

　初めて聞くほどの静かな声。私はその言葉を心に刻みつけ、それから深呼吸をして、

「……取り乱して申し訳ありませんでした。もう大丈夫です。……一万六千フィート」

　いつの間にか、私の声から震えが消えている。皇賀機長は、

「あれ？　もう大丈夫になってしまったのか？　『皇賀機長、怖こわいです』と甘えてくれてもいっこうに構わなかったのに……」

「余計なことはいわなくて結構です。……高度、一万五千で安定しました」

「冷たいなあ」

　彼が笑った時、到とう着ちやくした自衛隊機から連れん絡らくが入った。私は交信をしてから、

「機体の右側後部壁へき面めんに金属疲ひ労ろうによる欠落と思われる損傷。並行飛行してくれるそうです」

「わかった。揺ゆれが来る前に、チーフ・パーサーを呼んでくれ。事情を説明する」

「はい」

　皇賀機長は、きっと私が落ち着くまで待っていてくれたんだ、と思う。

　あらためて、パニックに陥りかけた自分のことが恥はずかしい。

　私は、インターフォンのスイッチを押し、できるだけ落ち着いた声を出そうと心がけながら、

「コックピット、有川です」

『はい。客室の篠原です』

　彼の声が思いのほか落ち着いていて、私はそれにも元気づけられる。

「客室に、その後、変わった様子はないですか？」

『大丈夫です。乗務員を含ふくむ全員が、ベルトを着用しています』

「機長がお呼びです。コックピットに来られますか？」

『揺れは安定したようです。すぐにうかがいます』

　言って、インターフォンを切る。

　そして、絶望的な気持ちで、ぐんぐん下がっていく油圧計を見つめる。

　……なんと言えばいいんだ？　この機は操縦不能だ、と……？

　……もし篠原くんがパニックになったら、客室もパニックになるだろう……。

　……そうなったら、確実にケガ人が出る……。

「篠原くんは、大丈夫だ」

　皇賀機長の言葉に、私はハッとする。

「彼は若いが、チーフ・パーサーなんだよ？」

　……そうだ……。

　私は思う。

　……自分のチームのメンバーを信用しなくては……。

　……大丈夫、彼らと一いつ緒しよなら、大丈夫だ……。

　ドアに合図があり、皇賀機長がうなずく。私はスイッチを操作して、ドアを開く。

　素早くコックピットに入り、ドアを閉めた篠原くんは、ランプを明めい滅めつさせ、警告音が鳴なり響ひびくコックピットを見つめて、そのまま立ちすくむ。

　呆然とした顔で一いつ瞬しゆんだけ息を詰つめ、それから大きく息を吐はいて、

「……失礼しました。大丈夫です。状じよう況きようを説明してください」

　……さすがだ……。

　私は、ほんの一瞬で落ち着きを取り戻もどした彼に、尊敬の念を抱いだいた。

　……皇賀機長の言ったとおり、彼は客室の全責任を担になった、チーフ・パーサーなんだ。

　……コー・パイロットの私が、取り乱したり怯おびえたりしていてどうするんだ？

　自分を叱しかりつけた私に、皇賀機長は手動で操縦を続けながら、

「有川くん、操縦は今のところ私一人で大丈夫だ。彼に状況を説明してあげてくれ」

「はい」

　私は、できるだけ落ち着いた声を心がけながら、

「状況を説明します。飛行機の右後部外壁へきに損傷があります。ハイドロがそこから流出し、油圧系統が使えません。悪くすれば、この飛行機は操縦不能になるかもしれません」

　篠原くんの目の中に、一瞬だけ何かの感情がよぎる。しかし彼はすぐに無表情に戻って、

「わかりました。緊急着陸ですか？　成田に？　それともどこか代だい替たい空港にですか？」

「成田まで行きます。そこで緊急着陸です」

「脚ギアは出ますか？　胴どう体たい着陸でしょうか？」

　篠原くんの声に、皇賀機長はいつもと変わらない気楽な口調で、

「そうだな……油圧がもうほとんど残っていない。ギアを出すのは無理かもしれないね」

　言って、ふいに篠原くんを振り向いて、

「私と有川くんは、この飛行機に乗っている全員を無事に地上に帰す。一人のケガ人も出さないつもりだ。キャビン・アテンダントのメンバーもそれに協力してがんばって欲しい」

　篠原くんはしっかりとうなずいて、

「わかりました。うちのチームのメンバーは、完かん璧ぺきに仕事をこなしてくれるはずです。お客様と乗務員、全員を無事に地上に送り届けましょう」

「頼たのむ。……そろそろ揺れが来るから席に戻ってくれ。あとはインターフォンで指示を出す」

　皇賀機長が言って、篠原くんに右手を差し出す。

「……また、地上で」

　篠原くんは深くうなずき、しっかりと機長と握あく手しゆを交かわして、

「また、地上で。……アメリカ路線チームのメンバー全員が、お二人を信じています」

　皇賀機長に言ってから、篠原くんは私に向き直り、優やさしい顔で笑いかけて、

「今度、ぜひうちの実家に遊びに来てください。ペルシャ猫ねこがいます。フワフワですよ」

　言ってから、踵きびすを返してコックピットを出ていく。

　なんとなく涙なみだぐんでしまいそうな私に、皇賀機長は、

「そろそろ、機内にアナウンスを入れなければいけない。私はシャイだから、アナウンスは苦手なんだが……」

　彼のおどけたような口調に、私は、

「あなたのどこがシャイなんですか。さっさとアナウンスをしてください」

　言うと、彼は肩かたをすくめて、機内アナウンスのスイッチを入れる。

『こんばんは、機長の皇賀です。とてもひどい揺れですが、これは嵐あらしのせいで、私の操縦がへたくそだからではありませんので、よろしく。さて……』

　彼は一つ深呼吸をして、

『……我々は一つ面倒な問題を抱かかえています。嵐のために機体が損傷し、通常の着陸をすることができなくなりました。成田空港に胴体着陸します』

　とても深刻な内容にもかかわらず、誰をも安心させてしまうような口調。

『私、機長の皇賀と、私の優ゆう秀しゆうなコー・パイロットは、凄すご腕うで揃ぞろいのアメリカーナ・エアラインの中でも特に名の知れた天才コンビで、しかもとても美形です。我々二人が、みなさんが無傷で帰路につけることをお約束します』

　皇賀機長は、彼に従えば間ま違ちがいはないと思わせてしまうような、美声で言う。

『そのためには、乗客のみなさん全員のご協力が必要です。これから、キャビン・アテンダントが非常着陸の際の注意点をみなさんにお知らせします。彼らは訓練を積んだプロフェッショナルですので、彼らの指示に従いさえすれば安全です。決して取り乱さず、落ち着いて、彼らの指示に従ってください』

　皇賀機長がそこまで言った時、いきなりの浮ふ遊ゆう感かんと共に、機体が下降した。

『それでは、私は操縦に戻ります。のちほど、地上でお会いしましょう』

　皇賀機長は言って、アナウンスのスイッチを切る。

「……来たな」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎった皇賀機長が小さく呟つぶやいた。

　私の脳裏に、訓練生最後のシミュレーション訓練のことが蘇よみがえる。

　操縦不能になった飛行機は、フゴイド運動と呼ばれる不安定な上下動を繰くり返す。

　これをうまく乗り切れないと、飛行機はバランスを失って失速し、そのまま墜つい落らくしてしまう。

「操縦桿が利かなくなってきた。残りの油圧はブレーキのために取っておきたい。これから先は、左右のエンジン出力の微び調ちよう整せいだけで舵かじを取る」

「話に聞いたことはありますが……現実にそんなことが可能なのでしょうか？」

「単純なことだ。スキーと同じようなものかな。右に曲がりたければ左のエンジンの出力を、左に曲がりたければ右のエンジンの出力を上げる。……そんな不安な顔をしないように。この皇賀凱一は、どんな状況からでも無事に還かえってくるので有名なんだ。私に不可能はないんだよ」

　自信満々に言う彼の言葉。

　彼が言うと、なぜか不可能ではないという気がしてくる。

「わかりました。……後十五分で成田上空に到とう着ちやくします。燃料投とう棄きを始めますか？」

　緊きん急きゆう着陸の際には、機体を軽くし、爆ばく発はつを防ぐために、必要のない燃料を投とう棄きする。燃料を捨ててしまったら、もう後あと戻もどりはできない。……どちらにしろ、どこにも戻ることはできないが。

「ああ。できるだけ捨ててしまってくれ」

　私は残すべき燃料の量を計算し、燃料投棄を管制官に伝え、必要以外の燃料を投棄する。

　機体の上下運動がだんだん大きくなり、ガタガタという揺ゆれも激しくなる。

　……今いま頃ごろ、客室では、キャビン・アテンダントのメンバーは、緊急着陸時の衝しよう撃げき防止姿勢のデモンストレーションを行っているだろう。

　……彼らも、がんばっている。私もがんばらなければ。

「機長。ほかに私にできることは……」

　言うと、彼は、管制官に聞こえないようにヘッドセットの通話スイッチを切って、

「ある。無事着陸の前祝いに、キスが欲しい。ベルトのせいで唇くちびるは無理だから、指にでも」

「……は……？」

　彼の声は内容と似合わずとても真しん剣けんで、私は一瞬何を言われたのか解らずに呆ぼう然ぜんとする。

「無事着陸の前祝いに、私の空の女神から、祝福のキスが欲しいんだ」

　奇き跡せきに近い着陸を成功させるため、彼の顔は怖こわいほどに引き締しまっている。

「……了りよう解かい」

　私は言って、ヘッドセットの通話スイッチを切る。

　エンジン出力を操作する、スラスト・レバー。

　この機に乗っている全員の最後の命いのち綱づなであるそれをしっかりと握った、男らしくて美しい手。

　私は、ベルトを伸のばして身を屈かがめ、白い手て袋ぶくろに覆おおわれた彼の指に、そっと唇をつける。

「……愛しています。私から祝福のキスをもらったあなたには、どんなことでもできる」

　祈いのるように囁ささやくと、皇賀機長はその端たん整せいな横顔に眩まばゆい笑みを浮うかべ、

「ありがとう。愛しているよ。地上に着いたら、君を抱く。この約束を忘れないでいてくれ」
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　緊急着陸の際の衝撃防止姿勢のデモンストレーションが、無事に終わった。

　皇賀機長の落ち着いた声のおかげで乗客は誰も取り乱さなかった。倒たおれそうになりながら座席の上に立って指導する私たちに従って、真剣に繰り返し衝撃防止姿勢の練習をしてくれた。

　緊急着陸一分前の知らせが来た時が、その本番になる。

　私たちはジャンプ・シートに戻もどり、しっかりとシートベルトを締める。

「……藤崎さん」

　私は、彼に囁く。泣くのをこらえるように固く唇を嚙かんでいた藤崎さんは、かすれた声で、

「……な、何？」

「非常時なので手短に言います。愛してます」

　彼は、やっと我に返ったような顔になって、それからいきなり真っ赤になって、

「なっ、この非常事態に、何を言うんだよっ？」

「非常事態だから、です。大だい丈じよう夫ぶ、私たちは無事に地上に辿たどり着きます」

　言うと、彼は考え込むように少し黙だまり、それから、

「そうだね。皇賀機長と有川さんは、絶対オレたちを無事に地上に降ろしてくれる」

「ですから、私たちは、一人のケガ人も出ないように、彼らに協力しなくてはいけません」

　彼は私を真っ直ぐに見つめ、それから力強くうなずいて、

「わかった。泣きそうになってごめん。もう泣いたりしない」

「ああ……ベッドの中では、うんと泣いていいですよ？」

　言うと、彼は真っ赤になって、

「だからっ！　この非常事態にどうしてそういう……」

「地上に着いたら、すぐに都内で一番いいホテルに電話をして、一番高いスウィートを取ります。そこのベッドで、一晩中泣かせてあげます」

　そっと手を握ると、彼は泣きそうに潤うるんだ目で私を見上げ、

「……オレ、初めてなんだからなっ。うんと優やさしくしてくんなきゃダメだかんなっ」

「わかりました。うんと優しくして、うんと感じさせてあげます」

　囁くと、彼は怖さを忘れたように小さく喘あえぐ。それから、恥はずかしそうな声で、

「……早く成田に到着しないかな？　オレ、おまえに早く抱だかれたい」
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「……早く成田に到着しないかな？　オレ、おまえに早く抱かれたい」

　オレは思わず本心を囁いてしまい、それから一人で真っ赤になる。

　九條は、弱虫のオレが怯おびえないように、気き遣づかってくれてる。

　だから、わざわざエッチな話題なんか振ふってきて。

　九條の優しさがしみてきて、オレはなんだか泣きそうになる。

　ジャンプ・シートの脇わき、ドアにつけられた気密窓から、成田空港の夜景が見下ろせる。

　飛行機は、いつもより速く感じる速度で、しかもガタガタと不安定に揺れながらも、着実に成田空港に近づいている。

　インターフォンが鳴り、そこから、篠原さんの冷静な声が、

『着陸、一分前。衝撃防止姿勢を』

　短く言って、通話が切れる。オレは声を張り上げて、


「衝撃防止姿勢！　Brace for impact!」



　お客様たちが、さっきまで繰り返し練習していた、身を屈めて両手で足首を摑つかむ、もしくはクロスした両手を前の座席についてそこに額を押しつける、衝撃防止姿勢を取ってくれる。


「頭を下げて！　頭を下げて！　heads down! heads down!」



　ジャンプ・シートに座ったキャビン・アテンダントたちは、着陸後機が完全停止するまでずっと、それを声を合わせて叫さけび続けなければならない。

　このまま壊こわれてしまいそうな音を立てて機体がきしみ、エンジン音が高くなる。

　ものすごいＧで、ベルトが容よう赦しやなく身体からだに食い込んでくる。

　息が止まりそうになるけど、乗客の誰かが顔を上げたら、その人はそのまま大ケガを負うことになる。

　オレは、胸の苦しさに耐たえながら、声を限りに叫んだ。　>>>♥

　一いつ瞬しゆん、まるでジェットコースターが落ちる時のような感覚があり……、

　ガガガガガッ！

　その後、機体が滑かつ走そう路ろに擦すれたらしき、ものすごい振しん動どうがきた。

　耳をつんざく轟ごう音おんに、叫ぶ声が思わず悲鳴混じりになってしまう。

　大丈夫だ、というように、九條のあたたかな手が、オレの手をぎゅっと強く握にぎってくれる。

　逆ぎやく噴ふん射しやをしているのか、エンジン音が高くなる。けど、機体のスピードは衰おとろえなくて。

　……篠原さんは、油圧系統の損傷で、ほとんどブレーキも利かないだろうって言ってた。

　滑走路の端はしに着くまでに止まれなかったら、そのままオーバーランして飛行機はどこかに衝しよう突とつし、爆発してしまう。

　……止まってくれ……！

　オレの脳裏に、操縦をしてくれている皇賀機長と有川さんの姿がよぎる。

　……お願いです！

　……この飛行機を止めてください！

　オレの心の叫びが通じたかのように、機体の進み具合は急激に遅おそくなった。

　そして、矢のように速く流れていた気密窓の外の夜景が、ゆっくりになり、そして止まる。

　機内にも、窓の外にも、煙けむりは見えない。幸い、爆ばく発はつも火事も起こらなかったらしい。

　インターフォンが鳴る。受話器を取ると、篠原さんの声が、

『ドアを開き、エアシューターが膨ふくらんだことを確認。お客様全員を、安全に脱だつ出しゆつさせてください』

　すぐに通話が切れるけど、篠原さんの無事な声を聞けたのが、なんだかとっても嬉うれしい。

「藤崎さん。爆発するかもしれません。早く」

　九條の声に我に返り、オレはシートベルトを外して勢いよく立ち上がった。
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「……やった……」

　嵐あらしの余よ韻いんの横風が強い中、エンジンの出力と、わずかに動くフラップを操作するだけの着陸は、私が今までの人生で経験したどんな試練よりも厳しかった。

　ブレーキの利ききは予想以上に悪く、このままオーバーランをしてフェンスに突つっこんでしまうかと思うほどだった。

　多分、滑走路の一番端から数十センチ、というところまで来ていただろう。

　私は一つだけ安あん堵どのため息をつき、それから隣となりの席の桂人に目をやる。

　彼は、その潤んだ美しい瞳ひとみに賞賛の色を浮かべて、私を見つめていた。

　管かん制せい塔とうに機体が停止したことを報告し、私たちはシートベルトを外した。

　ヘッドセットを投げ捨て、無言のまま歩み寄り、お互たがいの身体を固く抱きしめた。

　そして、一度だけ、深い深いキスを交わした。
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　駐ちゆう機き場は、救急車や消防車、それに乗客を運ぶためのターミナルバスでごった返している。

　副操縦士である私は最前列のドアの担当で、最初にエアシューターを使って脱出し、後から脱出してきた乗客にケガなどがないかどうか確認しなければならなかった。

　飛行機の責任者である皇賀機長は、全員が脱出するまで機内に残っていた。

　機体が止まらずに青ざめたが、皇賀機長の技術でなんとかオーバーランだけは避さけられた。

　滑走路に薄うすく張った氷が潤じゆん滑かつ剤ざいの代わりになったためか、遠くから見る機体には、驚おどろくほど損傷が少ない。

　しかし、胴どう体たい着陸したばかりの飛行機は、いつ爆ばく発はつ炎えん上じようするか解らない。

　その中に皇賀機長がまだいると思っただけで、私は心配のあまり座り込みそうだった。

　……でも……。

　賞賛の言葉をかける人々に笑い返し、その人ごみを分け、真っ直ぐに私に近づいてくる人ひと影かげ。

　四本の金線のある、凜り々りしい機長の制服。それに包まれた、逞たくましい身体、長い脚あし。

　きっちりと刻み込まれたような、うっとりするほど端たん整せいな顔立ち。

　私を包み込むように見つめていてくれる、強く、澄すみ切った、その漆しつ黒こくの瞳。

　……皇賀機長……。

　彼は、その卓たく抜ばつした操縦技術で、乗客、乗務員、全員の命を救った。

　夜間照明に照らされ、ゆっくりと歩いてくる彼は……まるで神のように神々しく見えた。

　……皇賀機長……。

　彼を一方的にライバル視し、あがいていた今までの自分が、とても愚おろかに思える。

　……彼に敵うわけがない。

　……敵わなくて構わない。

　私は、近づいてくる美しい男を見返しながら思う。

　……彼と同じように空を飛べるだけで、私はとても幸運だ。

　……パイロットになってよかった。

　そして、私は、心の底から湧わき上がってくる感情を確かめ、確信する。

　……愛している……。

　……私は、彼を、こんなに愛している……。

　皇賀機長は、私の前にゆっくりと立ち止まり、私の頭の上から足の先までを点検して、

「……無事だね？」

　さっきコックピットで確認したばかりなのに、とても心配そうな声。

「はい」

　答えると、彼は心からホッとしたように深いため息をついて、

「よかった。君がエアシューターから落ちて、ケガでもしていたらどうしようかと思った」

「私が、そんなミスするわけがありません。それより……」

　いつものように冷静な声を出そうとするが、目の奥が突とつ然ぜんギュッと痛んで言葉が途と切ぎれてしまう。

「あなたがご無事で……私は……」

　言った声が、泣いているかのように微かすかに震ふるえてしまう。彼が優やさしく微笑ほほえんでくれた時、

「皇賀機長！　有川さん！」

　後ろから聞こえた篠原くんの声に、私は慌あわてて振ふり向いて、

「篠原くん！」

「お邪じや魔ましてしまってはいけないので、手短にご報告だけ」

　言うと、彼は皇賀機長と私の顔に視線を往復させ、にっこりと笑って、

「死傷者はゼロ。全員無事です。奇き跡せきのように素す晴ばらしい着陸でした。お二人のおかげです」
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「……あ、ああ……九條……」

　ホテルルームの高い天てん井じように響ひびく、オレの甘ったるい声。

　オレたちがいるのは、宿しゆく泊はく料が都内で一番高いホテル。その一番高いスウィート。

　九條は、空港からそこに予約を入れた。

　そして、オレたちは、報ほう道どう陣じんに囲まれないように、慌てて空港を出た。

　兄ちゃんたちに、オレは無事だって電話を入れて。

　めちゃくちゃ心配していた二人に、「すぐに帰ってこい」って言われたけど、オレは、「今夜は仕事で帰れそうにない」って噓うそをついて、電話を切っちゃった。

　そして。

「……愛してます、藤崎さん」

　九條の囁ささやきに、身体からだが熱くなる。

　その指の動きに、恥はずかしいほどに感じてしまう。

「……あっ、ああ……っ！」

　ホテルの最上階のスウィートはビックリするほど広くて。

　ベッドルームには天井までの大きな窓。そこからは、東京の夜景が一望できた。

　でも、そんなものを見ている余よ裕ゆうを与あたえず、彼はオレをベッドに押し倒たおし……。

「……ああっ……九條……っ！」

　オレたちは制服を脱ぬぎ捨すて、一糸まとわぬ姿で、ベッドの上で重なり合っている。

　相手を本気で欲しがっていることを証明するように、オレたちの屹きつ立りつは勃たち上がっていた。

　ほんの少し身体を動かすだけで、オレたちの欲望は擦すれ合い、その刺し激げきで蜜みつを垂らし……。

「……九條っ……もう、イッちゃうよおおっ……！」

　オレは沸き上がる射精感に耐たえながら、弱音を吐はく。九條はすごくイジワルな声で、

「エッチな人ですね。まだ、ほとんど触ふれてもいないのに、もう降参ですか？」

「……だ、だってえっ……」

　……九條のこれって、こんなに逞しいんだって思っただけで、もう……！

　九條は、わざとのように、身体をズリ上げる。

　擦れ合った二人の欲望が、お互いの蜜で濡ぬれ……、

「……あ、あああぁーっ！」

　オレはもう我が慢まんできずに、二人の身体の間に、白い蜜を放ってしまった。

「……ああ、やあぁ……っ！」

　恥はずかしさに思わず泣いてしまうオレに、九條は、

「可愛かわいい。本当に感じやすいところが、あなたらしいです」

　言いながら、白い蜜で濡れたオレの屹立を手で包み、そっと愛あい撫ぶする。

「……いやっ……もう……あああ……ん！」

　その巧たくみな愛撫に、オレの屹立が、またしっかりと勃ち上がってくる。

「……ああ、どうなっちゃってるの、オレの身体……？」

　泣きながら思わず呟つぶやくと、九條はオレの唇くちびるにチュッとキスをしてくれて、

「何度でもイッてください。朝までするって言ったでしょう？」

　オレの白い蜜に濡れた彼の指が、脚の間に滑すべり込んでくる。

　オレの谷間を辿たどり、考えたこともなかったような奥深い場所に、きゅっと当てられる。

「……あっ！　やあっ、何……？」

「ほぐします。あなたが痛くないように」

　何をされるのか解らなかったオレは、彼の指がヌルッと滑り込んできたことに驚いてしまう。

「……いやあ、九條！　そこ、いやっ！」

　蜜の滑ぬめりを借りて、彼の指がどんどん入ってくる。

「……やっ、やだ、痛い！　抜ぬいて、九條っ！」

「もう少しの辛しん抱ぼうです。がんばって」

　言いながら、彼の指が、揉もみ込むようにオレの蕾つぼみの内ない壁へきを探る。

「……やだっ！　動かしたらやだっ……あっ！」

　いきなり身体に電流が走り、オレの腰こしが勝手に跳はね上がった。

「……ここが感じますか？」

　彼が言って、オレの内壁の一部をキュッと愛撫した。

「……あああ、んっ！」

　オレの屹立が、また放ってしまいそうなほどに反り返る。

　彼の指にほぐされ、感じてしまったオレの蕾が、何かを待って震えている。

　オレの腿ももに押し当てられている九條の屹立が、オレを求めて反り返っている。

「……きて、九條。オレの全部を、おまえのものにし、て……」　>>>♥

　その言葉の余よ韻いんが消えないうちに、九條は逞しい屹立で、オレを貫つらぬいた。

　オレたちは、激しく求め合い、固く抱だき合って、空高くまで舞まい上がり……。
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「ああ、そういえば。九條くんと藤崎くんも、今いま頃ごろどこかで抱き合っているかなあ？」

　私の肌はだから顔を上げた皇賀機長が、わざとノンキな声でそんなことを言う。

「……イジワル……！　お願いですから、もう……！」

　私は、ギリギリまで高められ、なのにジラされるもどかしさに、また泣いてしまう。

　羽田空港を見み渡わたせる彼のベッドルームで、私たちは制服のままで抱き合っていた。

　彼は、上着を脱いだだけで、まだネクタイまでをきっちりと締しめている。

　私はすでに全ぜん裸らに近い状態で、シャツと解ほどけたネクタイだけを身体にまとわりつかせている。

　さっき非常に感じやすいと評した私の乳ち首くびを、彼がまたゆっくりと舐なめ上げる。

「……あ、ああ……んっ！」

　ヒクヒクと跳ね上がる私の腰を、彼は片手でしっかりと抱き留とめている。

　もう片方の手が、反り返った私の屹立を、ジラすように愛撫している。

　私の屹立は、その美しい手の中で震え、透すき通った蜜を止めどなく流していた。

「……お願い……お願いです……」

　流した蜜が、私の脚あしの間の谷間に流れ込み、私の蕾をたっぷりと濡らしている。

「……何をお願いしているのかな？　もしかして、ここ？」

　彼はその美声でイジワルに囁いて、その濡れた指先で私の蕾を探る。

「……あっ、あああっ！」

　昔、加藤とセックスした時、彼の稚ち拙せつで乱暴な愛撫に怯おびえて、私の蕾はいつも硬かたくその入り口を閉ざしていた。

　セックスというのは、無理やりにこじ開けられて貫かれる、痛みに耐えるだけの苦行だと思っていた。

　……なのに……。

「……あ、ああっ……！」

　彼の、奇き跡せきのように飛行機を操るその魔ま法ほうの指は、私の身体の中から信じられないような快感を引き出していく。

「……やっ、あああっ……！」

　今、私の蕾は、愛している彼の指を包み込んで息づき、もっととねだるように甘く締め付け、さらにほかのものを待ちこがれて震ふるえている。

　……ああ……私は、彼のすべてが欲しいんだ……。

「……愛しています……皇賀機長……」

　そっと、その逞たくましい背中に腕うでをまわすと、皇賀機長は苦しげなほどセクシーな声で、

「そんな色っぽい声を出されたら、もうイジワルをする余裕もなくなるじゃないか」

「……イジワルしないで……あなたのすべてが欲し……」

　その言葉が終わらないうちに、私の両りよう脚あしが押し開げられた。驚おどろいて息をのむ私に、

「……わかった……私のすべてを君にあげるよ」

　囁いて、熱く逞しいものを、私の蕾に押し当てる。

「……あっ……！」

　昔の痛みの記き憶おくに怯える前に、彼の逞しい屹立が、ググッ、と押し入ってくる。

「……ああっ！　皇賀機長っ！」

「ベッドの中では、名前で呼びなさい。私の名前は？」

　彼が、その、誰をも安心させてしまう魔法の声で囁ささやく。

「……よ……凱一……」

「……いい子だ……」

　囁いて、逞しい彼が、さらに深いところまで私を貫いた。

「……あっ、ああっ……凱一……！」

　身体からだを走った圧あつ倒とう的な快感に、私は思わず声を上げてしまう。

「……愛しているよ、桂人……！」

　囁いて、彼は私の感じる場所を愛撫し、奪うばう動きを速くして……、

　まるで嵐あらしのフライトのように、ベッドが激しく揺ゆれる。

　私は、彼のすべてを包み込み、感じて、その熱に酔よいしれ……、

　私の身体を、雷らい雲うんに走る稲いな妻ずまのように、激しい電流が貫いた。

「……ああ！　イく！　凱一……っ！」

「……イッて。君のすべてを見せて欲しいんだ」

　その苦しげなほどセクシーな声が、私の我慢の糸を簡単に切ってしまう。

　私は身体を反り返らせ、彼の手の中に、激しく白い蜜を放ってしまった。

「……ああ！　愛してます！　凱一……っ！」

　私の目の奥に、コックピットから見える、美しい満天の星空が広がった。

　私は、余韻に身体を震わせながら、逞しい彼を、甘く強く締め上げてしまう。

「……桂人……愛しているよ……」

　彼は、その魔法の美声で囁き、震える私の奥深くに、激しく熱い欲望を撃うち込んだ。




　　　　◆




「……愛してるよ、桂人」

　抱きしめられ、耳の中に息を吹ふき込むようにして囁かれた、甘い声。

「……冷たそうな綺き麗れいな顔をして、でも本当は誰よりも優やさしくて……」

　囁きながら何度も耳たぶにキスをされて、身体が痺しびれてしまう。　>>>♥

「……ん……」

「……禁欲的なことを言うくせに、制服の下の身体はこんなに感じやすい」

　きゅっと抱きしめてくる逞しい腕。

「……あ……」

「……君は本当に、私の理想の奥さんだよ」

　彼の身体は、さっきまでの余韻を残してまだ熱く、その鼓こ動どうはまだ少し速い。

　さっきまでの……と思っただけで身体に甘い電流が走り、私は思わず震えてしまう。

「また震えて。本当に感じやすいんだから。それとも、誘さそっている？」

　笑いを含ふくんだ声で言われて、私は真っ赤になって慌あわててかぶりを振ふる。

　……あんなにしたくせに、まだ余よ裕ゆうだなんて、なんてタフなんだ……！

　……それに比べて……。

　彼の愛あい撫ぶとその逞しい欲望で、私は身体の外と中から熱せられ、まるで煮に溶とかされたジャムのようにトロトロと蕩とろけてしまった。

　彼がとても気をつけてくれたので、あの引きつれるような痛みはほとんど残っていない。

　代わりに甘い痺れが全身の筋肉から力を奪い、もう腕を上げることすらもおっくうだ。

「……桂人」

　ふいに真しん剣けんな声で言われて、私は慌てて顔を上げる。

「はい。なんでしょうか、皇賀機長？」

「感じている君は本当に色っぽくて、君の身体はどこもかしこも絶品で、君とのセックスは本当にすごかったんだ」

「……はあ？」

　彼は大おお真面目まじめな声で言って、とても心配そうな顔で、

「本気で我を忘れてしまった。……身体の方は大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫ですから！　恥はずかしいことを言わないでください！」

　感じてしまったことを隠かくそうとして冷静な声を出そうとするが、語ご尾びがかすれてしまう。

　彼はクスリと笑って私の髪かみに唇くちびるを押し当て、その魔法の声で、愛してる、と囁く。

　私は、彼と結ばれることのできた幸せに、心を震わせる。




　　　　◆◇◆




　シャワーを浴び、髪を乾かした私は、クローゼットの前に立ち、扉を開ける。

　昨夜のうちに、ホテルのクリーニング・サービスから戻ってきていた制服。

　紺色の上着の袖に付けられた金の三本線を見るだけで、身が引き締まる思いがする。

　肩章のついたワイシャツを、クリーニングのビニール袋ぶくろから出して羽は織おる。

　昨夜考えたいくつかのフライト・プランを思いだしながらワイシャツのボタンを留める。

　操縦操作を頭の中でシミュレーションしながら、スラックスをはき、ベルトを締める。

　クローゼットの扉とびらの鏡に映る制服姿の自分を見つめながら、心の中で言い聞かせる。

　……これから私は、数百名のお客様、そして乗務員たちの命を預かるんだ。

　……皇賀機長とともに。

　皇賀機長のことを思うだけで、胸が熱くなる。

　彼はきっと、私を含めた全員を、その神のように大きな翼つばさで守ってくれる。

　私はいつかは自分の翼を持ち、彼のもとから飛び立たなくてはいけない。

　その時、彼に恥じないパイロットになっていること、それが今の私の大きな目標だ。

　そして……私生活でも、彼と並んで歩いていくのに恥ずかしくない男になりたい。

　私生活、と思うだけで、身体の奥深いところがトクンと疼うずく。

　彼に教えられてしまったその蕩けそうに甘い感覚に、私は一人で赤くなる。

　……まったく。あんなに優ゆう秀しゆうな機長なのに、夜になるとアンナコトをするなんて……！

「有川くん。まだ、ベルトは着用しなくていい」

　後ろから聞こえた声に、私の心臓がトクンと高鳴る。

　クローゼットの扉についている鏡に、ベッドルームからのドアの前に立った人物が映る。

　彼は、ドアにもたれかかり、私を真っ直ぐに見ていた。

　パジャマ代わりのバスローブに包まれた、逞しい身体。

　見つめられるだけで鼓動が速くなるような、ハンサムな顔。

　そして、コックピットの窓に広がる夜空のような、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　いつもはきちんと整えられた前まえ髪がみが額に落ちかかっているところが、妙みようにセクシーだ。

　満腹の猛もう獣じゆうのように満足げな顔に、昨夜のことを思いだす。

　それだけで熱くなる身体が恥ずかしい。

「あれだけでは、まだ足りないよ」

　彼が、甘い声で囁く。歩み寄り、抱だき寄よせられそうになって、私は慌てて逃にげて、

「アルコールと同じで、搭とう乗じようの十二時間前からは、セックス禁止です！」

　私が宣言すると、彼はとても驚おどろいたように、

「待ってくれ。触さわるのも禁止？」

「触るのも禁止です！　だって……」

　私は言いかけて、言葉を切る。彼は楽しそうに笑って、

「『だって』の次は何？　『だって我が慢まんできなくなるから』？」

　図星を突つかれて、私は、うっと言葉に詰つまる。

　彼は楽しそうに笑って、私に歩み寄り、

「わかった。じゃあ、私の空の女神から、安全なフライトを願って、幸運のキスをもらいたい。……それならいい？」

　仕方ないな、と触ふれ合うだけのキスをしてあげた私の身体を、彼が強く抱きしめる。

「そんな軽いものじゃ、幸運は呼べないよ？」

　囁いて、深く、深く、唇を合わせてくる。

　彼と触れ合う時、私の心の中には、広い広い空が広がる。

　そして私は……飛ぶことがもっと好きになる。


（恋の翼２　ＡＲＲＩＶＡＬ　　ＥＮＤ）



























「わかった？　キス以上のことは、絶対にするんじゃないぞ」

　おれは受話器に向かって言う。電話の相手は、少し慌てた声で、

『う、うん！　わかってるよ！　もちろんキスだけだよ！』

「キスだって、あの時だけだろうな？　あれから何度もしていないだろうな？」

『う、うん！　し、してないってば！　やだなあ、もう……』

　電話の相手は照れたように言う。

　その語尾のかすれた甘い声を聞くだけで、おれの心臓は愛いとしさに痛む。

　まるで恋こい人びと同士の会話のようだが、電話の相手は恋人ではない。

　ミルク色の頰ほお、長い睫まつ毛げ、上等の琥こ珀はくのような瞳をした……絶世の美青年。

　例えば彼と血が繫つながっていなかったら……と何度か想像しようとして……やめている。

「明日、日本に帰るよ」

　言うと、彼は弾はずんだ明るい声で、

『本当？　東京には？』

「東京の、おまえの部屋に行くつもりだ。泊とまってもいい？」

『うん！　もちろん泊まりに来て！』

　無む邪じや気きな喜びの滲にじむその口調が、本当に可愛かわいい。

「会社のロビーまで迎むかえに行く。残業はしないでおいで」

『うん！　明日は早く仕事を終わらせるよ！』

　明日には彼に会えると思うだけで、おれの心は甘く痛む。

「じゃあ、もう寝ねなさい。明日も会社だろう？」

『うん、わかった。……おやすみなさい、慎也兄さん』

「ああ、おやすみ、晶あき也や」

　彼の、明日を楽しみにしてるね、という甘い声を残して、電話が切れる。

　おれは受話器を耳に当てたまま、彼の次の言葉を待つようにしてしばらく立ちつくす。

　明日には会えるじゃないか、と思いながらため息をつき、それから受話器を置く。

　おれの名前は、篠原慎也。

　アメリカーナ・エアラインという航空会社でキャビン・アテンダントをしている。

　今、おれが話していた相手は、篠原晶也。

　おれの、実の弟だ。

　……あんなに可愛い晶也が、キス以上のことを、男の上司と、するわけがないよな……。

　弟と、その上司の男性とのキスシーンを、偶ぐう然ぜん見てしまったことがある。

　しかも、その上司が、『晶也を愛している』と言ったのを偶然聞いてしまったことがある。

　それ以来、まるで嫉しつ妬と深い恋人のように、おれは弟のことが心配だ。

　……晶也は、本当に無防備で、世話がやけるからなあ……。

　弟は、イタリア系宝ほう飾しよく品会社のデザイナー室に勤務しているジュエリーデザイナーだ。

　小さくて、可愛らしくて、おれの後ろをついてきてばかりだった晶也。

　彼がきちんと就職して、きちんとデザイナーの仕事をこなしているというのが……なんだかいまだに不思議な気がする。

　……しかも……。

　おれは、晶也のキスシーンを思いだす。

　あの光景を思いだすたびに、おれはとても複雑な気分になる。

　弟がゲイなのではないかという心の底が冷えるような心配と、恋人を盗とられてはらわたが煮にえくり返るような悔くやしさと、晶也の幸せを願いたい気持ちと。

　晶也にキスをしていた相手は、黒くろ川かわ雅まさ樹きという男だ。

　男のおれでも思わず見とれてしまったような、とんでもない美形。

　どうやら、世界的に有名なジュエリーデザイナーらしい。

　人と会う機会が多い職しよく業ぎよう柄がら、そしてもともとの皮肉な性格から、おれは、自分には人を見る目があると思っている。

　美しい外見と、煌きらめく才能と、頑がん強きような意志を持った……黒川雅樹は最高ランクの男だ。

　……なんだか、とても悔しいが……。

　晶也を見つめる時の彼は、とても優やさしい目をして、苦しそうに見えるほど愛しげで……。

　まるで、今にも晶也を抱き上げてベッドに運びそうなほど、セクシーで……。

　しかも、晶也までが今にも彼の首にすがりついてキスの先をねだりそうな、そんな切なげな、色っぽい顔をしていて……。

　思ってしまってから、おれは慌あわてて否定する。

　……天使のように可愛らしく、内気な晶也が、そんなことをするわけがないじゃないか！

　ピンポーン！

　チャイムの音。おれは部屋を横切って玄げん関かんまで歩き、覗のぞき穴あなから外を見る。

　おれが住んでいるのは、ロスアンゼルス市内にある会社支給の部屋。

　会社支給でタダ同然とはいえ、広いリビングがあって景け色しきのいい、高級高層マンションだ。

　警備員が厳重に警備しているエントランスを抜ぬけられる人間しかここまでは来られない。

　だから、知り合いだとは思うのだが……？

「シンヤ！　おれだよ、おれ！　入れてくれよ～！」

　英語で叫さけぶのは、聞き慣れた声。おれはため息をつく。

　魚眼レンズ状態になった視界の中で、見慣れたハンサムな男が手を振ふっている。

　彼はロバート・ラウ。中国系アメリカ人で、私と同い歳のキャビン・アテンダント。

　チーフ・パーサーを務めることの多い私を、完かん璧ぺきにサポートしてくれる、優秀なアシスタント・パーサーだ。

　飛ぶことと人と接するのが好きなせいで、キャビン・アテンダントになったらしいのだが、実は他人ひとに雇やとわれるような立場の人間ではない。信じられないが、世界的に有名な中国系大だい富ふ豪ごう・ラウ一族の御おん曹ぞう司し。その若き当主、アラン・ラウの弟に当たる。

　ロバート・ラウは、アメリカーナ・エアラインの紺の制服を、モデルのような広い肩と長い脚で颯さつ爽そうと着こなす。

　艶つやのある黒い髪かみ、陽に灼やけた頰、透すき通った翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。

　黙だまってさえいれば、見とれてしまうような人並み外れた美形。

　育ちがとてもいいせいで、礼れい儀ぎや言こと葉ば遣づかいは完璧だし、金持ちのあしらいには慣れているし、仕事中はその言動も文句のつけようのないくらいにスマート。

　大富豪の御曹司、ルックスはよく、頭もよく、面めん倒どう見みもよく、仕事もでき……はっきり言って、まさに女性の理想の相手といえそうなタイプの男だ。

　しかし、それは『黙っていれば』、そして『飛行機の中にいる時に限って』だ。

　もともと粗そ雑ざつな性格の彼は、地上に降りた途と端たんに反動が出るらしく、人一倍むさ苦しくなる。

　覗き穴から見た彼は、ぼさぼさ髪、ひざの抜けたジーンズ、無精ヒゲも生えかけている。

　お客様に対するあのスマートさはどこへやら、どこか秘境の現地人ガイドのようだ。

「仕事の用件以外では、おまえとはもう口をきかないと言ったはずだ」

　同じチームにいる私とロバートは、昨夜のフライトでも一いつ緒しよだった。

　その時、あの胴どう体たい着陸の事故の後のことに、話が及およんで。

　あの事故があった夜。ニュース速報でおれの乗った便が操縦不能になったことを知った晶也は、心配して、すぐさま車で成田空港まで駆かけつけてくれていた。

　お客様を全員ターミナルバスに乗せた後。我々乗務員もバスでターミナルに戻もどり。

　会社が、乗客と乗務員の家族のために用意してくれていた部屋。その片かた隅すみに、晶也は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　とても心配してくれていたようで、いつもはあたたかなミルク色の顔が、蒼そう白はくになっていた。

　ずっと涙なみだをこらえていたように嚙かみしめられた、珊さん瑚ご色の唇。

　晶也は、ここに来るまでの間、ずっとラジオで事故の状況を聞きながら来たと言った。

『最後に、全員無事だったって聞いたけど、顔を見るまでは心配で』と言って、晶也は、いきなりその美しい目から煌めく涙をこぼした。

『無事でよかった』と言いながら固く抱だきつかれた時、おれは、『ああ、晶也を本当に愛している』と思った。……しかし。

　免めん許きよを持っていない晶也を空港まで連れてきてくれたのは、あの黒川雅樹という男だった。

　やはり蒼白な顔をして晶也の後ろに立っていた彼を見て、おれは悟さとった。

　人一倍心配性で繊せん細さいな晶也を、彼はずっと励はげましながら、ここまで連れてきてくれたんだ。

　悔しいが、本当に優しい男だな、と思ってしまった。

　黒川氏は憔しよう悴すいした晶也を労いたわるように、『明日は休きゆう暇かを取れるように手配してあげるから、今夜はお兄さんと一緒に、ご両親の待つ実家に帰ってあげなさい』と晶也に言った。

　晶也は、信しん頼らいしきった、そして感謝を浮うかべた目で彼を見上げて、『ありがとうございます』と答えた。

　見つめ合う二人の視線は、会社の上司と部下とは思えないほど、親密で。

　おれにくっついて来ていたロバートが、『あれはどう見てもラヴラヴ甘々の恋こい人びと同士だな』と囁ささやき、同じことをつい思ってしまった私は、ロバートに八つ当たりをして肘ひじ鉄てつを入れた。

　晶也が美大生の頃ころに一度会ったきりだったロバートは、その時にも、久しぶりに見た晶也を、『めちゃくちゃ色っぽくなったな』と評していたのだが……。

　昨日のフライトの時。ロバートが、『アキヤくんが色っぽくなったのは、あのクロカワさんにエッチなコトをたくさんされてるからだ』などと言ったので、おれは呆然とした。

　しかも、ロバートは、『だから、ブラコンからは卒業して、おれと付き合ってくれないか？』などととぼけたことを付け加え……。

　おれは激げき怒どし、ロバートに、『仕事以外ではもう口をきかない』と絶交宣言をしたのだが……、

「どうして部屋に来るんだ？　さっさと帰れ。帰らないと警備員を呼ぶぞ」

　覗き穴の向こうのロバートは、情けない顔になって、

「飛行機に乗ってきたお客様には、あんなに魅み力りよく的な笑みを浮かべて、あんなに優しくして！　なのにどうして、おれにはそんなに冷たいんだよお～」

「おまえに優しくする必要はない。さっさと帰らないと……」

「そんなこと言わずに～！　ほ～ら、中ちゆう華かのテイクアウト！」


　上げて見せた片手には、『Jade Garden』という店名の書かれた箱。



「ランチはまだだろうと思って！　兄貴の店のエビ入り炒飯だぞ！」

　普ふ段だんなら無視するところだが、ラウ一族の経営するその店の炒飯は絶品だ。

　おれはドアガードを外して、ドアを開ける。彼の手から炒飯の入った箱を受け取る。嬉うれしそうに入って来ようとするロバートの方はそのまま押し返して、

「待て。誰が入れてやると言った？」

「せっかく来たんだから、部屋に入れてくれてもいいだろ？　おれ、なんか悪いこと言った？」

「純情で清らかな晶也が、エッチなコトなどするわけがないだろう！……炒飯はいただく」

「おれ、正直に言っただけなのに……ああっ！　待ってくれっ！」

　ロバートは、おれが閉めようとしたドアを慌てて押さえる。

「手を離はなせ。おれは忙いそがしいんだ」

　おれはドアを閉めようとするが、思いのほか強い力に阻はばまれて、それも叶かなわない。

「いやだ。炒飯の宅配に来たわけじゃない。今日から休暇だろう？　おれもそうだし……」

「おれの休暇がいつだろうと、おまえには関係ない。おまえの休暇は、おれには関係ないし」

　ロバートは、空あいている方の手で、胸ポケットから航空機チケットを二枚取り出し、

「今夜のアカプルコ行き。……一緒に行こう、シンヤ」

　言って、ふいに真面目まじめな顔になる。その美しい翡翠色の目で私を見つめ、

「付き合ってくれって言ったの、ジョークじゃないんだぜ？」

　その真しん摯しな声に、おれの心臓が、トクンと一つ音を立てた気がした。

　おれは、一いつ瞬しゆんの心の揺ゆらぎを、これは気のせいだ、と自分に言い聞かせる。

　……まったく。どうしたというんだ、おれは……？

　おれは、上着のポケットから、チケットを一枚取り出す。

「二時間後の東京行き。休暇は晶也と一緒だ」

　言って、玄関に置いてあったオーバーナイトバッグを持ち上げ、部屋を出る。

「そろそろ出かけるところだった。黒川氏が晶也にエッチなコトをしないように、さりげなく監かん視しに行く。……車だろう？　空港まで頼たのむ」

「タクシーじゃないんだぞ！　人の気も知らないで！」

「炒飯は、空港に行く途と中ちゆうの車の中でちゃんと食べるよ。心配するな」

「炒飯の話じゃなくて！」

　おれが差し出したオーバーナイトバッグを、悲しそうな顔で受け取りながら、

「おれがどんなに本気か、おまえにはわかってないんだ」

　……なんとなく解ってきたから、誘さそいに乗らないんだよ、ロバート。

　篠原家は、ごく普ふ通つうのサラリーマン家庭だ。そして、おれはいちおう篠原家の長男で。

　例えば晶也が、あの黒川氏と一生を共にしたいと言い出したらと思うと……。

　息子が二人ともゲイになってしまったら、孫の顔を見るのを楽しみにしている両親は……？

　晶也と黒川氏の関係を、心から応おう援えんできるか、今のおれには解らない。

　しかしおれは、晶也のためにできることは今からなんでもしておいてやろうと心に誓ちかっている。

　……晶也のためにも、ゲイになるわけにはいかないんだよ。

　おれはロバートを見上げて、

「……ここのところ、ヘンにしつこいじゃないか。何か魂こん胆たんでもあるんじゃないのか？」

　ロバートは少し考えるように言葉を切り、何かを思いだしたように陽に灼けた頰ほおを赤くして、

「……だって、ステイ先のホテルじゃ、皇賀機長と有川さんが廊ろう下かで見つめ合ってるし、仕事中にエコノミークラスに行けば、九條と藤崎がギャレーでイチャついてるし……おれだって、恋人が欲しくなるのは当然じゃないか！」

「じゃあ、付き合えばいいだろう。……おれじゃない誰かとな」

「シンヤ～！」

　ロバートの叫さけびを無視して、おれはドアの鍵かぎをかけようとし……。

「ああっ！　シンヤ！」

　エレベーターの方から聞こえた叫びに、驚おどろいて振ふり向く。

　全速力で走ってきたのは、サミュエル・チョウ。通つう称しようサム。

　ロスアンゼルスの若き天才シェフと呼ばれる、中国料理界の新星。

　厨ちゆう房ぼうにいる時はきっちりとオールバックにしている髪かみが、走ってきたせいで少し乱れている。

　拳けん闘とう家かのように鍛きたえられたしなやかな身体からだを、白いシャツと黒いスラックスに包んでいる。

　黒こく曜よう石せきのように光る瞳ひとみ、なめし革のような肌はだをした、ノーブルな顔立ちのハンサムだ。


　その手には、『Chow's Kitchen』と書かれた、中国料理のテイクアウトの袋ふくろ。



「シンヤ！　どこへ行くんだ？　せっかく『サム特製・フカのヒレ入り元気が出る漢方スープ』を食べてもらおうと思って、持ってきたのに！」

　サムは、ふと視線を私のオーバーナイトバッグに落として、驚いたように、

「どこへ行くんだ？　オフだって言ってたよな？　まさか、二人で旅行なんてことは……」

「そうだ！　おれとシンヤは、これからアカプルコに婚こん前ぜん旅行に……」

「……行かない。日本に帰る」

「シンヤ～。じゃあ、このチケット、どうすりゃいいんだよ～？」

「どうせ、社員割引のオープンチケットだろう？　会計課で払い戻ししてもらえ。それとも……」

　おれは、二人を見比べてやって、

「……二人で行って来たらどうだ？　アカプルコに婚前旅行。案外お似合いじゃないか？」

「どこがお似合いだーっ！」

「冗じよう談だんじゃないっ！　誰がこんなゴツい男とーっ！」

　おれは、叫んでいるロバートの手からオーバーナイトバッグを奪うばい取る。彼らに背を向けて、

「誰も送ってくれないのならタクシーで行く。……じゃ、楽しい休暇を」

「シンヤー！　おれとこいつと、どっちを選ぶんだよーっ！」

　二人の声が見事にハモる。おれは、肩かた越ごしに振り向いて、

「いつも言っているだろう。おれの一番は、いつだって弟なんだよ」

　二人はそのハンサムな顔に似合わないとても情けない顔になって、声を合わせて、

「そんなことばかり言っていると、ブラコンと呼ぶぞーっ！」

　二人の叫び声を背中で聞きながら、おれは密ひそかに笑ってしまう。

　いろいろな出来事があったが、全員が無事でまた幸せな日常に戻もどった。

　そのうえ、皇賀機長と有川さん、九條くんと藤崎くんは、心も身体も結ばれた様子だし。

　……まあ、新しん婚こんの二カップルがあまりにも熱々すぎて……、

　おれは彼らの様子を思いだして、ため息をつく。

　……うちのフライトメンバーは、しばらくは熱気に当てられっぱなしになりそうだけどね。
















　　　　皇賀凱一







　……彼の美しさは本当に目の毒だ……。

　冷えたレモンペリエのボトルと、グラスを二つ持った私は、プールサイドを歩きながらため息をつく。

　……なのに本人は、なんの自覚もしていないなんて。

　私の視線の先、プールサイドのデッキチェアに、一人の青年が座っている。

　椰や子しの葉が作る木こ陰かげの下、優ゆう雅がな猫ねこのようにリラックスした様子で、本のページをめくっている。

　ここはモルディブ、南マーレ環かん礁しようにある小さな島。ホテル専用の水上飛行機でしか行くことのできない、セレブリティだけが集まる隠かくれ家が的なリゾートホテルだ。

　ハワイでの操縦訓練があった私は、滞在の一日目をそれに費やすことになった。副操縦士の訓練を先月終えていた彼は、私を待つことなく無む慈じ悲ひにも一足先にこのホテルに向かってしまった。私は訓練が終わった途と端たんに飛行機に飛び乗り、モルディブまで文字通り飛んできたというわけだ。

　彼との甘い時間を切望して水上コテージに飛び込んだ私を待っていたのは、愛いとおしい恋こい人びと、ではなくて『プールサイドにいます』というクールなメモ。

　私はため息をつきながら機長の制服を脱ぬいで水着に着き替がえ、彼を探してプールサイドに来た。だが、氷の女王様は私が来ても目を上げてもくれない。

　ほっそりとしているが決して女性的ではない、しなやかな筋肉に覆おおわれた身体からだ。

　競泳用の水着でわずかに下腹部を覆っただけで、彼はその煌きらめくような身体を熱帯の風の中にさらしてしまっている。

　すんなりとした首筋、華きや奢しやな鎖さ骨こつ、平らな胸を飾かざる薄うすい珊さん瑚ご色の乳ち首くび。スイムパンツから長く伸のびた脚あし。南国の太陽の下、まだ白さを保つその肌はだが、とても色っぽい。

　少し前までプールで泳いでいたのか、艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみは濡ぬれ、しなやかな首筋に張り付いている。

　椰子の葉が風に揺ゆれると、そこからチラチラと日光が差し込んでくる。彼の滑なめらかな肌を飾る水すい滴てきが、まるでダイヤモンドのように煌めく。

　高価な象ぞう牙げのように滑らかな頰ほお。スッと通った品のいい鼻筋。少し冷たそうに見える形のいい唇くちびる。そして伏ふせられた長い長い睫まつげ。

　こうして改めて見ると、彼は本当に奇き跡せきのように麗うるわしい。

　彼の名前は有川桂人。私が命に代えても惜おしくないほど大切にしている最愛の恋人。そして私の空の女め神がみだ。

　コックピットでは、とてつもなく優ゆう秀しゆうな私の右みぎ腕うで。完かん璧ぺきなクールビューティー。その彼が、バカンスではこんなに無防備で、蕩とろけるように色っぽくなってしまう。

　そのギャップが……私の胸をいつも愛おしさに痛ませる。

　艶のある美しい爪つめ。ほっそりとした指が、ゆっくりと文庫本のページをめくる。

　それだけで、プールサイドにいる男たちがうっとりとため息をつく。

　本人はまったく気づいていないようだが、彼はその人並みはずれた美しさとミステリアスな存在感で、プールサイド中の男の視線を一身に浴びている。

　彼を見つめていた男たちのうちの一人が、意を決したように立ち上がり、彼に歩み寄る。いかにも遊び人風の男だが、桂人に本気で魅みせられたかのように顔が真しん剣けんだ。

「やあ、こんにちは」

　かけられた男の言葉に、桂人は驚おどろいたように速い瞬まばたきをする。夢から覚めたばかりの人のように、少し呆ぼう然ぜんとした顔で彼を見上げる。

「……？　こんにちは」

　機上ではこのうえなく冷静で厳しい光をたたえる彼の漆黒の瞳ひとみが、今はどこか陶とう然ぜんと潤うるんでいる。桂人は本がとても好きで読書の途と中ちゆうによくこんな顔をするが……ぶしつけな男はまるで誘ゆう惑わくでもされたかのようにカアッと頰を染める。

「咽喉のどが渇かわかない？　よかったら、プールサイドバーで一いつ緒しよにカクテルでも……」

「失礼」

　私は不ふ機き嫌げんを隠さないまま、彼の真後ろに立つ。ギクリと振ふり返った男に、

「私の恋人に、何か御ご用ようですか？」

　怒いかりを込めた視線で睨にらみつけてやる。もしも私が猛もう獣じゆうならば、グルル、と威い嚇かくの唸うなりを上げてやるところだ。男は怯おびえたような顔で私を見上げ、それから、

「いえ、なんでも……失礼しました……！」

　しどろもどろに言いながら、退散する。チラリと見回すと、プールサイドにいた男どもが、いっせいに目をそらし、そして落らく胆たんのため息をついたのが解わかる。

「まったく、油断も隙すきもないな」

　私は言って、デッキテーブルにペリエのボトルを置き、グラスを二つ並べる。

「どうしてそうやって誰彼かまわず威嚇するんです？」

　桂人は文庫本のページにしおりを挟はさみ、あきれたような顔で私を見上げる。

「彼には、プールサイドで本など読んでいる私が、退たい屈くつそうに見えただけでは？　それで誘さそってくれただけでしょう」

「そんなわけがない。なんて無防備な人だ」

　私は言いながら、彼のデッキチェアの背にかかっていたバスタオルを手に取る。そして彼の肩かたをそれで覆ってやる。

「別に寒くありませんが？」

　私はペリエの蓋ふたを開け、泡あわ立だつ透とう明めいな液体をグラスに注そそぎながら言う。

「君の水着姿は、本当に色っぽい。ほかの男になど見せたくないんだ」

　そして、グラスの一つを彼に差し出す。

「私は女性ではありません。水着になっても色っぽいわけがないでしょう」

「色っぽいんだ。少なくともその気けのある男たちにはね」

　彼は驚いた顔をしたままグラスを受け取り、それからふいに小さく噴ふき出す。

「コックピットの中ではあんなに凜り々りしいのに。飛行機を降りたあなたは……ああ、いえ、なんでもありません」

　彼は可笑おかしそうに言い、それからグラスを傾かたむけてペリエを一口飲む。

　形のいい唇に押し付けられるグラス。コク、と小さく鳴った咽喉。水滴が彼の首筋を煌めきながら滑すべり落ち、私はそれだけで発情してしまいそうな自分を自覚する。

「降りた私は、なんだ？　続けたまえ、有川くん」

　わざと仕事の時の口調で言いながら、テーブルを挟んだデッキチェアに座る。彼はいつものクールビューティーの横顔を見せているが、美しい唇にはまだ笑えみが張り付いている。

「いえ。機長であるあなたに言うべきことではありません。失礼しました」

「恋人である私には言える？」

　言うと、桂人は私を振り向く。そして私のほうに僅わずかに身を乗り出し、笑みを含ふくんだ優やさしい声で言う。

「……本当に、やきもち妬やきなんだから」

　その甘い声が、私の理性の糸をぷっつりと切る。私は立ち上がって、彼の手からグラスを取り上げて置く。そしてその手を握って立ち上がらせる。

「午後からと思ったが、予定を変へん更こうしてすぐにでかけよう」

「なんなんですか？　いったいどこへ？」

「二人だけになれるところにだ」

　彼が読んでいたミステリーの文庫本をテーブルから取り、彼の肩を引き寄せて歩き出す。

「別にここでもいいじゃないですか。どうしたんですか？」

「やきもち妬きだと自覚はしている。だが、こんなに美しい君を、ほかの男の視線にさらしていたくない」

　彼は驚いたように目を見開き、それからふいに目をそらす。

「本当に仕方のない人だ」

　その美しい唇から漏もれるのは、やはり氷のようなクールな声。だがその奥に潜ひそむ恥はずかしげな響ひびきに胸が甘く痛む。

　……ああ、この美しい青年に、私は本当にやられてしまっている。







　　　　有川桂人







「日ひ陰かげにいたはずなのに、少し赤くなっている」

　彼が言いながら、うつぶせにさせた私の背中にゼリー状の液体をトロトロと垂らす。これは「陽ひ灼やけをしすぎた時に」とホテルのスタッフが勧すすめてくれたローション。アロエ入りのもので消しよう炎えんと保ほ湿しつの作用があるらしい。

「赤道直下の太陽をなめてはいけないな」

　ふわりと漂ただようのは、パイナップルに似た芳ほう香こう。ひんやりと冷たいその感かん触しよくに、私は思わず震ふるえてしまう。

　ここは、ホテルから船で一時間ほど来たところ。三日月のような形の小さな無人島。純白の砂すな浜はまと紺こん碧ぺきの海が広がるだけの場所だ。

　ホテルのスタッフたちは、砂浜に帆はん布ぷでできた大きなパラソルとランチのテーブルを用意し、「夕方にはお迎むかえに参ります」と言い残して船で去っていった。

　私たちは、美しい海で泳ぎ、それから屋外で食べるものとは思えないほど豪ごう華かなランチと、美味おいしいシャンパンを堪たん能のうした。そしてパラソルの下に敷しかれたタオルの上でくつろいでいた……のだが。

「肩だけでなく、背中も少し赤いな。私が到とう着ちやくする前に結構泳いだ？」

　彼の手が、私の背中をゆっくりと滑っている。その手で操そう縦じゆう桿かんを握にぎり、彼はいつも何百人もの命を預かって飛ぶ。才能に裏付けられた完璧な操縦技術、類たぐい稀まれなリーダーシップ、そして彼になら命すら預けてもいいと思わせてしまう圧あつ倒とう的な存在感。彼がいることで、私たちは何度も危機を脱だつすることができた。彼は私のことを『空の女神』とよく言うが、私にとって機長である彼は、まさに神のような存在だ。

　その彼が今は私だけのものだと思うだけで、心がジワリと熱くなる。

「泳ぎました。来月には副コー操・パ縦イロ士ツトの体力測定があります。それまできちんと筋力と持久力を維い持じしなくては」

　鼓こ動どうの速さを隠かくそうとして、唇くちびるからは驚くほど冷たい声が漏れる。彼は小さく笑って、

「いい心がけだ。さすが私の副操縦士」

　身をかがめ、私の肩かた口ぐちにそっとキスをする。

「だが、恋こい人びととしてはやはり妬ける。こんな美しい身体からだを……」

　彼の手が、ゆっくりと背骨の上を滑り下りる。

「ほかの男の視線にさらしてしまうなんて」

　彼が囁ささやき、私の首筋にそっと歯を立てる。

「……ん……っ」

　キュッと甘あま嚙がみされて、身体が震えてしまう。うつぶせになった身体の下、砂の上に敷いたタオルに押し付けられた屹きつ立りつが、ジワリと熱を持って勃たち上がるのが解る。

「昨夜はあのコテージで一人きりだったんだろう？　寂さびしかった？」

　彼の言葉に、昨夜感じたたまらない寂しさを思い出す。

「いいえ。あなたのことなど忘れて熟じゆく睡すいしていました」

　私は平静を装って答えるが、これは噓うそだ。

　何かスケジュールの変更でもあって彼が来なかったら、そう思うだけで私は不思議なほどの寂しさに襲おそわれた。一人で先に来たことを激しく後悔しながらバルコニーのデッキチェアに座り、夜が明けるまで海を見つめていた。一瞬でも早く彼に会いたい、と思いながら。

「本当に憎にくらしいな。ここに向かう飛行機の中で、私は一いつ睡すいもできなかったというのに」

　彼は囁き、私の水着を両手で摑つかむ。

「もしもホテルに君がいなかったら、もしくはほかの男に横取りされていたら……そう思っただけで、とても眠ることなどできなかった」

「……アッ！」

　彼の大きな手が、いきなり私の水着を足首まで下ろし、足から引き抜ぬいてしまう。

「……何するんですか……っ！」

　抵てい抗こうしたいけれど、動いたら反り返った欲望が彼の視線にさらされてしまうことに気づいて、私はうつぶせのまま動くことができなくなる。

「……あぁっ」

　私の背中にさらにたくさんのローションが垂らされる。彼の両手がそれを塗ぬりこめるようにして私の身体の上を往復する。

「……ん……っ」

　下半身に滑った彼の手が、私の双そう丘きゆうを包み込む。感触をたしかめるかのようにゆっくりと揉もみ、そして両手の指が、スリットに滑り込んでくる。

「……あ、あ、あ……っ」

　トロトロに濡ぬれた指が自分の谷間を往復する感覚は、とても刺し激げき的で……勃ちかけていた私の屹立が、今度はしっかりと熱を持って反り返ってしまう。

「……ダメ……！」

　濡れた手が、私の双丘を大きく押し広げる。秘密の蕾つぼみが熱い空気にさらされ、不思議な電流が、全身を走る。

「……いけません、そんなところ……アアッ！」

　チュプンッと淫みだらな音を立てて、彼の指が蕾に滑り込んできた。私の蕾は驚おどろきに収縮するが、たっぷりと濡れた彼の指をどうしても拒こばむことができない。それどころか……。

「すごい。トロトロに濡れて私の指を締しめ上げてくる。……本当は会いたかった？」

「そんなわけ……アアッ！」

　私の憎らしい言葉を遮さえぎるように、彼の指がさらに深くまで滑すべり込む。

「……あ、あ……っ」

　彼の指は、私の硬かたい入り口をゆっくりと押し広げながら、内ない壁へきにある私の一番感じやすい部分を刺激してくる。

「……ん、ダメです、そこは……っ！」

「そこは、何？」

　囁きながらキュッと刺激されて、私の全身を目がくらみそうな快感が走り抜け……。

「……アッ……アアッ！」

　反り返った私の先せん端たんから、欲望の蜜みつがいきなり勢いよく迸ほとばしった。私の全身に、細さざ波なみのような震えが走る。

「……く、うう……っ」

　彼の指を受け入れている蕾が、キュウウッと強く収縮し、彼の指を食い締める。

「もしかして、イッてしまった？」

　驚いた声で聞かれて、私は恥ずかしさのあまり両手で顔を覆おおう。

「あなたが悪いんです。ダメだって言ったのに！　それに……」

　悔くやしさと快楽が私の涙るい腺せんを緩ゆるませ、頰ほおを涙なみだが伝う。

「あなたの訓練の邪じや魔まにならないように、ずっとできなかったし……」

「ずっと拒まれていたから、嫌きらわれてしまったのかと思った。私のために我が慢まんしてくれていたんだね？　優やさしい人だ」

　彼が囁いて私の身体を後ろから抱だき締める。彼の逞たくましい身体、熱い肌が背中に直に押し付けられ……その感触だけでまた達しそうだ。

「君に入れたい。我慢できない」

　水着越ごしに押し付けられているのは、彼の張り詰つめた屹立。その硬かたさと大きさを感じるだけで、思わず身体が震えてしまう。

「……いい？」

　セクシーな囁きが、私の最後の意地をトロリと溶とかしてしまう。

「……きて……」

　私の唇から、かすれた声が漏もれた。

「……あなたが欲し……アアッ！」

　言葉が終わらないうちに、腰を上から抱き寄せられる。顔をタオルに埋うずめた私は、自分が脚を開げられ、尻しりを突き上げたような淫らな格好をしていることに気づいて頰を熱くする。

　私の蕾に、硬く、とても熱いものが押し付けられた。それは水着を取り去った剝むき出しの彼の先端で……。

「……ンンッ！」

　グッと強く押し当てられ、その熱と大きさに、思わず咽喉のどが鳴る。

「……ンンーッ！」

　グチュッという淫らな音を立てて、彼がゆっくりと私を犯おかす。そのまま深い深い場所まで私を貫つらぬく。そしてゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始し、て……。

「……アア、アア、アア……ッ！」

　ヌルヌルに濡れた彼の手が前に回り、私の乳ち首くびと反り返る屹立を愛あい撫ぶしている。

　誰もいない南の島、吹ふき抜ける海の香かおりの風。

　彼の動きが速くなり、波の音に交ざる私の喘あえぎが高くなる。

　私と彼は、まるでつがいの獣けもののように激しく一つになる。

「……ああ、イく……皇賀機長……！」

　私の唇からたまらず喘ぎが漏れる。

「セックスをしながら、職位をつけて呼ばない。名前で呼びなさい」

　後ろから囁かれて私の目の前が白くなる。

「……凱一……愛してます……ンンッ！」

　私の屹立から、ビュクッ、ビュクッ！と激しく白い蜜が迸った。

「ああ、愛している、桂人」

　彼がセクシーな声で囁ささやく。そして私の最さい奥おうに、ドクン、ドクン！と激しく蜜を打ち込んでくれる。その熱にも感じてしまう私を、彼が抱き締める。

「おかしくなりそうなほど愛している。君も同じくらい愛してくれているといいのだが」

　もう一度囁いて、私の首筋に優しいキスをする。

「……ペリエを持って歩くあなたを、プールサイド中の女性が熱い視線で見つめていました」

　私は喘ぎながら、かすれた声で告白する。

「私がプールサイドに来たことに、気づいていたのか？」

「もちろんです。……あなたは背が高くて、逞しくて、とてもハンサムだ。彼女たちが目を奪うばわれるのも無理はないんです。でも……」

　私は、震ふるえる唇くちびるからため息を漏らす。

「それを見て、なんだか少し胸が苦しくなりました。本を読むふりをしながら、あなたと二人、誰もいない場所に行きたいと思っていました」

　彼が小さく笑って、私の顎あごを持ち上げる。

「やきもち妬やきなのは、君の方かもしれないな」

　私の唇にそっとキスをして、甘い甘い声で囁いてくれる。

「だがとても嬉うれしい。愛しているよ、桂人」

　私の恋こい人びとは、ハンサムで、イジワルで……でも、こんなふうに本当にセクシーだ。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださっている方にいつもありがとう！


　今回の『恋の翼２ ARRIVAL』はアメリカ系航空会社の機長＆美人の副操縦士、クールな新人ＣＡ＆やんちゃな先せん輩ぱいＣＡという二組のカップルが登場します。水上の本を昔から読んでくださっている方の中には「おお、あれか！」とピンとくる方もいるかもしれませんが、残念ながらなくなってしまったリーフ出版さんから発刊されたノベルズの文庫化、第二弾です。水上の本にしては珍めずらしい続きモノですので、ぜひ『恋の翼 DEPARTURE』を先に読んでからこの本を読んでみてくださいね！（この本の前の月にルビー文庫さんより発売になっているので多分近くの棚たなにあるはず！　探してみよう！）当時のノベルズを見返してみたら、発刊は二〇〇一年五月。『恋の翼 DEPARTURE』『恋の翼２ ARRIVAL』は当時上下巻として同時発売されていました。懐なつかしい！　この頃ころはデビューして五年目、二十七＆二十八冊目の本でした。現在はデビュー十二年目、もうすぐ百冊目の本が出そうです。本を出し続け、今まで頑がん張ばってこられたのも、お仕事を依い頼らいしてくださる出版社の皆みな様さま、そして応おう援えんしてくださる読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます！



　実は水上の父＆兄＆姉は航空会社勤務。本を書いた当時、姉はパーサーでした。あまりにも身近にいすぎて、逆に取材しづらかったのを覚えています（物書きをしてることは実家には内ない緒しよなので・汗）。「今まで特に興味なさそうだったのに急にどうしたの？」と不思議がられ、「いやあ、友達の妹さんがＣＡになりたいらしくて～」とごまかしたら「仕事内容を教えるだけじゃなくて、面接の練習もしてあげるっ！　合格のコツを伝授してあげるっ！」と張り切られるし（泣笑）。そして今では某ぼう航空会社のＣＡ訓練所の教官。新人ＣＡさんたちに仕事のコツを伝授できて、とても楽しそうです（笑）。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　如月弘鷹先生。ご一緒できて本当に光栄でした！　そして今回イラストの使用許可をどうもありがとうございました！　改めて見返してみて、皇賀機長の凜り々りしさ、九條のハンサム度、有川の美人さ、空の可か憐れんさにうっとりしました！　何か機会がありましたら、いつかまたご一緒できればとても嬉うれしいです！

　ＴＡＲＯ。ＴＡＲＯは本当に相変わらずですな。旅の話を読み返していてまたイタリアに行きたくなりました。ローマ、フィレンツェ、ヴェネツィア！

　元リーフ出版の皆様、そして元リーフノベルズ編集担当、Ｕ澤様。当時は本当にお世話になりました！　そしてこれからもお互たがいに頑張りましょうね！

　角川書店ルビー文庫編集担当、Ａ澤様。今回は文庫化のお話を本当にありがとうございました！　個人的に思い入れの深い作品でしたのでお話をいただいた時にはとても嬉しかったです！　文庫化とはいえ細かい改かい稿こうやデザイン変へん更こうがあり、いろいろとお手数をおかけしました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　二〇〇七年十二月から二〇〇八年四月まで、ルビー文庫さんにて水上の本が五冊連続発刊となります！　二〇〇八年五月末締め切りの全員サービスなども実施してますのでチェックのほうよろしくお願いいたします！（新作の『恋愛夜曲』シリーズの二冊、そしてこの『恋の翼』シリーズもラインナップに入っていますよ）


　来月はシリーズ第三弾『恋の翼３ FAIR WIND』がルビー文庫さんより発刊になります！　そちらもぜひよろしくお願いいたします！



　今回の本のご感想、煩ぼん悩のうリクエストなど、気軽にいただけるととても嬉しいです！

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ、どうもありがとうございました！

　またあなたにお会いできる日を、楽しみにしています！




　　二〇〇八年　二月


水上　ルイ　　
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